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2014年度 博士前期課程学位論文要旨 
【背景・目的】 
わが国では、社会的経済格差の拡大、それに伴い健康格差の拡大が存在することが報告
されている。社会経済的地位によって、健康の社会的決定要因の中間要因（物的環境、行
動と生物学的要因、心理社会的要因など）に曝露される程度や影響の受けやすさが異なり、
健康格差が生じると指摘されている。しかし、社会経済的地位と健康格差の中間要因であ
る食生活との関連をみた報告は極めて限られている。本研究では、社会経済的地位として
世帯収入および最終学歴に着目し、日本人成人における食生活との関連について検討する
ことを目的とした多目的調査を行った。 
 
【調査方法】 
人口統計の分布（性別、年齢別、収入別）に合わせた無作為抽出が可能であるインター
ネットを利用した横断的質問調査を行った。対象は、マイボイスコム株式会社に登録して
いる 30～59 歳の日本人成人（登録者数のうち対象者数約 16 万人）とし、人口統計の分布
にあわせ 8,284 人を無作為抽出した。調査は、3,269 人（男性 1,651 人、女性 1,618 人）か
ら回答が得られた時点で終了した。調査項目は食関連 QOL（Quality of life）、健康・栄養
状態、食物摂取状況、食行動、食行動の行動変容段階、準備要因、食環境、属性とした。 
 
【研究課題 1：世帯収入別にみた食生活の包括的評価】 
男女別に世帯収入 3 群（300 万未満／300～700 万未満／700 万以上）に分け評価した。 
解析対象者は 3,269 人、男性は身長平均 170.7（SD 5.8）cm、体重 68.8（11.8）kg、BMI 18.5
未満 5％、BMI 25 以上 30％、同様に女性は 158.1（5.3）cm、53.5（9.1）kg、16%、12％
であった。結果は、主観的健康感、食関連 QOL、食物摂取状況、食行動、食行動の行動変
容段階、準備要因、食環境いずれの項目も世帯収入が高い群において良好な回答が多くみ
られた。世帯収入が低い集団を対象にした食生活全般に効果がみられる支援が必要である
と考える。 
 
【研究課題 2：最終学歴別にみた食生活の包括的評価】 
男女別に最終学歴 3 群（中学・高校／高専・専門・短大／大学・大学院）に分け評価し
た。解析対象者は最終学歴が未回答の者を除き 3,217 人であった。結果は一部（食事をお
いしく食べている（食関連 QOL）、結果期待、女性の主観的規範）を除き、残りの項目で最
終学歴が高い群において良好な回答が多くみられた。食行動の準備要因においては、最終
学歴が低い群は、高い群同様に野菜を食べることは大切だと考えている（結果期待）が、
野菜を食べることに対する自信（セルフ・エフィカシー）のない者が多いと解釈できたこ
とから、特に最終学歴が低い層に対するセルフ・エフィカシーを高める支援が重要である
と考える。 
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 【研究課題 3：世帯収入および最終学歴と食行動との関連】 
食生活に影響をもたらす属性などの交絡要因を調整し、食行動と世帯収入および最終学
歴との関連を検討した。従属変数は食行動 7項目、独立変数は世帯収入および最終学歴と
した。世帯収入が高いほど食事に気をつける、野菜摂取、栄養成分表示活用および食卓で
の会話の行動が多かった。最終学歴においても同様の結果であった。一方、朝食共食頻度、
夕食共食頻度は世帯収入が高いほど少なかった。社会的経済的地位の違いによって、この
ような複数の健康的な食行動間の関連性の相違を確認する必要がある。 
 
【研究課題 4：社会経済的地位別にみた野菜摂取と食行動との関連】 
食行動間の関連は、社会経済的地位によって異なる可能性がある。食生活支援における
食行動の改善目標を決定し介入プログラムを考案するにあたり、食行動間の関連について
世帯収入別および最終学歴別に比較し検討した。解析は世帯収入別（300 万未満／300～700
万未満／700 万以上）、最終学歴別（中学・高校／高専・専門・短大／大学・大学院）にそ
れぞれ行なった。いずれも従属変数は野菜摂取、独立変数は食行動 6 項目（食事に気をつ
ける、朝食摂取頻度、朝食共食頻度、夕食共食頻度、栄養成分表示活用、食卓での会話）
としロジスティック回帰分析を行なった。属性および最終学歴を調整した結果、どの世帯
収入層においても、共通して野菜摂取をしている者は食事に気をつける、栄養成分表示活
用、食卓での会話が良好であった。最終学歴別に検討した結果も同様であった。地域やコ
ミュニティにおいて食生活支援プログラムを実施する場合、低収入、低学歴のみをターゲ
ットにすることは困難である。健康格差の縮小を目指すためには、対象集団全体の分布を
好ましい食生活に移行させるポピュレーションアプローチが重要である。本研究結果では、
社会経済的地位が異なる層に属していたとしても、食行動間の関連は同様であることが示
唆された。したがって、ポピュレーションアプローチとして野菜摂取、栄養成分表示活用、
食卓での会話を促す介入プログラムは、どの社会的経済的地位の層においても有用である
可能性がある。 
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Ⅰ．緒言 
1．背景 
 近年の社会経済的状況の変化に伴い，社会経済的地位による人々の健康格差および
その要因となる生活習慣の差が存在することが報告されている。世界保健機関
（WHO）は，健康戦略として「Health for all, All for health ～すべての人に健康
を～社会的，経済的にみて豊かな生活を送れるような健康のレベルに世界のすべての
人々が到達できること」という世界レベルの戦略を掲げた。その中で健康格差の存在
に注目し，「健康の社会的決定要因」に関する提言 1)をまとめた。健康の社会的決定
要因として，収入，学歴，職業などの社会経済的地位を示している。この健康の社会
的決定要因による健康格差の存在やその要因となる生活習慣についての実態把握・評
価の蓄積は，国際的な課題であるだけでなく，わが国においても重要な課題である。 
健康日本 21（第 2次）2)では，目指す姿として「健康格差の縮小」を取り上げた。
その課題解決には，わが国の社会経済的地位と食生活の関連性を検討し，健康格差を
もたらす構造を明らかにするための根拠の蓄積が必要である。本研究では，社会経済
階層間による食生活の相違，社会経済的地位と食生活との関連性を明らかにする。最
終的には，今後の健康格差縮小のためのポピュレーションアプローチとしての具体的
な食生活支援の提案につなげたい。 
 
1－1．健康の社会的決定要因 
WHOは 1998年に，健康の社会的決定要因についての研究成果をとりまとめた「健
康の社会的決定要因～The Solid Facts～」を発表した 3)。2010年の健康の社会的決
定要因に関する報告書 4)では，概念的枠組みを示している（資料 1）。社会経済的・
政治的背景として，文化・社会・経済・政策的な仕組みは，人々の教育水準，職業，
収入などの社会経済的地位を決定する。このような社会経済的地位が物的環境，行動
や生物学的要因，心理社会的要因に関連し，健康格差をもたらす。健康状態の悪化
は，個人の社会経済的地位の悪化にもつながり，循環することになる。 
 
1－2．健康格差の定義 
健康格差の定義はさまざまな分野で用いられている。米国では，保健社会福祉省 5)
は公衆衛生分野において「人種や民族，社会経済的地位による健康と医療の質の格
差」，保健資源事業局 6)は「疾病，健康状態，医療のアクセスにおける集団特異的な
違い」と定義している。Woodwardおよび Kawachiら 7)は経済・社会学分野におい
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て，より積極的に偶然や生物学的要因との違いを強調して，「経済格差と健康格差
は，税制，事業規制，福祉給付，医療財源といった課題において，社会によりなされ
た決定による結果」，Krieger8)は「不当で，不公平で，回避的で，不必要な，そして
背景となる社会構造，政策的，経済的，法的制度によって傷つきやすくなった人々に
負担を与える健康の違い」と定義した。 
 わが国の健康施策において，健康日本 21（第 2次）2)では，健康格差を「地域や社
会経済状況の違いによる集団における健康状態の差」，井上は「本人の自己責任を超
えた，その他の社会的要因によって生じた属性に起因する，社会的に許容される一定
の範疇を超えた健康に関する差」9)と定義している。本研究では健康日本 21（第 2
次）の定義を用いた。 
 
1－3．海外の健康格差縮小を目指した取り組み 
 WHOは，オタワ憲章を前提条件とした健康づくり国際会議において，2000年から現
在に至るまで，健康格差の取り組みの重要性を示し続けている。 
英国では，政府が設置したアチェソン委員会によって健康格差が拡大しているこ
とが報告された 10）。貧困，雇用，環境などの要因が健康に影響を及ぼしていると述
べられ，1998年に行動計画を発表し 11)，2003年には健康格差問題に取り組むための
具体的なプログラム 12)が発表されている。保健省だけでなく，内閣府や財務省など
もかかわり，2010年までの健康格差縮小のための数値目標が設定された。 
 米国では，国立研究機関が医療の社会格差の報告書を出し，取り組みを進めてい
る。保健教育福祉省が中心となってすすめている健康政策であるヘルシーピープル
201013)は，健康目標を明確にし，州や地域社会における計画の基本となっている。そ
の中で包括的な目標として以下の 2点をあげている。①健康的な生活の品質と期間の
延長（全ての世代の人々の余命の延長と生活の質の向上），②健康格差の緩和（国内
におけるさまざまな集団間の健康格差の緩和）である。 
 Paradisら 14)は低所得者層で教育も十分に行き届かない住民が多く住むカナダの
St-Henri（人口約 23,360名）で心血管疾患予防プログラム介入を行った。この介入
プログラムはノースカレリアプロジェクトや Minnesota Heart Health Programを参
考に行われたものである。食生活に関しては，飲食店でのヘルシーメニューの提供や
割引，食料品店での栄養表示を取り入れた栄養教育，健康レシピコンテストなどが実
施された。地域住民に健康的な食品や料理の選択を促した結果，地域住民の健康増進
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に効果がみられた。このような食環境整備が成果をあげるためには，地域住民が長期
的に継続できるプログラムであることが重要であると報告されている。 
 
1－4．わが国の健康施策にみる健康格差縮小の取り組み 
わが国の健康施策として，平成 25年度から「健康日本 21」の最終評価を踏まえ策
定した「健康日本 21（第 2次）」2)（資料 2）が推進されている。目指すべき姿を
「全ての国民がともに支え合い，健やかで心豊かに生活できる活力のある社会の実
現」としている。健康日本 21（第 2次）2)では，基本的な方向として「健康格差（地
域や社会経済状況の違いによる集団間の健康状態の差）の縮小」が新たに加わった。
これまでの健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期
間）の延伸の実現に加え，わが国における高齢化の進展及び疾病構造の変化を踏ま
え，あらゆる世代の健やかな暮らしを支える良好な社会環境を構築することにより，
健康格差の縮小を実現することが重要である。健康寿命の延伸という課題に取り組む
に当たって，「住民一人一人の健康レベルやリスク，さらには保健医療福祉介護ニー
ズに応じて，これらの取り組みを切れ目なく総合的に提供できるシステム（地域包括
ケア）の構築」が求められている。また，健康寿命以外の観点から健康格差を把握す
ることの必要性も指摘されている。 
 
2．当該分野の課題 
海外では，社会経済的地位が低い層は高い層と比べて，健康に関する平均余命は
短く，主観的健康感は低く，死亡率は高いといった健康格差がみられている 1)。ま
た，健康のみならず，健康・栄養状態，食物摂取状況や食行動などにおいても社会経
済的地位が低い層は望ましくない食生活が多い 15)。 
わが国は，欧米諸国と比べ社会経済的格差の程度は小さいといわれてきたが，近
年の世界的な経済危機状況によって低所得者層に健康問題が集積し，社会階層を通じ
て健康の格差が拡大していることが報告されている。しかし所得格差が，直接的に健
康格差をもたらすのではなく，そのメカニズムとして健康問題の発生に至る過程で何
らかの要因を介していると考えられている 4)。その要因は，食生活，運動習慣，飲
酒，喫煙などの生活習慣があげられる。 
健康に関する先行研究では，社会経済的地位と主観的健康感 16-19)や健康状態，健
康リスク行動 20)との関連性が報告されている。健康リスク行動として，不規則な食
事，食事のバランス，塩分，過食についての食事摂取状況を聞いている。また国民健
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康栄養調査では，世帯収入の違いによって肥満の割合や習慣的な朝食欠食者の割合，
野菜の摂取量に違いがあることが報告されている。極めて少ない先行研究における社
会経済的地位と食生活についての報告では，対象者が女子大学生あるいは妊婦と極め
て限定的である 21-24)。しかし，食生活要因として，食事を構成する具体的な要素で
ある主食，主菜，副菜，乳・乳製品ならびに果物の摂取状況や，行動，食事の準備
性，周囲の支援，食物へのアクセスならびに情報へのアクセスを含めた食環境につい
ては明らかになっておらず，その実態は不明である。そのため，わが国における健康
格差と食生活の実態，課題を明らかにする必要がある。食生活は生活習慣の中でも
様々な要因から成り立つため，既存のモデルや理論枠組み 1.2)などを利用した検討が
必要である。社会経済的地位から健康障害に至るプロセスにある食生活要因が，どの
ように関わっているのか明らかになれば，健康格差縮小のための効果的な対策を提示
することができる。こうした社会経済的地位の違いと健康格差へ影響をもたらす生活
習慣との関連性を明らかにすることは，健康格差の縮小に必要な方略を検討する際の
重要な根拠となる。 
社会経済的地位からみた食生活のあらゆる要素を把握するために，食生活を多側
面から段階的に評価する包括的な枠組みを使用し，調査研究を実施する。食生活要因
として食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂取状況，食行動，食行動の中間要因，食
行動の準備要因，食環境，属性からなる枠組みを用いて検討する。健康日本 21の栄
養・食生活の目標設定にも用いられている枠組みを使用することで，健康格差の縮小
を目指した食生活全体の要因間のつながりや関連を見ることが包括的に評価すること
ができ，その結果を政策提言へとつなげることが可能になる。 
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Ⅱ．研究小史 
1．海外の社会経済的地位に関する研究 
Giskesら 15)は，1980年から 2004年までに発表された 18歳以上 60歳未満を対象
とした論文において，健康状態と食生活との関連で肥満に影響する食物摂取状況の環
境要因についてレビューしている。環境要因の「物理的要因」として社会的経済要因
である世帯収入が含まれている。レビューの結果，食物摂取状況と関連する要因は，
食行動では食事の共食，自宅に健康的な食品があるか，属性では配偶者の有無，家族
構成，社会的経済要因では世帯収入などがあった。しかし，論文によって環境要因と
して用いられている指標がさまざまであり，今後は食環境が健康状態や食行動にも影
響をもたらす要因かどうかについて更に検討する必要があると報告している。 
Darmonら 25)は，社会経済的地位と食生活の質についての研究・報告についてまと
めている。食生活の指標として，食品群別摂取量と栄養素摂取量としている。食品群
別摂取量については，低所得者層は特に野菜と果物などの生鮮食料品の摂取量が少な
いことが明らかになっている。エネルギー密度と食材料費との関連についても述べて
いる。低所得者層への食生活支援介入が求められていると述べている。 
Julianaら 26)は，将来的に糖尿病や心臓病になりやすいとされる地方在住の低所得
者層の学齢期の子どもを対象とし，過体重ならびに肥満予防を目的に，地域ならびに
学校を単位とした無作為化比較試験による介入研究を行った。対象地域は，カリフォ
ルニア州など 4つの州から 2地区ずつ選び出し，介入地域と対照地域にランダムに割
り付けた。介入期間は 2年間であった。介入地域の学校の生徒は，学校で毎日健康的
な食べ物を食べることができる機会を与えられるとともに，週 1回の健康教育を受け
た。その内容は，野菜・果物を 1日 5サービング食べることや，テレビやゲームなど
でスクリーンを見る時間を 1日 2時間以内にすること，毎日 1時間以上の運動を行う
ことなどだった。対象者は 1230人，平均年齢は 8.6歳であった。ベースライン調査
時点で介入地域の児童は，対照地域の児童と比較して野菜，果物，全粒穀物，乳製
品，いも・いも加工品，飽和脂肪，砂糖の摂取量に差はなかったが，豆類の摂取量は
多かった。介入の結果，介入地域の児童は，対照地域と比較して野菜ならびに果物の
摂取量が増加し，グリセミック・インデックス（GI）値が有意に低下した。 
一方，Kimら 27)は，中国において食生活，身体活動，喫煙，飲酒の生活習慣をスコ
ア化した得点を用いて社会経済的地位との関係を検討した。中国の中高年は米国と比
較して所得が高い層および学歴が高い層において，より健康に好ましくないスコアで
あった。このように，社会・経済・文化などの背景が異なる社会においては健康の社
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会的決定要因が異なる可能性がある。したがって，国内における健康格差縮小の対策
には，わが国を対象とした研究の蓄積が必要であり，さまざまな視点からの考察が重
要となる。 
 
2．わが国の社会経済的地位に関する研究 
2－1．社会経済的地位と健康・栄養状態の研究・報告 
わが国からも学歴，所得，職業階層などの社会経済的地位による健康格差が生じ
ているという研究成果が報告されている。 
近藤ら 28)は，要介護認定を受けていない 65歳以上の在宅高齢者を対象に，介護保
険政策の評価を目的とした Aichi Gerontological Evaluation Study（AGES：愛知老
年学的評価研究）を行っている。2003年，2004年，2006年と同意が得られた者に対
し追跡調査を行い，回収できたデータは 3万人を超える大規模なものである。調査内
容は，健康関連行動・生活習慣（検診受診歴，歩行時間，喫煙，飲酒習慣など），心
理的要因（ストレス対処能力，主観的幸福感など），社会的因子（社会的ネットワー
ク・サポート，教育年数，所得），健康指標（主観的健康感，抑うつ尺度）などであ
る。社会経済的地位としては教育年数，所得を取り上げている。社会的経済要因と主
観的健康感・抑うつとの関連について検討した結果，教育年数が少なく，所得が低い
ほど，主観的健康感は悪く，うつ状態が多かった。 
Fujinoら 16.17)のコホート研究では，社会経済的地位のひとつである学歴に注目し
ている。40歳以上 60歳未満を対象とし，死亡率と罹患率との関連を報告している。
最終学歴が低い者では，がんの死亡率や全死亡率が高く，循環器疾患の危険因子が多
く，自覚症状が多く，健康感が低く，睡眠時間が短かった。 
Kagamimoriら 29)は，日本における社会経済的地位と健康関連を扱った 1990年から
2007年までの医学・健康科学分野の英文・和文の論文 45本をレビューしている。そ
のうち地域相関研究では，学歴と健康との関連性については低学歴の者の割合が多い
地域ほど全死亡率，自殺率が高かったことを報告している。しかし，海外の報告と必
ずしも同じ結果ではなく，日本の社会経済状況を考慮する必要があると結論付けてい
る。 
 
2－2．社会経済的地位と健康行動の研究・報告 
Fukudaら 20)は，わが国を対象とした国民生活基礎調査のデータを用い，健康リス
ク行動との関連を検討した。その結果，男性では，社会経済的地位が低い者ほどスト
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レスを受けており，健康診断未受診の者が多かった。女性では，喫煙，飲酒過剰，運
動不足，不健康な食生活，ストレス，一次予防としての健康診断の受診行動は，社会
経済的地位が低い者ほど受診していなかった。また，地域要因を調整した場合，男性
は女性より社会経済的地位との関連が強いことが示された。 
 Shibuyaら 18)は，1995年に厚生労働省が行った「国民生活基礎調査」のデータを
用い，個人所得と主観的健康感ならびに生活習慣との関係を検討している。階層性の
あるデータとして，マルチレベル分析を用いた。その結果，低所得者では主観的健康
感や生活の質が低く，喫煙率が高いなど不健康な生活習慣が多いことを報告してい
る。 
 Oshioら 30)は，Shibuya 18) では用いられていない個人レベルの属性を調整した検
討を行っている。用いたデータは，「国民生活基礎調査」と日本版 General Social 
Surveyで，都道府県単位の格差指標，各県レベルの属性も調整している。その結
果，個人や都道府県レベルの属性を調整しても，所得の高い世帯に比べて所得の低い
世帯の人々は，健康関連指標が有意に低い結果であった。 
 
2－3．社会経済的地位と食物摂取状況の研究・報告 
 食生活要因と健康格差問題については，平成 22年の国民健康・栄養調査 31)の結果
にみることができる。世帯の年間収入を 3区分（200万円未満，200万円以上 600万
円未満，600万円以上）に分け，年齢・世帯員数を調整した。世帯の年間収入が 600
万円以上の世帯を基準として，200万円未満，200万円以上 600万円未満の世帯の食
品摂取量を比較した。その結果，野菜の摂取量は，男性では 200万円以上 600万円未
満と 200万円未満の世帯で少なかった。果物の摂取量は，男女とも 200万円未満の世
帯で少なかった。魚介類の摂取量は，男女ともに違いは見られず，肉類の摂取量は，
男女とも 200万円未満の世帯で少なかった 32)。一方，このような食物摂取量に至る
行動変容段階，準備要因（結果期待，セルフ・エフィカシー），環境要因などは不明
である。 
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Ⅲ．本研究の目的 
わが国では，社会経済的地位の違いによって健康格差が拡大していることが報告
されている 29)。この健康格差の背景には，個人としての社会経済的地位である所得
格差の存在が報告されている 31.32)。しかし，社会経済的地位は健康格差を生み出す
だけでなく，健康状態の悪化によって所得格差が生じるといった負の循環が指摘され
ているものの 1)，その因果関係やプロセスは十分解明されているとはいえない。本研
究はわが国の成人を対象とし，社会経済的地位別に食生活全体の実態把握・評価を行
い，社会経済的地位と食生活要因との関連を検討する。成人期は社会的・経済的にも
自立し，生活の基盤が構築される時期である。社会的・経済的な自立は，収入，学
歴，職業などの社会経済的地位が健康に関連する。成人期に形成された生活習慣によ
っては，その後のメタボリックシンドロームや生活習慣病の発症リスクが高まる。早
期に健康格差を縮小し，活力ある高齢期を迎えるためには，成人期における生活習慣
の形成が重要な要素となる。先行研究では，食生活，身体活動，飲酒，喫煙などの生
活習慣は社会経済的地位と関連するという報告 20)がある。しかし，食生活の具体的
な要素は，世帯収入が少ない集団では野菜の摂取量が少なく，塩分の摂取量が多いと
いった食品や栄養素の部分的な報告 31.32)のみに限られており，食生活全体の構成要
素間の関連などについては詳細な検討はされていない。今後の健康格差縮小対策にお
いて，社会経済的地位である収入や学歴が大きな要因であることから，本研究では，
世帯収入および最終学歴に着目した。研究課題 1では，わが国の成人の食生活を世帯
収入別に理論枠組みに照らし合わせて実態把握を行い，特性を明らかにすることとし
た。研究課題 2では，世帯収入と同様に最終学歴別に理論枠組みに照らし合わせて実
態把握を行い，特性を明らかにすることとした。研究課題 3では，食生活に影響をも
たらす属性を考慮し，介入プログラムの行動目標となる食行動と世帯収入および最終
学歴との関連性について検討した。健康格差縮小に至るプロセスにおける目標項目を
示すにあたり，野菜摂取とその他の食行動の関連は社会経済的地位によって異なる可
能性がある。そこで研究課題 4では，食生活支援の介入プログラムを考案するにあた
り，野菜摂取と食行動との関連について世帯収入別および最終学歴別に比較し検討し
た。 
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Ⅳ．研究課題 1：日本人成人を対象とした世帯収入別にみた食生活の包括的評価 
1．緒言 
 先行研究では，食生活，身体活動，飲酒，喫煙などの生活習慣は社会経済的地位と
関連するという報告 20)がある。しかし，食生活において世帯収入が少ないものでは
野菜の摂取量が少なく，塩分の摂取量が多いといった食品や栄養素の部分的な報告
31.32)に限られており，食行動，食行動の中間要因，準備要因，環境までも含めた食生
活全体について，世帯収入別に詳細に検討された研究はない。そこで，研究課題 1で
は，わが国の成人の食生活を社会経済的地位のうち世帯収入別に理論枠組みに照らし
合わせて実態把握を行い，特性を明らかにすることとした。 
 
2．方法 
2－1．対象者および手順 
本研究は，マイボイスコム株式会社の登録モニターの 30歳から 59歳までの無作
為に抽出された者を対象とした。本研究は，わが国の成人を母集団と想定した。対象
者の選定にあたっては，人口統計学的属性に基づく無作為抽出とするため，性，年齢
階層の人口分布は総務省の平成 25年の住民基本台帳年齢別人口 33)，世帯収入は平成
24年国民生活基礎調査 34)をもとに，層化したサンプリングが可能である公募モニタ
ー型インターネット調査会社であるマイボイスコム株式会社（以下，M社）に依頼し
横断調査を実施した。M社の登録者数は 2014年 2月調査時点で約 108万人，調査対
象は約 16万人であった。 
本調査では，実際の人口分布と比率が均等になるように層化した上で，対象者を
抽出した。サンプルサイズは性別，年齢階層，世帯収入の層化に耐えられる数とし
て，男性 1,500人（うち 30歳代 500人，40歳代 500人，50歳代 500人），女性
1,500人（うち 30歳代 500人，40歳代 500人，50歳代 500人），計 3,000人を目標
回答数とした。M社は独自に保有する反応率（調査依頼配信数のうち一定期間内に返
答された数の割合）を考慮して 30歳から 59歳までの 8,284人を無作為に抽出した。
対象者には，調査協力依頼文と調査回答用の Web画面のリンクが記載された電子メー
ルが送られた。調査回答用の Web画面の調査協力依頼文には，本研究の説明（研究計
画名，研究の背景と目的，研究の方法，研究の場所と機関，研究を実施する者，研究
に関する資料の開示について，研究への参加が任意であること，この研究への参加を
お願いする理由，この研究への参加を中断する場合，この研究への参加に伴う危害の
可能性について，研究より期待される便益，個人情報の取り扱い，研究終了後の対応
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と研究成果の公表，研究のための費用，研究に伴う参加者の方への謝金等，知的財産
権の帰属，研究計画に関する問い合わせ先，研究倫理審査や苦情等に関する問い合わ
せ先）を記載した。個人情報に関しては，登録モニターと M社との間で契約されてお
り，回答者の個人情報は完全に保護されている。説明の末尾には，研究参加に同意し
た場合にアンケートに回答するように記載し，対象者の回答をモって本調査研究の参
加に同意したものとみなした。なお，調査期間は，2014年 2月の任意の 1週間と
し，目標回答数に達した時点で調査を終了した。調査依頼の手順は，本調査の説明文
書ならびに調査項目を作成し，M社との間で，実際のインターネット上の画面での質
問票の確認・校正を行った。調査は Web上で 27画面あり，回答に要する時間は 10分
程度であった。校正が終了した後，調査を開始し，目標回収数に達した後調査を終了
し，回答の最期には，調査協力への御礼で，調査終了とした。M社より調査回答デー
タをエクセル／CSVファイルで受け取った。本研究の実施あたり事前に早稲田大学ス
ポーツ科学学術院倫理審査で承認を得た。（承認番号 2013-249，承認年月日 2014年 1
月 17日） 
 
2－2．調査項目と方法 
調査票は，武見ら 35.36)の理論枠組みを参考に作成した。調査項目は食関連 QOL（食
生活満足度），健康・栄養状態（主観的健康感，疾病の有無，身長，体重），食物摂取
状況，食行動（食事に気をつける行動，食べる行動，食情報交換・活用行動），食行
動の中間要因（行動変容段階），食行動の準備要因（結果期待，セルフ・エフィカシ
ー，主観的規範，ヘルスリテラシー），環境（周囲からの支援，食物へのアクセス，
情報へのアクセス，食のソーシャルキャピタル），属性（性，年齢階層，世帯収入，
最終学歴，婚姻状態，居住形態，職業の有無など）とした。 
 
2－3．解析方法 
3,269人分が回収された時点で調査を終了した。性，年齢，世帯収入が未記入の者
はいなかったため，解析対象者は 3,269人であった。 
世帯収入は 300万円未満（以下，低群），300～700万円未満（以下，中群），700
万円以上（以下，高群）の 3群に分類した。名義尺度および順序尺度は人数と割合
（％）で示し，間隔尺度は Shapiro-Wilkの検定にて分布を確認し，正規分布の場合
は平均値と標準偏差（SD）それ以外は中央値（四分位範囲）で示した。 
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表には性別，世帯収入別にみた食生活の結果を示した。統計処理は，名義尺度に
ついてはχ2検定，順序尺度について，世帯収入差は Kruskal-Wallisの検定を行なっ
た。有意差のあったものについては Bonfferoniの補正を用いて，順序尺度には
Mann-Whitneyの U検定，名義尺度にはχ2検定による多重比較を行なった（3群の多
重比較のため p＜0.0167とした）。間隔尺度については，男女別に世帯収入差は一元
配置分散分析後，事後の処理を行なった。統計解析ソフトは IBM SPSS Statistics 
21（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，有意水準は両側検定で 5％とした。 
 
3．結果 
 解析対象者は男性 1,651人（51%），女性 1,618人（49％）であった。年齢は，男性
44.2（8.1）歳，女性 44.1（8.1）歳，身長は男性 170.7（5.8）cm，女性 158.1
（5.3）cm，体重は男性 68.8（11.8）kg，女性 53.5（9.1）kgであった。BMI 18.5未
満は男性 5％，女性 16％，BMI 18.5以上 25未満は男性 65％，女性 72％，BMI 25以
上は男性 30％，女性 12％であった。 
 対象者の属性および喫煙状況，飲酒状況を表 1に示した。男女別にみると，地域分
類は，北海道が男性 5％，女性 5％，東北が男性 5％，女性 6％，関東が男性 41％，
女性 41％，北陸が男性 4％，女性 2％，中部が男性 11％，女性 11％，近畿が男性
18％，女性 19％，中国が男性 6％，女性 5％，四国が男性 2％，女性 3％，九州が男
性 8％，女性 9％であった。婚姻状況は，既婚が男性 52％，女性 66％，居住形態は，
一人暮らしが男性 24％，女性 13％，就業の有無は，就業あり（会社員・役員・自営
業・専門職・公務員・パート・アルバイト・フリーター）が男性 89％，女性 58％，
最終学歴は，中学・高校が男性 26％，女性 27％，専門・高専・短大が男性 16％，女
性 39％，大学・大学院が男性 57％，女性 34％であった。喫煙習慣は，吸っているが
男性全体で 28％，女性全体で 13％であり，女性は世帯収入区分の低群より高群で有
意に多かった（p＝0.016）。飲酒習慣は，飲んでいるが男性全体で 72％，女性全体で
50％であり，男女共に世帯収入区分の低群より中群，中群より高群で有意に多かった
（p＜0.001，p＜0.001）。  
健康状態と食関連 QOLを表 2に示した。主観的健康感は「とても健康である／ま
あまあ健康である」男性 69％，女性 75％，食生活満足度および“おいしく食事をし
ているか”は「とてもしている／まあまあしている」がそれぞれ男性 69％，81％，
女性 70％，86％であり，世帯収入区分において低群より中群，中群より高群で有意
に良好であった。 
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日常の食事の食物摂取状況を表 3に示した。食物摂取頻度得点（30点満点，最低
0点）は男性 16.0（13.0-20.0）点，女性 14.0（10.8-18.0）点であった。主要 10品
目のうち，男性の大豆・大豆製品については世帯収入による差異はみられなかった。
また，女性のごはんを除いた全ての食物に関しては，世帯収入の高群で有意に摂取頻
度が高かった。 
食行動を表 4に示した。“あなたは普段，自分の栄養や食事について実際に気をつ
けていますか（以下，食事に気をつける行動）”は，「とても気をつけている／まあま
あ気をつけている／少し気をつけている」が，男性 68％，女性 79％であった。食べ
る行動の野菜摂取行動は「いつもしている／ときどきしている」が，男性 40％，女
性 53％であった。食行動では，中食摂取頻度を除く全ての項目において，男女共に
世帯収入区分の低群より中群あるいは高群で有意に良好であった。 
食生活（7項目）の行動変容段階について表 5に示した。行動変容段階は男女共に
ほとんどの項目で「維持期」の者が多く，“ご飯（めし，米料理）を 1日 2回以上食
べる（ご飯）” は男性 61％，女性 58％，“魚料理を肉料理と同じくらいまたは多く食
べる（魚料理）” 男性 38％，女性 38％，“主食・主菜・副菜のそろった食事を 1日 2
回以上食べる（主食・主菜・副菜のそろった食事）” 男性 40％，女性 45％，“副菜を
1日 2回以上食べる（副菜）” 男性 35％，女性 42％，“緑の濃い野菜を 1日 1回以上
食べる（緑の濃い野菜）” 男性 34％，女性 49％，“牛乳・乳製品を 1日 1回以上食べ
る（牛乳・乳製品）” 男性 40％，女性 59％，“果物を 1日 1回以上食べる（果物）” 
男性 26％，女性 37％であり，全ての項目において男女共に世帯収入区分の低群より
高群で有意に良好であった。 
食生活（7項目）の結果期待，セルフ・エフィカシー，主観的規範およびヘルスリ
テラシーについて表 6，表 7，表 8，表 9に示した。結果期待では 7項目で「とても
大切である／まあまあ大切である」が，男性 45％から 63％，女性 59％から 84％であ
るのに対し，セルフ・エフィカシーでは 7項目で「とても自信がある／まあまあ自信
がある」が，男性 26％から 47％，女性 33％から 53％であった。結果期待では男性は
“ご飯”“主食・主菜・副菜のそろった食事”“副菜”，女性は全ての項目で世帯収入
区分の低群より中群あるいは高群で有意に良好であった。一方，セルフ・エフィカシ
ーでは，男女共に全ての項目において世帯収入区分の低群より高群で有意に良好であ
った。主観的規範では「とてもそう思う／まあまあそう思う」が，男性 67％から
76％，女性 70％から 82％であった。女性の“ご飯”については世帯収入による差異
はみられなかった。 
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 食環境としてみた周囲からの支援，食物へのアクセス，情報へのアクセス，食のソ
ーシャルキャピタルを表 10に示した。健康づくりに対して周囲の人は「いつも協力
的／ときどき協力的」が男性 72％，女性 71％であり，世帯収入区分の低群より高群
で有意に良好であった。食物へのアクセスである“あなたの家庭で栄養バランスのと
れた食事が食べられる状況にある”“身近な飲食店や食料品売り場，職場の給食施
設，食堂などでは栄養バランスのよい食品やメニューを得ている”“栄養バランスの
よい食物が適切な値段で入手しやすい状況にある”，情報へのアクセスである“家族
や友人から健康や栄養に関する必要な情報が得られている”“身近な飲食店や食料品
売り場，外食施設などは，カロリーなどの栄養成分表示が整っている”“日常の買い
物は自宅から歩いていける範囲で済ませることができる”では「非常によく当てはま
る／やや当てはまる」が男性 30％から 49％，女性 35％から 59％を除く全ての項目
で，男女共に世帯収入区分において低群より中群あるいは高群で有意に良好であっ
た。 
 
4．考察 
 わが国の成人期を対象に，食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂取状況，食行動，
食行動の中間要因，食行動の準備要因，環境，属性で構成した理論枠組みを用いて世
帯収入別に評価した。その結果，性別にみた場合，本集団においても先行研究
31.32.37）を指示する結果であった。世帯収入別にみると枠組み全体にわたり世帯収入
の低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，世帯収入差があることが明らかに
なった。男性は食生活の準備要因の結果期待には世帯収入による違いはみられなかっ
た。これまでは，世帯収入が少ない集団は野菜の摂取量が少なく，塩分の摂取量が多
いといった食品や栄養素の部分的な報告 31.32)のみに限られていた。本研究結果は理
論枠組みを用い初めて世帯収入別に検討し得られた新しい知見となり，今後の当該分
野において有用な資料となる。 
 
4－1．食生活の包括的評価 
 食生活満足度は地域診断モデル 38)においても行動と関連する QOLを食の観点から
捉えた指標 35.36)である。本集団の約 7割が食生活に満足している。20～40歳男性勤
労者を対象にした溝口ら 39)の報告，30～59歳を対象にした武見ら 37)の報告の約 7割
が食生活に満足していることと一致する。本研究結果は成人期を対象としたこれまで
の研究結果を支持するものといえる。 
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 食行動では，気をつけようと思う態度だけでなく，実際の行動を問うために「食事
に気をつける行動」をとりあげた。本集団の約 7割が食事に気をつける行動をとって
いた。全体のうち武見ら 37)は 83％，秦ら 40)は 84％，著者ら 41) は 74％が食事に気を
つけていると報告している。また，成人脊損者や障害者スポーツセンターを利用する
肢体不自由者を対象とした報告では，食生活満足度が良好であると食事に気をつける
行動も良好であると関連が示されている。成人脊損者および肢体不自由者において
は，食生活全体は健常者と大きな違いがないと評価しており，本対象集団においても
今後食生活満足度と食事に気をつける行動との関連について検討する必要がある。食
の QOLである食生活満足度の向上に関連する鍵となる行動が明らかになれば，健康日
本 21（第 2次）2)の目指すべき姿である QOLの向上に向けた健康維持・増進を目指し
た健康教育や支援活動に寄与できる。 
 野菜摂取行動では，健康日本 21（第 2次）2)の目標項目でもあり，生活習慣病発症
予防・重症化予防に効果があるとされている野菜摂取行動をとりあげた。質問文は，
小澤ら 42)が野菜摂取量を把握するにあたり，野菜料理を皿数で数えることの妥当性
が示されている項目を参考に用いた。「毎日，野菜料理をたっぷり（1日小鉢 5皿，
350g程度）食べていますか」と教示し，1日の目安として小鉢 5皿，350gと重量を
示した。本集団においては行動レベルでも世帯収入による差異が認められてことか
ら，野菜摂取行動の改善に向けた実践的な支援の必要性を示唆している。 
 行動変容段階，結果期待，セルフ・エフィカシー，主観的規範およびセルフエフィ
カシーの結果を要約すると，結果期待で大切だと考えているが，自信が持てないもの
が多いと考える。特に男性においては世帯収入の低群は高群よりセルフ・エフィカシ
ーが低く，自身の持てないものが多かった。 
 本研究では，武見 35.36)による行動科学理論に基づく栄養教育の実践のための診
断・評価として理論枠組みを採用した。理論枠組みを用いて食生活を評価すること
は，食生活の個々の要因のみに着目するのではなく，食生活を構成する構成要因間の
関連性をみながら，包括的に評価することが可能である。さらに健康日本 21におけ
る栄養・食生活の目標設定項目を調査項目に採用していることからも，本研究は当該
分野の課題解決の一般化を目指した展開が可能である。引き続き，食生活の差異が生
じるプロセスの解明を目指して検討を続ける必要がある。 
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4－2．男女別にみた世帯収入による差異の検討 
 性別によって食生活が異なることは，国民健康・栄養調査や多くの先行研究
31.32.37)において示されている。また，世帯収入別によっては一部の食物摂取量にも違
いがあり，世帯収入が少ない層において男女ともに野菜の摂取量が少ない 31.32)とい
った食品や栄養素の部分的な報告が示されている。本研究においては野菜の摂取量の
把握ではなく，行動を問うたが，行動レベルでも世帯収入が少ない集団は望ましくな
く，差異が認められた。 
 食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂取状況，食行動，食行動の中間要因，環境で
は男女共に世帯収入差が認められた。男性は食生活の準備要因の結果期待には世帯収
入による違いはみられなかった。女性の場合，世帯収入と栄養素摂取量の関連がみら
れないという報告 24)もあることから，当該分野の研究蓄積の必要性を示唆するもの
と考える。 
 
4－3．本研究の限界と課題 
 本研究は，インターネット調査であるため，調査を依頼したインターネット調査会
社のモニター登録をしていない者にその結果を当てはめることはできない。インター
ネット利用者は，総務省が行った平成 23年度版情報通信白書によると，平成 23年末
時点で 9,610万人，6歳以上を対象とした場合，人口普及率は 79.1％である。本研究
の対象である成人では，60歳未満において男女ともに 86％以上の利用率である。今
後は，まだ利用率の低い学童期や 60歳以上の高齢期においてもインターネット利用
者の増加が予想される。また，インターネット調査による恩恵は参加者への謝礼が発
生する場合が多い。一般的に，調査の協力者はその調査のテーマに興味・関心の強い
積極的な参加者に偏ることが限界として残されている。しかし，謝礼の存在は，調査
のテーマに興味・関心がなく，これまで得られる事ができなかった層の参加を促す可
能性が期待できる 43-45)。今後，世帯収入と同様に，食生活 20)との関連が予想される
最終学歴に着目した解析を進めることが課題である。 
 
5．結論 
 性別に世帯収入別にみると枠組み全体にわたり世帯収入低群より中群あるいは高群
が良好な回答が多く，全体にわたり世帯収入差があることが明らかになった。男性は
食生活の準備要因の結果期待には世帯収入による違いはみられなかった。 
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Ⅴ．研究課題 2：日本人成人を対象とした最終学歴別にみた食生活の包括的評価 
1．緒言 
研究課題 1では，わが国の成人期を対象に，食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂
取状況，食行動，食行動の中間要因，食行動の準備要因，環境，属性で構成した理論
枠組みを用いて世帯収入別に評価した。その結果，性別にみた場合，先行研究
31.32.37)などの結果と照らし合わせても概ね違いはなかった。世帯収入別にみると枠組
み全体にわたり世帯収入低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，世帯収入差
があることが明らかになった。男性は食生活の準備要因の結果期待には世帯収入によ
る違いはあまりみられなかった。一方，食生活 20)との関連が予想される最終学歴に
ついて食生活の包括的評価を検討したものはみられない。 
社会経済的地位は健康格差を生み出すだけでなく，健康状態の悪化によって所得
格差が生じるといった負の循環が指摘されているものの 1)，その因果関係やプロセス
は明らかではない。食生活と関連する社会経済的地位は世帯収入や最終学歴よって異
なる結果が報告されていることからも 24)，世帯収入，最終学歴それぞれに着目し，
食生活の実態を整理しておくことは重要である。そこで，研究課題 2では，世帯収入
と同様に，理論枠組みに照らし合わせて最終学歴別に食生活の実態把握を行い，特性
を明らかにすることとした。 
 
2．方法  
2－1．対象者および手順 
研究課題 1において収集されたデータを用いた。対象者および手順は研究課題 1
による。 
 
2－2．調査項目と方法 
研究課題 1において収集されたデータを用いた。調査項目と方法は研究課題 1に
よる。本研究の実施あたり事前に早稲田大学スポーツ科学学術院倫理審査で承認を得
た。（承認番号 2013-249，承認年月日 2014年 1月 17日） 
 
2－3．解析方法 
回収された 3,269人のうち，最終学歴が未記入の者 52人を除き，解析対象者は
3,217人であった。 
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最終学歴は中学・高校（以下，低群），高専・専門・短大（以下，中群），大学・
大学院（以下，高群）の 3群に分類した。名義尺度および順序尺度は人数と割合
（％）で示し，間隔尺度は Shapiro-Wilkの検定にて分布を確認し，正規分布の場合
は平均値と標準偏差（SD）それ以外は中央値（四分位範囲）で示した。 
表には性別，世帯収入別にみた食生活の結果を示した。統計処理は，名義尺度に
ついてはχ2検定，順序尺度について，世帯収入差は Kruskal-Wallisの検定を行なっ
た。有意差のあったものについては Bonfferoniの補正を用いて，順序尺度には
Mann-Whitneyの U検定，名義尺度にはχ2検定による多重比較を行なった（3群の多
重比較のため p＜0.0167とした）。間隔尺度については，男女別に世帯収入差は一元
配置分散分析後，事後の処理を行なった。統計解析ソフトは IBM SPSS Statistics 
21（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，有意水準は両側検定で 5％とした。 
 
3．結果 
 解析対象者は男性 1,624人（50%），女性 1,593人（50％）であった。年齢は，男性
44.2（8.1）歳，女性 44.1（8.1）歳，身長は男性 170.7（5.8）cm，女性 158.1
（5.3）cm，体重は男性 68.8（11.8）kg，女性 53.5（9.1）kgであった。 
対象者の属性および喫煙状況，飲酒状況を表 11に示した。世帯収入は，300万円
未満が男性 33％，女性 32％，300～700万円未満が男性 40％，女性 42％，700万円以
上が男性 27％，女性 27％であった。喫煙習慣は，男女共に世帯収入区分の低群より
高群で有意に多かった（p＝0.001，p＜0.001）。飲酒習慣は，男性のみ世帯収入区分
の低群より高群で有意に多かった（p＝0.002）。 
健康状態と食関連 QOLを表 12に示した。主観的健康感および食生活満足度は男女
共に最終学歴区分の低群より高群で有意に良好であった。“おいしく食事をしている
か”は男女共に最終学歴による有意な差は認められなかった。  
日常の食事の食物摂取状況を表 13に示した。食物摂取頻度得点（30点満点，最低
0点）は男性 16.0（13.0-20.0）点，女性 15.5（10.8-18.0）点であった。主要 10品
目のうち，男女共に最終学歴区分の低群より高群で有意に良好であった項目は，“緑
黄色野菜”“その他の野菜”“肉”“大豆・大豆製品”“牛乳・乳製品”“いも類”“果
物”であり，“ご飯”“卵”については最終学歴による差異はみられなかった。 
食行動を表 14に示した。食べる行動の野菜摂取行動，食事に気をつける行動，外
食摂取頻度，栄養成分表示活用行動，食卓での会話は，男女共に最終学歴区分の低群
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より高群で有意に良好であった。中食摂取頻度，朝食摂取頻度，朝食共食頻度，夕食
共食頻度は男女共に最終学歴による差異はみられなかった。 
食生活（7項目）の行動変容段階について表 15に示した。男性では“主食・主
菜・副菜のそろった食事”“緑の濃い野菜”“牛乳・乳製品”“果物” ，女性では“副
菜”“緑の濃い野菜”“牛乳・乳製品”“果物”で最終学歴区分の低群より高群で有意
に良好であった。 
食生活（7項目）の結果期待，セルフ・エフィカシー，主観的規範およびヘルスリ
テラシーについて表 16，表 17，表 18，表 19に示した。結果期待では女性は“緑の
濃い野菜”が最終学歴区分の低群より中群あるいは高群で有意に良好であったが，そ
れ以外の項目および男性における全ての項目は最終学歴による差異はみられなかっ
た。セルフ・エフィカシーでは，男性は“魚料理”“主食・主菜・副菜のそろった食
事”“副菜”“緑の濃い野菜”“牛乳・乳製品”“果物”，女性は “主食・主菜・副菜の
そろった食事”“副菜”“緑の濃い野菜”“牛乳・乳製品”“果物”において最終学歴区
分の低群より高群で有意に良好であった。主観的規範では，男性は “主食・主菜・
副菜のそろった食事”“副菜”“緑の濃い野菜”“牛乳・乳製品”“果物”，女性は“緑
の濃い野菜”において最終学歴区分の低群より中群あるいは高群で有意に良好であっ
た。 
食環境としてみた周囲からの支援，食物へのアクセス，情報へのアクセス，食の
ソーシャルキャピタルを表 20に示した。周囲からの支援，“あなたの家庭で栄養バラ
ンスのとれた食事が食べられる状況にある”“身近な飲食店や食料品売り場，職場の
給食施設，食堂などでは栄養バランスのよい食品やメニューを得ている”“栄養バラ
ンスのよい食物が適切な値段で入手しやすい状況にある”，情報へのアクセスである
“家族や友人から健康や栄養に関する必要な情報が得られている”“身近な飲食店や
食料品売り場，外食施設などは，カロリーなどの栄養成分表示が整っている”“日常
の買い物は自宅から歩いていける範囲で済ませることができる” において最終学歴
区分の低群より中群あるいは高群で有意に良好であった。食のソーシャルキャピタル
については最終学歴による違いはみられなかった。 
 
4．考察 
わが国の成人期を対象に，食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂取状況，食行動，
食行動の中間要因，食行動の準備要因，環境，属性で構成した理論枠組みを用いて最
終学歴別に評価した。その結果，性別にみた場合，最終学歴別にみると枠組み全体に
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わたり最終学歴の低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，最終学歴の低群に
おいては食生活の支援が必要であることが明らかになった。食生活の準備要因の結果
期待は男女共に最終学歴による違いはみられず，最終学歴の低群においては食行動に
対して大切だと考えているが，自信が持てないものが多いと考える。 
女性は主観的規範についても最終学歴による違いはみられなかった。これまで，
性別や年齢別に食生活を比較検討した研究はみられるが，本研究のような理論枠組み
を用いて最終学歴別に食生活を検討した初めての研究である。 
  
4－1．男女別にみた最終学歴による差異の検討 
性別によって食生活が異なることは，国民健康・栄養調査や多くの先行研究
31.32.37)において示されている。しかし，最終学歴に着目し，食生活全体について群間
比較を用いて検討した報告はこれまでにない。本研究において食関連 QOL，健康・栄
養状態，食物摂取状況，食行動では，研究課題 1で世帯収入差がみられた項目と同様
に，最終学歴の低群よりは中群，中群よりは高群が良好であった。行動変容段階につ
いては，世帯収入別では男女共通して魚料理で差異が認められていたが，最終学歴別
で差異は認められていない。結果期待は最終学歴別では差異が認められなかった。一
方，セルフ・エフィカシーについては，最終学歴別で男女共に最終学歴の低群で自信
があると回答した者が少なかった。これは，望ましい食行動に対して大切だと思って
いるが，その行動に対する自信がないと考えられるため，その食行動に対する自信を
高められるようなアプローチが必要である。また，食環境に関しては，男女共に周囲
からの支援，食物へのアクセスに加え，情報へのアクセスで最終学歴別による差異が
認められた。環境整備の際には，最終学歴差を考慮した取り組みが必要である。 
 女性の場合，栄養素摂取量には最終学歴が関連しているという報告 24)もあること
から，当該分野の研究蓄積の必要性を示唆するものと考える。世帯収入および最終学
歴は交絡している可能性も考えられるため，例えば，属性，世帯収入，最終学歴を調
整した，世帯収入および最終学歴と食行動の関連の検討についても今後の課題であ
る。 
 
4－2．本研究の限界と課題 
 調査を行ったインターネット調査会社のモニター登録していない者にその結果を当
てはめることはできない。また，調査の協力者はその調査のテーマに興味・関心の強
い積極的な参加者に偏る可能性がある 43-45)。今後は，世帯収入および最終学歴と関
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連が報告されている居住形態，婚姻状況などの属性を調整した多変量解析を進め，介
入計画の行動目標となる食行動を特定することが課題である。 
 
5．結論 
最終学歴別にみると枠組み全体にわたり最終学歴低群より中群あるいは高群が良
好な回答が多く，最終学歴差があることが明らかになった。食生活の準備要因の結果
期待では男女ともに最終学歴による違いはみられず，主観的規範では女性は最終学歴
による違いはみられなかった。 
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Ⅵ．研究課題 3：日本人成人の世帯収入および最終学歴と食行動との関連 
1．緒言 
多くの欧米諸国においては，健康の社会格差が拡大しており，人々の間の健康格
差が，公衆衛生上の大きな課題となっている。先行研究では，収入や学歴などの社会
経済的地位（SES：socioeconomic status）が低いことが，好ましくない生活習慣お
よび死亡率や罹患率が高いことと関連していることが示されている 46.47)。日本は社
会経済的格差が少ない社会と言われてきた 48）。しかし，近年日本においても，SESが
低いことが，健康リスク行動の実施 20)や，死亡率および罹患率が高いこと 16-19.49）と
関連している。社会的経済的な格差が拡大して，健康格差も拡大していることが報告
されている 29.50)。日本は 2013年に，（健康日本 21（第 2次）2013）2)によって，健康
格差の縮小を目指した目標項目が設定された。従って，我が国においても，SESに起
因する健康格差の縮小は，重要な公衆衛生課題である。健康格差の縮小を目指す取り
組みを進めるためには，SESの違いが健康に影響を与えるプロセスに関する研究を集
積する必要がある。 
SESが健康に影響を与えるプロセスについて，WHO1.51)は「社会経済的地位の違い
は，健康の社会的決定要因の中間要因（物的環境，行動と生物学的要因，心理社会的
要因）に曝露する程度や影響の受けやすさと関連し，健康格差が生じる」と推察して
いる。食生活は，SESと健康の間に介在する重要な要因としてよく知られている
52.53.54)。先行研究 15.25）においても低い SES層への食生活支援の必要性が指摘されて
いる。日本の国民健康・栄養調査 31.32)では，世帯収入が 600万円以上の世帯は世帯
収入が 200万円以下の世帯に比べ，朝食欠食者の割合が少なく，野菜摂取量が多く，
女性では BMI 25以上の割合が低いこと（女性：13.2 % vs. 25.6%，男性：30.7% vs. 
31.5%）が報告された。このように，SES が高い人は，食物摂取状況や健康・栄養状
態が良好であることから，健康状態に影響を及ぼす食行動も，より健康的な食行動を
とることが予想される。健康格差の縮小において，具体的にどのような食行動に注目
すべきか十分なエビデンスはなく，我々が知る限り，日本人成人を対象にこれらの食
行動について SESとの関連を明らかにした報告はみあたらない。 
研究課題 1，2では，わが国の成人の食生活を世帯収入別，最終学歴別に理論枠組
みに照らし合わせて実態把握を行い，特性を明らかにした。そこで，研究課題 3で
は，食行動を従属変数と，世帯収入および最終学歴と野菜摂取行動 55.56.57)，朝食摂
取頻度 58.59)，家族との共食頻度 61-65)，栄養成分表示活用 65.66.67)，食卓での会話 68.69)
といった望ましい食行動との関連について明らかにすることを目的とした。 
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社会的・経済的にも自立している成人期に形成された生活習慣は，その後のメタ
ボリックシンドロームや生活習慣病の発症リスクに影響を及ぼす。今後，高齢期の健
康格差縮小し活力ある高齢期を迎えるためには，社会経済的地位と関連する具体的な
食行動を明らかにし，成人期において食生活の改善が必要な集団へのアプローチが重
要な鍵となる。 
 
2．方法  
2－1．対象者および手順 
研究課題 1において収集されたデータを用いた。対象者および手順は研究課題 1
による。本研究の実施あたり事前に早稲田大学スポーツ科学学術院倫理審査で承認を
得た。（承認番号 2013-249，承認年月日 2014年 1月 17日） 
 
2－2．調査項目と方法 
 回収された 3,269人のうち，最終学歴が未記入の者 52人を除き，解析対象者は
3,217人であった。解析項目については，従属変数は食行動の 7項目（食事に気をつ
ける行動，野菜摂取行動，朝食摂取頻度，朝食共食頻度，夕食共食頻度，栄養成分表
示活用行動，食卓での会話）とした。独立変数は社会経済的地位を示す世帯収入およ
び最終学歴とした。世帯収入および最終学歴は，死亡率や罹患率，一部の食物摂取量
との関連が報告されている。一方，世帯収入および最終学歴が具体的にどのような食
行動と関連がみられるかは不明であることから，独立変数として採用した。 
 
2－3．解析方法 
従属変数は，回答肢の内容および分布を考慮し，良好な回答を 1，それ以外の回答
を 0とした。独立変数は，世帯収入は 300万円未満（以下，低群），300～700万円未
満（以下，中群），700万円以上（以下，高群）の 3群，最終学歴は中学・高校（以
下，低群），高専・専門・短大（以下，中群），大学・大学院（以下，高群）の 3群と
した。食行動と属性はクロス集計表を作成し，χ2検定を行なった。その後，二項ロ
ジスティック回帰分析を行ない，オッズ比（OR）および 95％信頼区間（95%CI）を示
した。独立変数を世帯収入とした場合の調整変数は性，年齢区分，婚姻状況，居住形
態，就業の有無，最終学歴，独立変数を最終学歴とした場合の調整変数は性，年齢区
分，婚姻状況，居住形態，就業の有無，世帯収入とし，強制投入法を用いた。統計解
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析ソフトは IBM SPSS Statistics 21（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，有
意水準は両側検定で 5％とした。 
  
3．結果 
解析対象者は男性 1,624人（50%），女性 1,593人（50％）であった。年齢は，男
性 44.2（8.1）歳，女性 44.1（8.1）歳，身長は男性 170.7（5.8）cm，女性 158.1
（5.3）cm，体重は男性 68.8（11.8）kg，女性 53.5（9.1）kgであった。その他の属
性および喫煙状況，飲酒状況を表 21に示した。 
食行動の人数分布について表 22に示した。食事に気をつける行動は「とても気を
つけている／まあまあ気をつけている／すこし気をつけている」74％，「あまり気を
つけていない／ほとんど気をつけていない／まったく気をつけていない」26％，野菜
摂取行動は「いつもしている／ときどきしている」46％，「あまりしない／まったく
しない」54％，朝食摂取頻度「ほぼ毎日」68％，「週に 4，5日／週に 2，3日／週に
1日程度／ほとんど食べない」32％，朝食共食頻度「ほぼ毎日」29％，「週に 4，5日
／週に 2，3日／週に 1日程度／ほとんど食べない」71％，夕食共食頻度「ほぼ毎
日」44％，「週に 4，5日／週に 2，3日／週に 1日程度／ほとんど食べない」56％，
栄養成分表示活用行動は「いつもしている／ときどきしている」47％，「あまりしな
い／まったくしない」53％，食卓での会話は「いつもしている／ときどきしている」
42％，「あまりしない／まったくしない」58％であった。 
 世帯収入および最終学歴と食行動との関連について表 23に示した。世帯収入およ
び最終学歴が高いほど“食事に気をつける行動”“野菜摂取”“朝食共食頻度”“朝食
共食頻度”“栄養成分表示活用”“食卓での会話”は頻度が高く良好であった。“夕食
共食頻度”は世帯収入が高いほど頻度が低かった。世帯収入および最終学歴において
中群の者は，低群より望ましい食行動のオッズ比が高く，高群の者は，中群より望ま
しい食行動のオッズ比が高かった。一方，“朝食共食頻度”“夕食共食頻度”について
は，世帯収入でみると，中群の者は，低群より望ましい食行動のオッズ比が低く，高
群の者は，中群より望ましい食行動のオッズ比が低かった。 
 
4．考察  
日本人成人 30歳～59歳を対象にインターネットを用いた本横断調査では，世帯収
入あるいは最終学歴が高いほど，野菜摂取行動が多く，栄養成分表示を活用してお
り，食卓での会話をよく行っており，世帯収入が高いほど朝食共食頻度や夕食共食頻
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度が低いことが明らかになった。食行動には SESによる違いがあり，健康格差の縮小
を目指した支援が必要な食行動は野菜摂取，栄養成分表示活用，食卓での会話である
ことが明らかになった。我々の知る限り，日本人成人を対象にした SESと食行動の関
連についての初めての報告である。 
 健康に関する食行動のうち，野菜摂取行動が，SESと健康とを介在している食行動
である可能性を示した。国民健康・栄養調査では男性の世帯収入 200万円未満で
256g，200～600万円未満で 276g，600万円以上で 293g，女性の世帯収入 200万円未
満で 270g，200～600万円未満で 278g，600万円以上で 305gであり，600万円未満の
世帯と比較し，他の世帯は有意に少ない。本研究では，野菜料理小鉢 5皿もしくは野
菜 350g程度を 1日の基準と示し，野菜料理の摂取頻度を問うた。日本では，小澤ら
42)によって野菜料理の摂取皿数は，野菜摂取量のレベルを簡便に把握できる指標であ
る可能性があり，1日 350gの野菜摂取を目指すために，「野菜料理」の摂取皿数を行
動目標とすることの妥当性も示されている。本研究の高い SESと良好な野菜摂取との
関連は，野菜摂取量の多さを予測でき，国民健康・栄養調査 31.32)の世帯収入の高さ
と野菜摂取量の多さについて説明できると考える。欧米諸国だけでなく日本において
も，SESが低い群において，野菜摂取量が少ないことが指摘されている 15.24.25.31.32)。
野菜の摂取量の増加は生活習慣病の発症・重症化予防に有用である 55.56.57)。今後
は，野菜摂取行動を促す健康支援プログラムを開発するためには，SESの違いによっ
て野菜摂取行動に至る準備要因や強化要因 38)に相違があるのかを明らかにする研究
が必要である。 
栄養成分表示の活用については，SESが高いほど栄養成分表示を活用している者が
多かった。Pérez-Escamilla ら 66)は世帯収入および最終学歴が高いほど栄養成分表示を
活用している者が多く，さらに，栄養成分表示を活用している者は，Healthy Eating 
Index (HEI)が高く健康的な食生活 67)であった。本研究においても世帯収入および最
終学歴が高いほど，栄養成分表示を活用していることは，欧米諸国での報告と一致し
たといえる。栄養成分表示の活用を促すための支援がもたらす健康への効果を明らか
にする研究が必要である。 
一方，世帯収入が高いほど朝食共食頻度および夕食共食頻度が低く，SESが高い者
が必ずしも健康的な食行動をとるとは限らないことを示した。高校生のときに家族と
の共食が多かったものは，5年後の成人後においても緑黄色野菜，その他の野菜，果
物の摂取が多かった 60)。中高生を対象にした Nicoleら 61)の報告では，親の学歴が高
いと家族の共食頻度が高いことが示されている。本調査の質問項目では，共食してい
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る家族構成は不明である。しかし，本研究で性，年齢，婚姻状況，居住形態，就業の
有無，最終学歴を調整してもなお，世帯収入が高い群において共食頻度が低いこと
は，Nicoleらの報告とは一致せず，世帯収入と最終学歴では異なる結果であった。
日本は，労働時間 49時間以上／週の労働者の比率が 23.1％であり，先進国（OECD高
所得国）の中で韓国の次に多い 70)。社会生活基本調査 71.72)においても，平日 5日間
の労働時間が長いことが指摘されており，世帯収入が高いほど労働時間が長いという
報告 73)もある。すなわち，本集団における世帯収入と家族との共食との関係は，労
働時間が長いこと，食事の時間に帰宅できないことと関連するかもしれない。労働時
間の長さと関連した日本特有の社会的課題については，さらなる研究が必要である。 
朝食共食頻度および夕食共食頻度が低い SESが高い群は，食卓で食事や料理，栄
養のことについて会話をしている者が多かった。わが国における学童期を対象にした
報告では，食事中によく会話をする者は，健康状態がよく，規則的な生活を送ってお
り，野菜摂取量が多いこと 69)，食態度，食行動，QOLが良好 68)であることが示され
ている。食卓で会話をすることは，いずれのライフステージにおいても重要なコミュ
ニケーションである。すなわち，日本のような長い労働時間のために食事の時間に帰
宅できなくても，食卓で会話をするというコミュニケーションを図っていると解釈で
きる。 
本研究にはいくつかの限界がある。1点目は，インターネット調査によるサンプル
抽出では対象母集団との関連性は不明であり，本集団の結果を一般化するには慎重さ
を要する。インターネット調査の回答者の特徴として，低年齢層が多いこと 43)，最
終学歴が高いこと，世帯収入が高いこと，インターネットへのアクセス環境がよいこ
とがあげられている 44.45)。一方，定期的なモニター情報の更新およびモニター情報
との一致度を測る調査などの不正回答対策が行なわれている。2点目は，食行動とし
てとりあげた項目は，国民健康・栄養調査 31.32)や先行研究を参考に好ましい食行動 7
項目をとりあげた。しかし，すべての健康的な食行動を把握しているとは限らない。
3点目は，横断研究のため，食行動と世帯収入および最終学歴との因果関係は不明で
ある。これらの限界はあるが，世帯収入あるいは最終学歴が高いことと関連する，野
菜摂取，栄養成分表示活用，食卓での会話の頻度が高いという望ましい食行動を特定
することができた。今後の課題は，食行動の目標となりうる野菜摂取に着目し，食行
動間の関連を確認する。社会的経済的地位の違いによって，このような複数の健康的
な食行動間の関連性の相違を検討する。 
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5．結論 
日本人成人を対象にした本研究において，世帯収入や最終学歴が高いことは，野
菜摂取，栄養成分表示活用，食卓での会話が多いことと関連した。健康格差の縮小を
目指した取り組みにおいて，野菜摂取，栄養成分表示活用，食卓での会話についての
支援が必要であると示すことができた。社会的経済的地位の違いによって，このよう
な複数の健康的な食行動間の関連性の相違を確認する必要がある。  
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Ⅶ．研究課題 4：世帯収入別および最終学歴別にみた野菜摂取と食行動との関連 
1．緒言 
研究課題 3では，世帯収入や最終学歴が高いことは，野菜摂取，栄養成分表示活
用，食卓での会話が多いことと関連し，世帯収入や最終学歴が低い人たちが支援を必
要とする食行動を特定することができた。今後，介入プログラムの実施にあたり，行
動目標を設定する必要がある。食行動の研究では，食べる速さが速いことや満腹まで
食べることが肥満 74.75)やメタボリックシンドローム発症の要因 76)になり，複数の食
行動は相乗的に健康に関連していることが明らかになっている。そのため，疾病予
防，健康増進のためには複数の望ましい食行動の促進が必要である。 
複数の食行動の改善を目標としたときに，いくつかの食行動に絞るほうが対象者
にとって実施しやすい 77)。目標設定の際には，対象者の食生活の実態把握によっ
て，より適切な目標設定が必要である。したがって，本集団においても社会的経済的
地位の違いによって，このような複数の健康的な食行動間の関連性の相違を確認する
必要がある。研究課題 1，2の結果から本集団は，社会経済的地位の違いによって，
食生活全般にわたって相違が確認された。研究課題 3では，社会経済的地位が高いほ
ど野菜摂取，食事に気をつける，栄養成分表示活用，食卓での会話といった食行動が
良好である一方，世帯収入が高いほど朝食・夕食の共食頻度が低かった。すなわち，
社会経済的地位によって食行動間の関連が異なる可能性がある。 
そこで研究課題 4では，食生活支援における食行動の改善目標を決定し介入プロ
グラムを考案するにあたり，野菜摂取と他の食行動との関連について世帯収入別およ
び最終学歴別に比較し検討した。 
 
2．方法  
2－1．対象者および手順 
研究課題 1において収集されたデータを用いた。対象者および手順は研究課題 1
による。本研究の実施あたり事前に早稲田大学スポーツ科学学術院倫理審査で承認を
得た。（承認番号 2013-249，承認年月日 2014年 1月 17日） 
 
2－2．調査項目と方法 
 解析に用いた属性は，M社が把握している回答者の社会人口統計学的属性データの
うち，性別（男，女），年齢階層（30歳代，40歳代，50歳代），婚姻状況（未婚（離
死別含む），既婚），居住形態（一人暮らし，同居），就業の有無（就業あり，就業な
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し（主婦，学生，無職）），世帯収入（300万円未満，300～700万円未満，700万円以
上），最終学歴（中学・高校，専門・高専学校・短大，大学・大学院）を用いた。健
康行動は喫煙状況，飲酒状況，食行動に関する 7項目（①あなたは普段，自分の健康
のために栄養や食事について実際に気をつけていますか(以下，食事に気をつける行
動」），②毎日，料理をたっぷり（1日小鉢 5皿，350g程度）食べていますか（以下，
野菜摂取行動），③あなたはふだん朝食を食べていますか（以下，朝食摂取行動），④
朝食を家族と食べることはどれくらいありますか（以下，朝食共食行動），⑤夕食を
家族と食べることはどれくらいありますか（以下，夕食共食行動），⑥食料品を買う
ときや外食の時，店内の表示やメニューのカロリー等の栄養成分表示を参考にしてい
ますか（以下，栄養成分表示活用行動），⑦食卓で家族や仲間と食事や料理，栄養の
ことなどについて話をすることがありますか（以下，食卓での会話）とした。従属変
数および独立変数に用いた食行動に関する項目は，回答肢の分布と回答肢の内容を考
慮し，良好な回答を 1，それ以外の回答を 0とし二値に分類した。 
 
2－2．解析方法 
世帯収入を層化した場合の解析対象者は性，年齢階層，世帯収入および食行動に
関する項目が回答されている 3,269人とし，世帯収入別に野菜摂取行動と食行動との
関連を検討した。モデル 1は独立変数として食行動 6項目を同時に投入した。モデル
2の調整変数は，性，年齢階層，婚姻状況，居住形態，就業の有無とし，独立変数は
食行動 6項目を同時に投入した。モデル 3の調整変数は性，年齢階層，婚姻状況，居
住形態，就業の有無，最終学歴とし，独立変数は食行動 6項目を同時に投入した。 
最終学歴を層化した場合の解析対象者は性，年齢階層，最終学歴および食行動に
関する項目が回答されている 3,217人とし，最終学歴別に野菜摂取行動と食行動との
関連を検討した。モデル 1は独立変数として食行動 6項目を同時に投入した。モデル
2の調整変数は，性，年齢階層，婚姻状況，居住形態，就業の有無とし，独立変数は
食行動 6項目を同時に投入した。モデル 3の調整変数は性，年齢階層，婚姻状況，居
住形態，就業の有無，世帯収入とし，独立変数は食行動 6項目を同時に投入した。 
いずれのモデルも強制投入法により二項ロジスティック回帰分析を行った。結果
はオッズ比（OR），95％信頼区間（95％CI）を示した。統計解析ソフトは IBM SPSS 
Statistic 21（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，有意水準は両側検定 5％と
した。 
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3．結果 
世帯収入別にみた野菜摂取と食行動との関連を表 24～表 26に示した。 
世帯収入 300万円未満（表 24）において，野菜摂取をいつもしている／ときどき
している者は 374人，あまりしない／まったくしない者は 684人であった。モデル 2
で最も ORが高かったのは食卓での会話(OR = 4.17; 95% CI: 3.00–5.79)，次いで食
事に気をつける行動(OR = 3.01; 95% CI: 2.08–4.36)，次いで栄養成分表示活用行動
(OR = 2.29; 95% CI: 1.66–3.16)であった。 
世帯収入 300万円～700万円未満（表 25）において，野菜摂取をいつもしている
／ときどきしている者は 652人，あまりしない／まったくしない者は 686人であっ
た。モデル 2で最も ORが高かったのは食卓での会話(OR = 3.37; 95% CI: 2.58–
4.41)，次いで食事に気をつける行動(OR = 3.09; 95% CI: 2.24–4.26)，次いで栄養
成分表示活用行動(OR = 2.31; 95% CI: 1.77–3.00)であった。 
世帯収入 700万円以上（表 26）において，野菜摂取をいつもしている／ときどき
している者は 487人，あまりしない／まったくしない者は 386人であった。モデル 2
において最も ORが高かったのは食事に気をつける行動(OR = 3.92; 95% CI: 2.50–
6.13) ，次いで食卓での会話(OR =3.65; 95% CI: 2.62–5.10)，次いで栄養成分表示
活用行動(OR = 2.51; 95% CI: 1.80–3.51)であった。いずれの世帯収入においても，
属性を調整したモデル 2と，属性と最終学歴を調整したモデル 3で関連がみられた変
数は同様であった。 
次に，最終学歴別にみた野菜摂取と食行動との関連を表 27～表 29に示した。 
中学・高校（表 27）において，野菜摂取をいつもしている／ときどきしている者
は 323人，あまりしない／まったくしない者は 531人であった。モデル 2で最も OR
が高かったのは食卓での会話(OR = 1.93; 95% CI: 1.93–3.95)，次いで食事に気をつ
ける行動(OR = 2.70; 95% CI: 1.83–3.97)，栄養成分表示活用行動(OR = 2.70; 95% 
CI: 1.90–3.82)であった。 
高専・専門・短大，（表 28）において，野菜摂取をいつもしている／ときどきして
いる者は 423人，あまりしない／まったくしない者は 470人であった。モデル 2で最
も ORが高かったのは食卓での会話(OR = 3.60; 95% CI: 2.58–5.01)，次いで食事に
気をつける行動(OR = 2.90; 95% CI: 1.90–4.44)，次いで栄養成分表示活用行動(OR 
= 2.77; 95% CI: 2.00–3.85)であった。 
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大学・大学院（表 29）において，野菜摂取をいつもしている／ときどきしている
者は 740人，あまりしない／まったくしない者は 730人であった。モデル 2において
最も ORが高かったのは食卓での会話(OR = 4.15; 95% CI: 3.19–5.38)，次いで食事
に気をつける行動(OR = 4.10; 95% CI: 2.95–5.70)，次いで栄養成分表示活用行動
(OR = 2.05; 95% CI: 1.59–2.66)であった。いずれの最終学歴においても，属性を調
整したモデル 2と，属性と世帯収入を調整したモデル 3で関連がみられた変数は同様
であった。 
 
4．考察  
食行動間の関連について世帯収入別および最終学歴別に比較し検討した。属性お
よび最終学歴を調整した結果，いずれの層においても，共通して野菜摂取をしている
者は食事に気をつける，栄養成分表示活用，食卓での会話が良好であった。本研究結
果から，社会経済的地位が異なる層に属していたとしても，食行動間の関連は同様で
あることが示唆された。 
共食が多いことと野菜摂取の関連性は，児童や思春期を対象にした先行研究 60.61)
で示されているが，成人を対象にした本研究においては関連がみられなかった。これ
は，本集団においては，朝食摂取を促すことも重要だが，他の栄養成分表示活用や食
卓での会話などの行動を取り上げることで，野菜摂取の促す支援ができる可能性があ
る。また，毎日朝食を食べている者において，野菜摂取をいつも／ときどきしている
者と，あまり／まったくしていない者の割合の差が少なかったことから，朝食摂取と
野菜摂取との間に関連がみられなかったと考える。 
食卓で会話をするというコミュニケーションや栄養成分表示活用が関連したこと
は，情報の活用・交換行動が，野菜摂取を促す上で重要であることが示唆された。朝
食摂取を増やすためには，朝食を食べる時間の確保，食事の準備など，行動変容に至
るまでにはさまざまな要素がある。共食頻度を増やすためには，朝食であれば，起き
る時間を家族や仲間とあわせる，夕食であれば，帰宅時間を合わせるといった共食を
一緒にする人との調整が必要になる。一方，食卓での会話や，栄養成分表示活用は，
既存のコミュニティ 2)として食卓の場や食料品の購入時に支援を行なうことが可能で
あり，行動変容しやすい項目であると考える。しかし，本調査で取り上げた食行動
は，全ての項目を把握しているとは限らないため，今後も尺度開発や枠組みの見直し
が必要であると考える。 
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地域やコミュニティにおいて食生活支援プログラムを実施する場合，低収入，低
学歴だけを集めて介入を実施することは困難であり，協力が得られにくい。一定の該
当基準を設け，質問票による健康状態チェックもしくは医療機関での検査を通じ，リ
スクのある者に対して実施するハイリスクアプローチは二次予防である。一方，パン
フレットの作成・配布，講演会の開催，ボランティア人材の育成，地域活動組織の育
成・支援など，さまざまな手段を用いて幅広く普及活動を行なうことにより，対象集
団全体の食生活などの生活習慣の分布を好ましい食生活に移行させるポピュレーショ
ンアプローチは一次予防である 78) 。日本人全体で野菜摂取量が目標値に達していな
いことからも，健康格差の縮小を目指すためには，いずれの社会経済的地位にも存在
している野菜摂取が好ましくない人たちに向けたポピュレーションアプローチが重要
である。したがって，本研究結果から，野菜摂取，栄養成分表示活用，食卓での会話
を促す介入プログラムは，どの社会的経済的地位の層においても有用である可能性が
示唆された。 
 
5．結論  
本研究結果から，社会経済的地位が異なる層に属していたとしても，食行動間の
関連は同様であることが示唆された。地域やコミュニティにおいて食生活支援プログ
ラムを実施する場合，低収入，低学歴のみをターゲットにすることは困難である。し
たがって，ポピュレーションアプローチとして野菜摂取，栄養成分表示活用，食卓で
の会話を促す介入プログラムは，どの社会的経済的地位の層においても有用である可
能性がある。 
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Ⅶ．総合考察 
本研究は，社会調査会社登録モニターを対象に，日本の社会経済的属性に合わせ
て無作為抽出された成人 8,284人を対象に，食関連 QOL，健康・栄養状態，食物摂取
状況，食行動，食行動の中間要因，食行動の準備要因，環境，属性で構成した理論枠
組みを用いて世帯収入別および最終学歴別に評価した。3,269人から回答が得られた
時点で調査を終了した。 
研究課題 1の世帯収入別にみた食生活の包括的評価で，性別にみた場合，先行研
究の結果と一致した。枠組み全体にわたり世帯収入低群より中群あるいは高群が良好
な回答が多く，世帯収入差があることが明らかになった。男性は食生活の準備要因の
セルフ・エフィカシーおよび主観的規範には世帯収入による違いはあまりみられず，
女性とは異なる結果が得られた。 
研究課題 2の最終学歴別にみた食生活の包括的評価で，性別にみた場合，枠組み
全体にわたり最終学歴低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，最終学歴差が
あることが明らかになった。食生活の準備要因の結果期待は男女共に最終学歴による
違いはみられず，女性は主観的規範についても最終学歴による違いはみられなかっ
た。 
研究課題 3では，属性を調整し，日本人成人を対象として世帯収入および最終学
歴はどのような食行動と関連がみられるかについて検討した。世帯収入および最終学
歴に共通して関連した食行動は，“食事に気をつける行動”“野菜摂取行動”“栄養成
分表示活用行動”“食卓での会話”であった。社会経済的地位は健康状態へ影響をも
たらすことが明らかだが，社会経済的地位と関連のある食生活 20)の具体的な食行動
について検討した研究はこれまでになく，本研究結果は新しい知見であり，今後の当
該分野の食生活改善，健康増進に関する企画や支援計画の作成に活用できる資料とな
る。 
研究課題 4では，食行動間の関連は，社会経済的地位によって異なる可能性があ
る。食生活支援における食行動の改善目標を決定し介入プログラムを考案するにあた
り，食行動間の関連について世帯収入別および最終学歴別に比較し検討した。解析は
世帯収入別（300万未満／300～700万未満／700万以上），最終学歴別（中学・高校
／高専・専門・短大／大学・大学院）にそれぞれ行なった。属性および最終学歴を調
整した結果，どの世帯収入層においても，共通して野菜摂取をしている者は食事に気
をつける，栄養成分表示活用，食卓での会話が良好であった。また，最終学歴別に検
討した結果も同様であった。本研究結果から，社会経済的地位が異なる層に属してい
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たとしても，食行動間の関連は同様であることが示唆された。地域やコミュニティに
おいて食生活支援プログラムを実施する場合，低収入，低学歴のみをターゲットにす
ることは困難である。したがって，ポピュレーションアプローチとして野菜摂取，栄
養成分表示活用，食卓での会話を促す介入プログラムは，どの社会的経済的地位の層
においても有用である可能性がある。 
本研究の限界として，本研究で用いた食生活に関する調査項目は，著者らに認識
されていない要因は評価できない。また，調査に協力してくれた者は積極的な対象者
に偏る可能性が考えられる。本研究の対象者選定においては，M社では 6ヶ月に 1度
の定期的なモニター登録の情報更新，モニター情報との一致度を測る調査等，不正回
答対策の配慮がなされているが，公募型の登録者のためインターネット利用者に偏る
場合がある。 
このような限界はあるものの，社会経済的地位と関連のある食生活の具体的な食
行動について検討した研究はこれまでになく，本研究結果は新しい知見である。今後
の当該分野の食生活改善，健康増進に関する企画や支援計画の作成に活用できる資料
となる。 
今後の課題は，世帯収入および最終学歴と関連がみられた食行動を行動目標とし
た集団戦略として介入プログラムの構築，事前調査，介入プログラムの実施，事後調
査，介入プログラムの効果の検証を行なうことである。 
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Ⅷ．結論 
わが国の成人を対象に社会経済的地位別にみた食生活について，理論枠組みを用
いたインターネット調査を実施した。研究課題 1では，世帯収入別にみると枠組み全
体にわたり世帯収入低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，世帯収入差があ
ることが明らかになった。研究課題 2では，最終学歴別にみると枠組み全体にわたり
最終学歴低群より中群あるいは高群が良好な回答が多く，最終学歴差があることが明
らかになった。食生活の準備要因の結果期待では男女ともに最終学歴による違いはみ
られなかった。最終学歴の低い層において，行動に至る準備要因では，食行動は大切
だと思っているが，自信のないものが多いと考えられた。研究課題 3では，世帯収入
および最終学歴に共通して関連した食行動は，世帯収入および最終学歴が高いほど
“食事に気をつける行動”“野菜摂取行動”“栄養成分表示活用行動”“食卓での会
話”の頻度が高く良好であった。“朝食共食頻度”“夕食共食頻度”については，世帯
収入が高いほど頻度が低かった。研究課題 4では，食行動間の関連について世帯収入
別および最終学歴別に比較し検討した。属性および最終学歴を調整した結果，どの世
帯収入層においても，共通して野菜摂取をしている者は食事に気をつける，栄養成分
表示活用，食卓での会話が良好であった。最終学歴別に検討した結果も同様であっ
た。本研究結果から，社会経済的地位が異なる層に属していたとしても，野菜摂取を
促す介入プログラムはポピュレーションアプローチとして有用であることが示唆され
た。 
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Ⅹ．調査結果（図表） 
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資料 1 健康の社会的決定要因に関する概念的枠組み 
（WHO A conceptual framework for action on the social determinants of health 
2010訳） 
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資料 2 健康日本 21（第 2次）概念図 
（平成 24年 健康日本 21（第 2次）の推進に関する参考資料 次期国民健康づくり
運動プラン策定専門委員会） 
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資料 3 インターネット調査の利点と欠点 
（大隈昇 日本健康教育学会誌 2006年 2月号） 
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あ
し
て
い
る
27
2
(
50
)
39
7
(
60
)
28
3
(
63
)
95
2
(
58
)
低
vs
.中
27
8
(
54
)
41
5
(
62
)
28
6
(
67
)
97
9
(
61
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
て
い
な
い
15
6
(
29
)
16
5
(
25
)
79
(
18
)
40
0
(
24
)
低
vs
.高
15
7
(
30
)
17
8
(
26
)
69
(
16
)
40
4
(
25
)
低
vs
.高
全
然
し
て
い
な
い
67
(
12
)
41
(
6
)
8
(
2
)
11
6
(
7
)
中
vs
.高
45
(
9
)
22
(
3
)
15
(
4
)
82
(
5
)
中
vs
.高
と
て
も
し
て
い
る
84
(
16
)
11
8
(
18
)
11
2
(
25
)
31
4
(
19
)
＜
0.
00
1
10
8
(
21
)
18
0
(
27
)
12
1
(
28
)
40
9
(
25
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
し
て
い
る
31
5
(
58
)
42
4
(
64
)
28
6
(
64
)
10
25
(
62
)
低
vs
.中
30
3
(
59
)
41
5
(
62
)
27
5
(
64
)
99
3
(
61
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
て
い
な
い
11
5
(
21
)
10
7
(
16
)
43
(
10
)
26
5
(
16
)
低
vs
.高
88
(
17
)
74
(
11
)
27
(
6
)
18
9
(
12
)
低
vs
.高
全
然
し
て
い
な
い
27
(
5
)
15
(
2
)
5
(
1
)
47
(
3
)
中
vs
.高
18
(
3
)
5
(
1
)
4
(
1
)
27
(
2
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
健 康 状 態
あ
な
た
は
普
段
ご
自
分
で
健
康
だ
と
思
い
ま
す
か
食 関 連 Q O L
食
生
活
満
足
度
お
い
し
く
食
事
を
し
て
い
る
か
               47
表
3　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
物
摂
取
状
況
質
問
項
目
¶
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
日
に
2食
以
上
25
6
(
47
)
43
0
(
65
)
26
6
(
60
)
95
2
(
58
)
＜
0.
00
1
25
7
(
50
)
39
1
(
58
)
20
9
(
49
)
85
7
(
53
)
0.
00
1
日
に
1食
19
4
(
36
)
17
1
(
26
)
15
1
(
34
)
51
6
(
31
)
低
vs
.中
18
9
(
37
)
22
4
(
33
)
17
0
(
40
)
58
3
(
36
)
低
vs
.中
週
に
4，
5回
53
(
10
)
43
(
6
)
17
(
4
)
11
3
(
7
)
低
vs
.高
41
(
8
)
36
(
5
)
23
(
5
)
10
0
(
6
)
中
vs
.高
そ
れ
以
下
38
(
7
)
20
(
3
)
12
(
3
)
70
(
4
)
30
(
6
)
23
(
3
)
25
(
6
)
78
(
5
)
日
に
2食
以
上
10
5
(
19
)
17
3
(
26
)
13
3
(
30
)
41
1
(
25
)
＜
0.
00
1
13
6
(
26
)
24
0
(
36
)
15
6
(
37
)
53
2
(
33
)
＜
0.
00
1
日
に
1食
19
7
(
36
)
26
0
(
39
)
20
7
(
46
)
66
4
(
40
)
低
vs
.中
21
5
(
42
)
29
9
(
44
)
21
0
(
49
)
72
4
(
45
)
低
vs
.中
週
に
4，
5回
11
0
(
20
)
12
3
(
19
)
59
(
13
)
29
2
(
18
)
低
vs
.高
94
(
18
)
89
(
13
)
44
(
10
)
22
7
(
14
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
12
9
(
24
)
10
8
(
16
)
47
(
11
)
28
4
(
17
)
中
vs
.高
72
(
14
)
46
(
7
)
17
(
4
)
13
5
(
8
)
日
に
2食
以
上
10
7
(
20
)
16
2
(
24
)
12
4
(
28
)
39
3
(
24
)
＜
0.
00
1
15
8
(
31
)
27
7
(
41
)
18
3
(
43
)
61
8
(
38
)
＜
0.
00
1
日
に
1食
18
1
(
33
)
25
1
(
38
)
20
5
(
46
)
63
7
(
39
)
低
vs
.中
21
0
(
41
)
27
3
(
41
)
18
1
(
42
)
66
4
(
41
)
低
vs
.中
週
に
4，
5回
10
3
(
19
)
13
7
(
21
)
69
(
15
)
30
9
(
19
)
低
vs
.高
78
(
15
)
91
(
14
)
43
(
10
)
21
2
(
13
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
15
0
(
28
)
11
4
(
17
)
48
(
11
)
31
2
(
19
)
中
vs
.高
71
(
14
)
33
(
5
)
20
(
5
)
12
4
(
8
)
ほ
ぼ
毎
日
73
(
13
)
95
(
14
)
63
(
14
)
23
1
(
14
)
＜
0.
00
1
63
(
12
)
11
2
(
17
)
95
(
22
)
27
0
(
17
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
15
8
(
29
)
25
5
(
38
)
16
8
(
38
)
58
1
(
35
)
低
vs
.中
16
6
(
32
)
29
0
(
43
)
17
7
(
41
)
63
3
(
39
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
22
7
(
42
)
27
0
(
41
)
18
3
(
41
)
68
0
(
41
)
低
vs
.高
22
1
(
43
)
23
6
(
35
)
13
6
(
32
)
59
3
(
37
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
83
(
15
)
44
(
7
)
32
(
7
)
15
9
(
10
)
67
(
13
)
36
(
5
)
19
(
4
)
12
2
(
8
)
ほ
ぼ
毎
日
32
(
6
)
34
(
5
)
26
(
6
)
92
(
6
)
＜
0.
00
1
15
(
3
)
27
(
4
)
31
(
7
)
73
(
5
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
80
(
15
)
11
0
(
17
)
10
1
(
23
)
29
1
(
18
)
低
vs
.高
65
(
13
)
10
8
(
16
)
76
(
18
)
24
9
(
15
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
24
6
(
45
)
35
2
(
53
)
23
5
(
53
)
83
3
(
50
)
中
vs
.高
26
0
(
50
)
35
9
(
53
)
24
3
(
57
)
86
2
(
53
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
18
3
(
34
)
16
8
(
25
)
84
(
19
)
43
5
(
26
)
17
7
(
34
)
18
0
(
27
)
77
(
18
)
43
4
(
27
)
中
vs
.高
ほ
ぼ
毎
日
74
(
14
)
11
8
(
18
)
71
(
16
)
26
3
(
16
)
0.
0
05
89
(
17
)
10
7
(
16
)
81
(
19
)
27
7
(
17
)
0.
00
3
週
に
4，
5回
11
9
(
22
)
16
5
(
25
)
10
9
(
24
)
39
3
(
24
)
低
vs
.中
94
(
18
)
16
6
(
25
)
11
1
(
26
)
37
1
(
23
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
23
2
(
43
)
26
9
(
41
)
21
3
(
48
)
71
4
(
43
)
22
4
(
43
)
30
5
(
45
)
18
0
(
42
)
70
9
(
44
)
そ
れ
以
下
11
6
(
21
)
11
2
(
17
)
53
(
12
)
28
1
(
17
)
11
0
(
21
)
96
(
14
)
55
(
13
)
26
1
(
16
)
ほ
ぼ
毎
日
94
(
17
)
11
3
(
17
)
68
(
15
)
27
5
(
17
)
0.
0
88
11
1
(
21
)
13
9
(
21
)
10
0
(
23
)
35
0
(
22
)
0.
02
1
週
に
4，
5回
99
(
18
)
15
3
(
23
)
11
3
(
25
)
36
5
(
22
)
11
4
(
22
)
18
5
(
27
)
11
1
(
26
)
41
0
(
25
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
21
5
(
40
)
25
9
(
39
)
19
4
(
43
)
66
8
(
40
)
19
8
(
38
)
27
1
(
40
)
17
9
(
42
)
64
8
(
40
)
そ
れ
以
下
13
3
(
25
)
13
9
(
21
)
71
(
16
)
34
3
(
21
)
94
(
18
)
79
(
12
)
37
(
9
)
21
0
(
13
)
ほ
ぼ
毎
日
16
1
(
30
)
20
0
(
30
)
14
9
(
33
)
51
0
(
31
)
0.
0
04
22
3
(
43
)
32
4
(
48
)
22
6
(
53
)
77
3
(
48
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
77
(
14
)
11
2
(
17
)
84
(
19
)
27
3
(
17
)
低
vs
.高
66
(
13
)
11
7
(
17
)
74
(
17
)
25
7
(
16
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
13
0
(
24
)
16
9
(
25
)
12
6
(
28
)
42
5
(
26
)
11
3
(
22
)
14
1
(
21
)
82
(
19
)
33
6
(
21
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
17
3
(
32
)
18
3
(
28
)
87
(
20
)
44
3
(
27
)
11
5
(
22
)
92
(
14
)
45
(
11
)
25
2
(
16
)
ほ
ぼ
毎
日
19
(
4
)
30
(
5
)
12
(
3
)
61
(
4
)
＜
0.
00
1
20
(
4
)
28
(
4
)
29
(
7
)
77
(
5
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
49
(
9
)
88
(
13
)
64
(
14
)
20
1
(
12
)
低
vs
.中
57
(
11
)
11
1
(
16
)
67
(
16
)
23
5
(
15
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
22
2
(
41
)
31
5
(
47
)
23
1
(
52
)
76
8
(
47
)
低
vs
.高
24
8
(
48
)
35
1
(
52
)
21
8
(
51
)
81
7
(
50
)
そ
れ
以
下
25
1
(
46
)
23
1
(
35
)
13
9
(
31
)
62
1
(
38
)
19
2
(
37
)
18
4
(
27
)
11
3
(
26
)
48
9
(
30
)
ほ
ぼ
毎
日
59
(
11
)
98
(
15
)
60
(
13
)
21
7
(
13
)
＜
0.
00
1
78
(
15
)
11
6
(
17
)
10
7
(
25
)
30
1
(
19
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
55
(
10
)
77
(
12
)
76
(
17
)
20
8
(
13
)
低
vs
.高
66
(
13
)
91
(
14
)
71
(
17
)
22
8
(
14
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
14
1
(
26
)
17
6
(
27
)
14
9
(
33
)
46
6
(
28
)
中
vs
.高
11
3
(
22
)
17
1
(
25
)
11
9
(
28
)
40
3
(
25
)
中
vs
.高
そ
れ
以
下
28
6
(
53
)
31
3
(
47
)
16
1
(
36
)
76
0
(
46
)
26
0
(
50
)
29
6
(
44
)
13
0
(
30
)
68
6
(
42
)
食
物
摂
取
頻
度
得
点
中
央
値
（四
分
位
範
囲
）
16
.0
16
.0
17
.0
16
.0
0.
0
07
14
.0
14
.0
15
.0
14
.0
0.
21
低
vs
.高
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
，
間
隔
尺
度
は
一
元
配
置
分
散
分
析
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 食
物
摂
取
状
況
は
，
主
要
食
品
10
品
目
か
ら
な
る
日
常
的
な
食
物
摂
取
頻
度
を
調
べ
，
10
品
目
ご
と
に
最
も
多
い
頻
度
に
3点
，
以
下
2，
1，
0点
を
配
点
し
，
食
物
摂
取
頻
度
得
点
（3
0点
満
点
、
最
低
0点
）を
算
出
し
た
．
世
帯
収
入
差
‡§
||
女
性
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
30
0万
円
未
満
男
性
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
果
物
(1
2.
0-
19
.0
)
(1
3.
0-
20
.0
)
(1
3.
0-
20
.0
)
(1
3.
0-
20
.0
)
(1
0.
0-
18
.0
)
食 物 摂 取 状 況
ご
飯
緑
黄
色
野
菜
そ
の
他
の
野
菜
肉 魚 卵 大
豆
・大
豆
製
品
牛
乳
・乳
製
品
い
も
類
(1
0.
0-
18
.0
)
(1
1.
0-
18
.0
)
(1
0.
8-
18
.0
)
               48
表
4　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
行
動
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
気
を
つ
け
て
い
る
29
(
5
)
29
(
4
)
26
(
6
)
84
(
5
)
＜
0.
00
1
24
(
5
)
42
(
6
)
46
(
11
)
11
2
(
7
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
気
を
つ
け
て
い
る
14
0
(
26
)
19
4
(
29
)
17
2
(
39
)
50
6
(
31
)
低
vs
.中
17
1
(
33
)
31
0
(
46
)
18
8
(
44
)
66
9
(
41
)
低
vs
.中
す
こ
し
気
を
つ
け
て
い
る
16
3
(
30
)
22
6
(
34
)
13
9
(
31
)
52
8
(
32
)
低
vs
.高
17
2
(
33
)
19
6
(
29
)
14
0
(
33
)
50
8
(
31
)
低
vs
.高
あ
ま
り
気
を
つ
け
て
い
な
い
11
7
(
22
)
12
2
(
18
)
65
(
15
)
30
4
(
18
)
中
vs
.高
10
8
(
21
)
88
(
13
)
34
(
8
)
23
0
(
14
)
ほ
と
ん
ど
気
を
つ
け
て
い
な
い
39
(
7
)
63
(
9
)
29
(
7
)
13
1
(
8
)
21
(
4
)
24
(
4
)
10
(
2
)
55
(
3
)
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
53
(
10
)
30
(
5
)
15
(
3
)
98
(
6
)
21
(
4
)
14
(
2
)
9
(
2
)
44
(
3
)
い
つ
も
し
て
い
る
30
(
6
)
45
(
7
)
42
(
9
)
11
7
(
7
)
＜
0.
00
1
54
(
10
)
74
(
11
)
69
(
16
)
19
7
(
12
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
13
1
(
24
)
23
3
(
35
)
17
5
(
39
)
53
9
(
33
)
低
vs
.中
15
9
(
31
)
30
0
(
45
)
20
1
(
47
)
66
0
(
41
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
25
2
(
47
)
28
3
(
43
)
18
9
(
42
)
72
4
(
44
)
低
vs
.高
22
2
(
43
)
24
2
(
36
)
12
7
(
30
)
59
1
(
37
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
12
8
(
24
)
10
3
(
16
)
40
(
9
)
27
1
(
16
)
中
vs
.高
82
(
16
)
58
(
9
)
30
(
7
)
17
0
(
11
)
中
vs
.高
ほ
ぼ
毎
日
30
(
6
)
34
(
5
)
25
(
6
)
89
(
5
)
＜
0.
00
1
5
(
1
)
15
(
2
)
7
(
2
)
27
(
2
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
46
(
9
)
84
(
13
)
87
(
20
)
21
7
(
13
)
低
vs
.中
21
(
4
)
30
(
4
)
28
(
7
)
79
(
5
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
82
(
15
)
12
2
(
18
)
10
7
(
24
)
31
1
(
19
)
低
vs
.高
62
(
12
)
83
(
12
)
81
(
19
)
22
6
(
14
)
中
vs
.高
そ
れ
以
下
38
3
(
71
)
42
4
(
64
)
22
7
(
51
)
10
34
(
63
)
中
vs
.高
42
9
(
83
)
54
6
(
81
)
31
1
(
73
)
12
86
(
79
)
ほ
ぼ
毎
日
31
(
6
)
34
(
5
)
9
(
2
)
74
(
4
)
0.
56
14
(
3
)
13
(
2
)
9
(
2
)
36
(
2
)
0.
13
週
に
4，
5回
75
(
14
)
99
(
15
)
65
(
15
)
23
9
(
14
)
53
(
10
)
42
(
6
)
29
(
7
)
12
4
(
8
)
週
に
2，
3回
14
9
(
28
)
19
5
(
29
)
13
9
(
31
)
48
3
(
29
)
14
1
(
27
)
18
5
(
27
)
11
5
(
27
)
44
1
(
27
)
そ
れ
以
下
28
6
(
53
)
33
6
(
51
)
23
3
(
52
)
85
5
(
52
)
30
9
(
60
)
43
4
(
64
)
27
4
(
64
)
10
17
(
63
)
ほ
ぼ
毎
日
31
0
(
57
)
42
1
(
63
)
28
0
(
63
)
10
11
(
61
)
0.
0
09
34
7
(
67
)
52
3
(
78
)
32
6
(
76
)
11
96
(
74
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5日
54
(
10
)
74
(
11
)
61
(
14
)
18
9
(
11
)
低
vs
.中
40
(
8
)
52
(
8
)
42
(
10
)
13
4
(
8
)
低
vs
.中
週
に
2，
3日
43
(
8
)
60
(
9
)
31
(
7
)
13
4
(
8
)
低
vs
.高
41
(
8
)
33
(
5
)
21
(
5
)
95
(
6
)
低
vs
.高
週
に
1日
程
度
22
(
4
)
18
(
3
)
13
(
3
)
53
(
3
)
13
(
3
)
7
(
1
)
8
(
2
)
28
(
2
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
11
2
(
21
)
91
(
14
)
61
(
14
)
26
4
(
16
)
76
(
15
)
59
(
9
)
30
(
7
)
16
5
(
10
)
ほ
ぼ
毎
日
10
2
(
19
)
15
2
(
23
)
11
4
(
26
)
36
8
(
22
)
＜
0.
00
1
14
5
(
28
)
27
0
(
40
)
15
7
(
37
)
57
2
(
35
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5日
36
(
7
)
55
(
8
)
43
(
10
)
13
4
(
8
)
低
vs
.中
31
(
6
)
55
(
8
)
49
(
11
)
13
5
(
8
)
低
vs
.中
週
に
2，
3日
39
(
7
)
98
(
15
)
84
(
19
)
22
1
(
13
)
低
vs
.高
40
(
8
)
65
(
10
)
69
(
16
)
17
4
(
11
)
低
vs
.高
週
に
1日
程
度
34
(
6
)
62
(
9
)
50
(
11
)
14
6
(
9
)
中
vs
.高
26
(
5
)
67
(
10
)
33
(
8
)
12
6
(
8
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
33
0
(
61
)
29
7
(
45
)
15
5
(
35
)
78
2
(
47
)
27
5
(
53
)
21
7
(
32
)
11
9
(
28
)
61
1
(
38
)
ほ
ぼ
毎
日
18
1
(
33
)
24
3
(
37
)
12
5
(
28
)
54
9
(
33
)
＜
0.
00
1
23
7
(
46
)
40
3
(
60
)
23
6
(
55
)
87
6
(
54
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5日
48
(
9
)
97
(
15
)
85
(
19
)
23
0
(
14
)
低
vs
.中
44
(
9
)
10
6
(
16
)
82
(
19
)
23
2
(
14
)
低
vs
.中
週
に
2，
3日
39
(
7
)
13
2
(
20
)
13
2
(
30
)
30
3
(
18
)
低
vs
.高
48
(
9
)
74
(
11
)
64
(
15
)
18
6
(
11
)
低
vs
.高
週
に
1日
程
度
30
(
6
)
46
(
7
)
39
(
9
)
11
5
(
7
)
20
(
4
)
23
(
3
)
23
(
5
)
66
(
4
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
24
3
(
45
)
14
6
(
22
)
65
(
15
)
45
4
(
27
)
16
8
(
32
)
68
(
10
)
22
(
5
)
25
8
(
16
)
い
つ
も
し
て
い
る
27
(
5
)
42
(
6
)
37
(
8
)
10
6
(
6
)
＜
0.
00
1
56
(
11
)
77
(
11
)
69
(
16
)
20
2
(
12
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
14
1
(
26
)
19
9
(
30
)
18
2
(
41
)
52
2
(
32
)
低
vs
.中
20
0
(
39
)
29
7
(
44
)
18
8
(
44
)
68
5
(
42
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
21
7
(
40
)
27
8
(
42
)
16
0
(
36
)
65
5
(
40
)
低
vs
.高
16
1
(
31
)
21
5
(
32
)
13
7
(
32
)
51
3
(
32
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
15
6
(
29
)
14
5
(
22
)
67
(
15
)
36
8
(
22
)
中
vs
.高
10
0
(
19
)
85
(
13
)
33
(
8
)
21
8
(
13
)
中
vs
.高
い
つ
も
し
て
い
る
21
(
4
)
24
(
4
)
24
(
5
)
69
(
4
)
＜
0.
00
1
29
(
6
)
34
(
5
)
51
(
12
)
11
4
(
7
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
12
2
(
23
)
19
0
(
29
)
18
0
(
40
)
49
2
(
30
)
低
vs
.中
18
4
(
36
)
32
2
(
48
)
20
2
(
47
)
70
8
(
44
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
19
9
(
37
)
29
0
(
44
)
19
1
(
43
)
68
0
(
41
)
低
vs
.高
19
4
(
38
)
23
8
(
35
)
13
7
(
32
)
56
9
(
35
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
19
9
(
37
)
16
0
(
24
)
51
(
11
)
41
0
(
25
)
中
vs
.高
11
0
(
21
)
80
(
12
)
37
(
9
)
22
7
(
14
)
中
vs
.高
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
食 べ る 行 動
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）
食
べ
て
い
ま
す
か
外
食
摂
取
頻
度
中
食
摂
取
頻
度
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
食 情 報 交 換 ・
活 用 行 動
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
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表
5　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
生
活
の
行
動
変
容
段
階
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
維
持
期
¶
27
7
(
51
)
43
9
(
66
)
28
7
(
64
)
10
03
(
61
)
＜
0.
00
1
27
0
(
52
)
42
2
(
63
)
24
4
(
57
)
93
6
(
58
)
0.
00
1
実
行
期
¶
11
(
2
)
29
(
4
)
18
(
4
)
58
(
4
)
低
vs
.中
17
(
3
)
17
(
3
)
13
(
3
)
47
(
3
)
低
vs
.中
準
備
期
¶
10
5
(
19
)
95
(
14
)
79
(
18
)
27
9
(
17
)
低
vs
.高
11
0
(
21
)
12
8
(
19
)
83
(
19
)
32
1
(
20
)
熟
後
期
¶
33
(
6
)
18
(
3
)
10
(
2
)
61
(
4
)
17
(
3
)
17
(
3
)
15
(
4
)
49
(
3
)
前
熟
後
期
¶
11
5
(
21
)
83
(
13
)
52
(
12
)
25
0
(
15
)
10
3
(
20
)
90
(
13
)
72
(
17
)
26
5
(
16
)
維
持
期
17
4
(
32
)
24
5
(
37
)
20
3
(
46
)
62
2
(
38
)
＜
0.
00
1
16
9
(
33
)
26
4
(
39
)
18
0
(
42
)
61
3
(
38
)
0.
01
2
実
行
期
29
(
5
)
41
(
6
)
25
(
6
)
95
(
6
)
低
vs
.中
16
(
3
)
31
(
5
)
17
(
4
)
64
(
4
)
低
vs
.高
準
備
期
14
1
(
26
)
19
0
(
29
)
12
7
(
28
)
45
8
(
28
)
低
vs
.高
17
8
(
34
)
20
0
(
30
)
12
2
(
29
)
50
0
(
31
)
熟
後
期
81
(
15
)
75
(
11
)
30
(
7
)
18
6
(
11
)
中
vs
.高
83
(
16
)
98
(
15
)
57
(
13
)
23
8
(
15
)
前
熟
後
期
11
6
(
21
)
11
3
(
17
)
61
(
14
)
29
0
(
18
)
71
(
14
)
81
(
12
)
51
(
12
)
20
3
(
13
)
維
持
期
17
5
(
32
)
27
2
(
41
)
21
4
(
48
)
66
1
(
40
)
＜
0.
00
1
18
1
(
35
)
32
8
(
49
)
21
6
(
51
)
72
5
(
45
)
＜
0.
00
1
実
行
期
25
(
5
)
40
(
6
)
31
(
7
)
96
(
6
)
低
vs
.中
19
(
4
)
29
(
4
)
21
(
5
)
69
(
4
)
低
vs
.中
準
備
期
13
8
(
26
)
17
5
(
26
)
12
6
(
28
)
43
9
(
27
)
低
vs
.高
15
2
(
29
)
17
6
(
26
)
10
4
(
24
)
43
2
(
27
)
低
vs
.高
熟
後
期
76
(
14
)
77
(
12
)
36
(
8
)
18
9
(
11
)
中
vs
.高
79
(
15
)
71
(
11
)
40
(
9
)
19
0
(
12
)
前
熟
後
期
12
7
(
23
)
10
0
(
15
)
39
(
9
)
26
6
(
16
)
86
(
17
)
70
(
10
)
46
(
11
)
20
2
(
12
)
維
持
期
16
5
(
30
)
22
0
(
33
)
19
1
(
43
)
57
6
(
35
)
＜
0.
00
1
17
1
(
33
)
29
4
(
44
)
21
3
(
50
)
67
8
(
42
)
＜
0.
00
1
実
行
期
27
(
5
)
39
(
6
)
31
(
7
)
97
(
6
)
低
vs
.中
27
(
5
)
41
(
6
)
24
(
6
)
92
(
6
)
低
vs
.中
準
備
期
13
1
(
24
)
18
9
(
28
)
13
7
(
31
)
45
7
(
28
)
低
vs
.高
14
7
(
28
)
18
6
(
28
)
11
7
(
27
)
45
0
(
28
)
低
vs
.高
熟
後
期
83
(
15
)
97
(
15
)
35
(
8
)
21
5
(
13
)
中
vs
.高
92
(
18
)
78
(
12
)
38
(
9
)
20
8
(
13
)
前
熟
後
期
13
5
(
25
)
11
9
(
18
)
52
(
12
)
30
6
(
19
)
80
(
15
)
75
(
11
)
35
(
8
)
19
0
(
12
)
維
持
期
15
4
(
28
)
21
6
(
33
)
19
2
(
43
)
56
2
(
34
)
＜
0.
00
1
18
7
(
36
)
35
6
(
53
)
24
4
(
57
)
78
7
(
49
)
＜
0.
00
1
実
行
期
31
(
6
)
51
(
8
)
41
(
9
)
12
3
(
7
)
低
vs
.中
38
(
7
)
39
(
6
)
31
(
7
)
10
8
(
7
)
低
vs
.中
準
備
期
16
6
(
31
)
21
6
(
33
)
13
8
(
31
)
52
0
(
31
)
低
vs
.高
15
2
(
29
)
18
9
(
28
)
10
4
(
24
)
44
5
(
28
)
低
vs
.高
熟
後
期
85
(
16
)
84
(
13
)
36
(
8
)
20
5
(
12
)
中
vs
.高
85
(
16
)
59
(
9
)
31
(
7
)
17
5
(
11
)
前
熟
後
期
10
5
(
19
)
97
(
15
)
39
(
9
)
24
1
(
15
)
55
(
11
)
31
(
5
)
17
(
4
)
10
3
(
6
)
維
持
期
20
8
(
38
)
25
3
(
38
)
20
7
(
46
)
66
8
(
40
)
0.
0
01
26
5
(
51
)
40
7
(
60
)
29
0
(
68
)
96
2
(
59
)
＜
0.
00
1
実
行
期
36
(
7
)
53
(
8
)
24
(
5
)
11
3
(
7
)
低
vs
.高
29
(
6
)
40
(
6
)
24
(
6
)
93
(
6
)
低
vs
.中
準
備
期
11
5
(
21
)
15
9
(
24
)
11
8
(
26
)
39
2
(
24
)
中
vs
.高
10
6
(
21
)
12
6
(
19
)
60
(
14
)
29
2
(
18
)
低
vs
.高
熟
後
期
66
(
12
)
79
(
12
)
37
(
8
)
18
2
(
11
)
48
(
9
)
45
(
7
)
19
(
4
)
11
2
(
7
)
中
vs
.高
前
熟
後
期
11
6
(
21
)
12
0
(
18
)
60
(
13
)
29
6
(
18
)
69
(
13
)
56
(
8
)
34
(
8
)
15
9
(
10
)
維
持
期
12
1
(
22
)
16
3
(
25
)
13
9
(
31
)
42
3
(
26
)
＜
0.
00
1
16
3
(
32
)
23
8
(
35
)
19
0
(
44
)
59
1
(
37
)
＜
0.
00
1
実
行
期
34
(
6
)
45
(
7
)
34
(
8
)
11
3
(
7
)
低
vs
.高
34
(
7
)
60
(
9
)
35
(
8
)
12
9
(
8
)
低
vs
.中
準
備
期
16
0
(
30
)
19
9
(
30
)
14
5
(
33
)
50
4
(
31
)
中
vs
.高
14
2
(
27
)
20
2
(
30
)
11
4
(
27
)
45
8
(
28
)
低
vs
.高
熟
後
期
81
(
15
)
11
4
(
17
)
56
(
13
)
25
1
(
15
)
80
(
15
)
83
(
12
)
42
(
10
)
20
5
(
13
)
中
vs
.高
前
熟
後
期
14
5
(
27
)
14
3
(
22
)
72
(
16
)
36
0
(
22
)
98
(
19
)
91
(
14
)
46
(
11
)
23
5
(
15
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 行
動
変
容
段
階
：維
持
期
＝
6か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
食
べ
て
い
る
，
実
行
期
＝
食
べ
て
い
る
が
，
食
べ
始
め
て
か
ら
6カ
月
未
満
で
あ
る
，
準
備
期
＝
時
々
食
べ
て
い
る
，
ま
た
は
1カ
月
以
内
に
は
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
，
熟
後
期
＝
食
べ
て
い
な
い
が
，
6か
月
以
内
に
は
，
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
，
前
熟
後
期
＝
食
べ
て
い
な
い
し
，
6か
月
以
内
に
も
、
食
べ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
．
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
行 動 変 容 段 階
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
ま
た
は
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
（主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               50
表
6　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
生
活
の
結
果
期
待
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
大
切
で
あ
る
12
3
(
23
)
16
4
(
25
)
10
4
(
23
)
39
1
(
24
)
0.
0
08
13
0
(
25
)
19
9
(
30
)
10
4
(
24
)
43
3
(
27
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
14
0
(
26
)
20
9
(
31
)
14
2
(
32
)
49
1
(
30
)
低
vs
.中
15
7
(
30
)
23
6
(
35
)
13
4
(
31
)
52
7
(
33
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
12
8
(
24
)
16
2
(
24
)
10
7
(
24
)
39
7
(
24
)
11
3
(
22
)
12
7
(
19
)
91
(
21
)
33
1
(
20
)
中
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
87
(
16
)
94
(
14
)
66
(
15
)
24
7
(
15
)
80
(
15
)
85
(
13
)
69
(
16
)
23
4
(
14
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
22
(
4
)
14
(
2
)
9
(
2
)
45
(
3
)
17
(
3
)
14
(
2
)
18
(
4
)
49
(
3
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
41
(
8
)
21
(
3
)
18
(
4
)
80
(
5
)
20
(
4
)
13
(
2
)
11
(
3
)
44
(
3
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
12
0
(
22
)
14
9
(
22
)
11
2
(
25
)
38
1
(
23
)
0.
0
62
16
1
(
31
)
23
1
(
34
)
14
6
(
34
)
53
8
(
33
)
0.
01
6
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
19
3
(
36
)
26
2
(
39
)
17
7
(
40
)
63
2
(
38
)
20
0
(
39
)
29
5
(
44
)
18
5
(
43
)
68
0
(
42
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
14
9
(
28
)
18
5
(
28
)
11
4
(
26
)
44
8
(
27
)
11
9
(
23
)
12
7
(
19
)
81
(
19
)
32
7
(
20
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
51
(
9
)
45
(
7
)
28
(
6
)
12
4
(
8
)
23
(
4
)
15
(
2
)
8
(
2
)
46
(
3
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
10
(
2
)
12
(
2
)
3
(
1
)
25
(
2
)
7
(
1
)
3
(
0
)
5
(
1
)
15
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
18
(
3
)
11
(
2
)
12
(
3
)
41
(
2
)
7
(
1
)
3
(
0
)
2
(
0
)
12
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
11
7
(
22
)
15
7
(
24
)
12
7
(
28
)
40
1
(
24
)
＜
0.
00
1
17
9
(
35
)
26
6
(
39
)
17
3
(
41
)
61
8
(
38
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
17
8
(
33
)
24
0
(
36
)
16
4
(
37
)
58
2
(
35
)
低
vs
.高
18
5
(
36
)
27
6
(
41
)
16
7
(
39
)
62
8
(
39
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
14
4
(
27
)
19
0
(
29
)
10
8
(
24
)
44
2
(
27
)
10
1
(
20
)
11
0
(
16
)
60
(
14
)
27
1
(
17
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
67
(
12
)
55
(
8
)
32
(
7
)
15
4
(
9
)
31
(
6
)
16
(
2
)
21
(
5
)
68
(
4
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
11
(
2
)
8
(
1
)
5
(
1
)
24
(
1
)
13
(
3
)
2
(
0
)
5
(
1
)
20
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
24
(
4
)
14
(
2
)
10
(
2
)
48
(
3
)
8
(
2
)
4
(
1
)
1
(
0
)
13
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
11
6
(
21
)
13
4
(
20
)
10
7
(
24
)
35
7
(
22
)
0.
0
10
15
9
(
31
)
25
6
(
38
)
16
8
(
39
)
58
3
(
36
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
17
2
(
32
)
22
3
(
34
)
16
6
(
37
)
56
1
(
34
)
低
vs
.高
18
5
(
36
)
26
4
(
39
)
15
9
(
37
)
60
8
(
38
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
14
6
(
27
)
21
3
(
32
)
12
3
(
28
)
48
2
(
29
)
中
vs
.高
12
4
(
24
)
12
2
(
18
)
74
(
17
)
32
0
(
20
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
75
(
14
)
69
(
10
)
36
(
8
)
18
0
(
11
)
34
(
7
)
25
(
4
)
21
(
5
)
80
(
5
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
9
(
2
)
11
(
2
)
3
(
1
)
23
(
1
)
8
(
2
)
3
(
0
)
2
(
0
)
13
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
23
(
4
)
14
(
2
)
11
(
2
)
48
(
3
)
7
(
1
)
4
(
1
)
3
(
1
)
14
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
14
5
(
27
)
17
6
(
27
)
12
8
(
29
)
44
9
(
27
)
0.
27
22
0
(
43
)
31
7
(
47
)
21
0
(
49
)
74
7
(
46
)
0.
00
8
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
18
8
(
35
)
24
8
(
37
)
16
2
(
36
)
59
8
(
36
)
18
5
(
36
)
26
7
(
40
)
15
5
(
36
)
60
7
(
38
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
13
0
(
24
)
17
8
(
27
)
12
1
(
27
)
42
9
(
26
)
89
(
17
)
75
(
11
)
51
(
12
)
21
5
(
13
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
57
(
11
)
44
(
7
)
22
(
5
)
12
3
(
7
)
17
(
3
)
11
(
2
)
8
(
2
)
36
(
2
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
3
(
1
)
9
(
1
)
5
(
1
)
17
(
1
)
1
(
0
)
1
(
0
)
1
(
0
)
3
(
0
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
18
(
3
)
9
(
1
)
8
(
2
)
35
(
2
)
5
(
1
)
3
(
0
)
2
(
0
)
10
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
11
7
(
22
)
12
0
(
18
)
98
(
22
)
33
5
(
20
)
0.
59
15
4
(
30
)
24
9
(
37
)
15
9
(
37
)
56
2
(
35
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
16
7
(
31
)
22
7
(
34
)
14
6
(
33
)
54
0
(
33
)
19
3
(
37
)
25
1
(
37
)
17
3
(
41
)
61
7
(
38
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
14
1
(
26
)
21
2
(
32
)
12
6
(
28
)
47
9
(
29
)
10
9
(
21
)
11
9
(
18
)
67
(
16
)
29
5
(
18
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
73
(
13
)
66
(
10
)
44
(
10
)
18
3
(
11
)
41
(
8
)
37
(
5
)
17
(
4
)
95
(
6
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
19
(
4
)
14
(
2
)
12
(
3
)
45
(
3
)
8
(
2
)
8
(
1
)
4
(
1
)
20
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
24
(
4
)
25
(
4
)
20
(
4
)
69
(
4
)
12
(
2
)
10
(
1
)
7
(
2
)
29
(
2
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
93
(
17
)
11
3
(
17
)
78
(
17
)
28
4
(
17
)
0.
33
11
9
(
23
)
18
4
(
27
)
12
9
(
30
)
43
2
(
27
)
0.
00
8
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
14
2
(
26
)
18
8
(
28
)
13
5
(
30
)
46
5
(
28
)
16
7
(
32
)
22
3
(
33
)
14
1
(
33
)
53
1
(
33
)
低
vs
.高
少
し
大
切
で
あ
る
17
4
(
32
)
23
3
(
35
)
14
0
(
31
)
54
7
(
33
)
14
3
(
28
)
18
0
(
27
)
10
2
(
24
)
42
5
(
26
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
85
(
16
)
86
(
13
)
64
(
14
)
23
5
(
14
)
65
(
13
)
70
(
10
)
46
(
11
)
18
1
(
11
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
25
(
5
)
25
(
4
)
16
(
4
)
66
(
4
)
12
(
2
)
10
(
1
)
4
(
1
)
26
(
2
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
22
(
4
)
19
(
3
)
13
(
3
)
54
(
3
)
11
(
2
)
7
(
1
)
5
(
1
)
23
(
1
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
結 果 期 待
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
（主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               51
表
7　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
生
活
の
セ
ル
フ
・エ
フ
ィ
カ
シ
ー
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
自
信
が
あ
る
10
7
(
20
)
17
5
(
26
)
97
(
22
)
37
9
(
23
)
＜
0.
00
1
11
2
(
22
)
16
8
(
25
)
98
(
23
)
37
8
(
23
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
11
2
(
21
)
15
4
(
23
)
13
0
(
29
)
39
6
(
24
)
低
vs
.中
11
0
(
21
)
17
7
(
26
)
11
6
(
27
)
40
3
(
25
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
11
1
(
21
)
15
7
(
24
)
10
5
(
24
)
37
3
(
23
)
低
vs
.高
83
(
16
)
12
3
(
18
)
78
(
18
)
28
4
(
18
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
10
9
(
20
)
10
9
(
16
)
71
(
16
)
28
9
(
18
)
12
2
(
24
)
13
4
(
20
)
82
(
19
)
33
8
(
21
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
38
(
7
)
29
(
4
)
25
(
6
)
92
(
6
)
35
(
7
)
37
(
5
)
24
(
6
)
96
(
6
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
64
(
12
)
40
(
6
)
18
(
4
)
12
2
(
7
)
55
(
11
)
35
(
5
)
29
(
7
)
11
9
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
53
(
10
)
70
(
11
)
55
(
12
)
17
8
(
11
)
＜
0.
00
1
43
(
8
)
70
(
10
)
65
(
15
)
17
8
(
11
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
81
(
15
)
11
3
(
17
)
12
0
(
27
)
31
4
(
19
)
低
vs
.中
94
(
18
)
14
8
(
22
)
10
7
(
25
)
34
9
(
22
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
13
0
(
24
)
19
5
(
29
)
12
3
(
28
)
44
8
(
27
)
低
vs
.高
99
(
19
)
16
9
(
25
)
85
(
20
)
35
3
(
22
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
15
9
(
29
)
18
7
(
28
)
10
1
(
23
)
44
7
(
27
)
中
vs
.高
17
4
(
34
)
19
9
(
30
)
11
7
(
27
)
49
0
(
30
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
48
(
9
)
44
(
7
)
27
(
6
)
11
9
(
7
)
48
(
9
)
60
(
9
)
30
(
7
)
13
8
(
9
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
70
(
13
)
55
(
8
)
20
(
4
)
14
5
(
9
)
59
(
11
)
28
(
4
)
23
(
5
)
11
0
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
51
(
9
)
59
(
9
)
53
(
12
)
16
3
(
10
)
＜
0.
00
1
37
(
7
)
72
(
11
)
76
(
18
)
18
5
(
11
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
73
(
13
)
11
6
(
17
)
10
8
(
24
)
29
7
(
18
)
低
vs
.中
94
(
18
)
15
5
(
23
)
10
8
(
25
)
35
7
(
22
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
12
7
(
23
)
19
3
(
29
)
13
2
(
30
)
45
2
(
27
)
低
vs
.高
10
4
(
20
)
18
5
(
27
)
99
(
23
)
38
8
(
24
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
16
1
(
30
)
19
9
(
30
)
10
6
(
24
)
46
6
(
28
)
中
vs
.高
17
9
(
35
)
18
9
(
28
)
10
3
(
24
)
47
1
(
29
)
中
vs
.高
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
61
(
11
)
45
(
7
)
28
(
6
)
13
4
(
8
)
51
(
10
)
44
(
7
)
21
(
5
)
11
6
(
7
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
68
(
13
)
52
(
8
)
19
(
4
)
13
9
(
8
)
52
(
10
)
29
(
4
)
20
(
5
)
10
1
(
6
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
45
(
8
)
56
(
8
)
43
(
10
)
14
4
(
9
)
＜
0.
00
1
39
(
8
)
73
(
11
)
77
(
18
)
18
9
(
12
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
77
(
14
)
10
3
(
16
)
10
3
(
23
)
28
3
(
17
)
低
vs
.高
97
(
19
)
14
0
(
21
)
11
2
(
26
)
34
9
(
22
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
12
3
(
23
)
18
2
(
27
)
13
7
(
31
)
44
2
(
27
)
中
vs
.高
10
2
(
20
)
19
9
(
30
)
95
(
22
)
39
6
(
24
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
16
9
(
31
)
21
5
(
32
)
11
6
(
26
)
50
0
(
30
)
17
9
(
35
)
19
2
(
28
)
10
5
(
25
)
47
6
(
29
)
中
vs
.高
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
62
(
11
)
51
(
8
)
27
(
6
)
14
0
(
8
)
52
(
10
)
42
(
6
)
22
(
5
)
11
6
(
7
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
65
(
12
)
57
(
9
)
20
(
4
)
14
2
(
9
)
48
(
9
)
28
(
4
)
16
(
4
)
92
(
6
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
51
(
9
)
65
(
10
)
56
(
13
)
17
2
(
10
)
＜
0.
00
1
54
(
10
)
10
1
(
15
)
84
(
20
)
23
9
(
15
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
74
(
14
)
10
1
(
15
)
97
(
22
)
27
2
(
16
)
低
vs
.高
11
0
(
21
)
17
1
(
25
)
13
7
(
32
)
41
8
(
26
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
13
2
(
24
)
18
2
(
27
)
13
6
(
30
)
45
0
(
27
)
中
vs
.高
95
(
18
)
18
9
(
28
)
10
1
(
24
)
38
5
(
24
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
16
7
(
31
)
21
0
(
32
)
11
0
(
25
)
48
7
(
29
)
15
8
(
31
)
16
9
(
25
)
77
(
18
)
40
4
(
25
)
中
vs
.高
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
51
(
9
)
55
(
8
)
29
(
7
)
13
5
(
8
)
58
(
11
)
19
(
3
)
12
(
3
)
89
(
6
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
66
(
12
)
51
(
8
)
18
(
4
)
13
5
(
8
)
42
(
8
)
25
(
4
)
16
(
4
)
83
(
5
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
10
9
(
20
)
12
2
(
18
)
10
3
(
23
)
33
4
(
20
)
＜
0.
00
1
13
0
(
25
)
18
8
(
28
)
13
9
(
33
)
45
7
(
28
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
69
(
13
)
10
6
(
16
)
92
(
21
)
26
7
(
16
)
低
vs
.高
11
0
(
21
)
17
4
(
26
)
12
3
(
29
)
40
7
(
25
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
13
4
(
25
)
16
6
(
25
)
11
0
(
25
)
41
0
(
25
)
中
vs
.高
90
(
17
)
13
9
(
21
)
80
(
19
)
30
9
(
19
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
11
7
(
22
)
16
1
(
24
)
77
(
17
)
35
5
(
22
)
10
8
(
21
)
10
4
(
15
)
50
(
12
)
26
2
(
16
)
中
vs
.高
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
45
(
8
)
50
(
8
)
37
(
8
)
13
2
(
8
)
31
(
6
)
28
(
4
)
16
(
4
)
75
(
5
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
67
(
12
)
59
(
9
)
27
(
6
)
15
3
(
9
)
48
(
9
)
41
(
6
)
19
(
4
)
10
8
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
51
(
9
)
66
(
10
)
59
(
13
)
17
6
(
11
)
＜
0.
00
1
75
(
15
)
10
3
(
15
)
88
(
21
)
26
6
(
16
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
72
(
13
)
94
(
14
)
83
(
19
)
24
9
(
15
)
低
vs
.高
91
(
18
)
13
5
(
20
)
11
0
(
26
)
33
6
(
21
)
低
vs
.高
少
し
自
信
が
あ
る
12
4
(
23
)
16
0
(
24
)
11
3
(
25
)
39
7
(
24
)
中
vs
.高
86
(
17
)
14
4
(
21
)
85
(
20
)
31
5
(
19
)
中
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
14
5
(
27
)
20
3
(
31
)
11
7
(
26
)
46
5
(
28
)
15
1
(
29
)
17
7
(
26
)
93
(
22
)
42
1
(
26
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
71
(
13
)
72
(
11
)
49
(
11
)
19
2
(
12
)
56
(
11
)
55
(
8
)
28
(
7
)
13
9
(
9
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
78
(
14
)
69
(
10
)
25
(
6
)
17
2
(
10
)
58
(
11
)
60
(
9
)
23
(
5
)
14
1
(
9
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
n＝
54
1
セ ル フ ・ エ フ ィ カ シ ー
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
(主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               52
表
8　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
食
生
活
の
主
観
的
規
範
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
そ
う
思
う
10
2
(
19
)
15
8
(
24
)
94
(
21
)
35
4
(
21
)
＜
0.
00
1
11
7
(
23
)
16
4
(
24
)
95
(
22
)
37
6
(
23
)
0.
34
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
24
3
(
45
)
32
0
(
48
)
24
0
(
54
)
80
3
(
49
)
低
vs
.中
23
7
(
46
)
31
9
(
47
)
20
9
(
49
)
76
5
(
47
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
12
0
(
22
)
13
8
(
21
)
91
(
20
)
34
9
(
21
)
低
vs
.高
11
1
(
21
)
15
0
(
22
)
10
1
(
24
)
36
2
(
22
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
76
(
14
)
48
(
7
)
21
(
5
)
14
5
(
9
)
52
(
10
)
41
(
6
)
22
(
5
)
11
5
(
7
)
と
て
も
そ
う
思
う
95
(
18
)
14
6
(
22
)
97
(
22
)
33
8
(
20
)
＜
0.
00
1
11
0
(
21
)
17
1
(
25
)
11
7
(
27
)
39
8
(
25
)
0.
00
4
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
28
6
(
53
)
36
5
(
55
)
26
9
(
60
)
92
0
(
56
)
低
vs
.中
27
7
(
54
)
37
2
(
55
)
23
0
(
54
)
87
9
(
54
)
低
vs
.中
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
10
0
(
18
)
11
7
(
18
)
65
(
15
)
28
2
(
17
)
低
vs
.高
90
(
17
)
10
6
(
16
)
68
(
16
)
26
4
(
16
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
60
(
11
)
36
(
5
)
15
(
3
)
11
1
(
7
)
40
(
8
)
25
(
4
)
12
(
3
)
77
(
5
)
と
て
も
そ
う
思
う
10
2
(
19
)
13
7
(
21
)
96
(
22
)
33
5
(
20
)
0.
0
01
11
5
(
22
)
17
8
(
26
)
11
5
(
27
)
40
8
(
25
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
27
1
(
50
)
36
3
(
55
)
26
3
(
59
)
89
7
(
54
)
低
vs
.高
26
5
(
51
)
36
6
(
54
)
24
0
(
56
)
87
1
(
54
)
低
vs
.中
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
10
7
(
20
)
12
3
(
19
)
73
(
16
)
30
3
(
18
)
98
(
19
)
10
6
(
16
)
64
(
15
)
26
8
(
17
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
61
(
11
)
41
(
6
)
14
(
3
)
11
6
(
7
)
39
(
8
)
24
(
4
)
8
(
2
)
71
(
4
)
と
て
も
そ
う
思
う
97
(
18
)
12
9
(
19
)
84
(
19
)
31
0
(
19
)
0.
0
03
11
1
(
21
)
17
0
(
25
)
11
2
(
26
)
39
3
(
24
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
26
9
(
50
)
35
3
(
53
)
26
8
(
60
)
89
0
(
54
)
低
vs
.高
26
3
(
51
)
35
9
(
53
)
24
2
(
57
)
86
4
(
53
)
低
vs
.中
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
11
1
(
21
)
13
9
(
21
)
78
(
17
)
32
8
(
20
)
10
1
(
20
)
12
0
(
18
)
64
(
15
)
28
5
(
18
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
64
(
12
)
43
(
6
)
16
(
4
)
12
3
(
7
)
42
(
8
)
25
(
4
)
9
(
2
)
76
(
5
)
と
て
も
そ
う
思
う
11
2
(
21
)
15
3
(
23
)
10
5
(
24
)
37
0
(
22
)
0.
0
04
12
3
(
24
)
19
5
(
29
)
14
8
(
35
)
46
6
(
29
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
27
8
(
51
)
35
4
(
53
)
25
9
(
58
)
89
1
(
54
)
低
vs
.高
27
4
(
53
)
36
8
(
55
)
22
3
(
52
)
86
5
(
53
)
低
vs
.中
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
90
(
17
)
12
0
(
18
)
70
(
16
)
28
0
(
17
)
81
(
16
)
91
(
14
)
48
(
11
)
22
0
(
14
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
61
(
11
)
37
(
6
)
12
(
3
)
11
0
(
7
)
39
(
8
)
20
(
3
)
8
(
2
)
67
(
4
)
と
て
も
そ
う
思
う
10
2
(
19
)
12
7
(
19
)
91
(
20
)
32
0
(
19
)
0.
0
12
10
6
(
21
)
17
6
(
26
)
11
5
(
27
)
39
7
(
25
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
24
8
(
46
)
33
3
(
50
)
23
7
(
53
)
81
8
(
50
)
低
vs
.高
25
9
(
50
)
34
0
(
50
)
22
0
(
52
)
81
9
(
51
)
低
vs
.中
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
11
4
(
21
)
15
3
(
23
)
94
(
21
)
36
1
(
22
)
10
5
(
20
)
11
9
(
18
)
79
(
19
)
30
3
(
19
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
77
(
14
)
51
(
8
)
24
(
5
)
15
2
(
9
)
47
(
9
)
39
(
6
)
13
(
3
)
99
(
6
)
と
て
も
そ
う
思
う
95
(
18
)
11
1
(
17
)
79
(
18
)
28
5
(
17
)
0.
0
20
95
(
18
)
14
5
(
22
)
10
2
(
24
)
34
2
(
21
)
0.
01
0
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
24
5
(
45
)
33
5
(
50
)
24
3
(
54
)
82
3
(
50
)
低
vs
.高
25
1
(
49
)
32
3
(
48
)
21
4
(
50
)
78
8
(
49
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
13
0
(
24
)
16
6
(
25
)
10
0
(
22
)
39
6
(
24
)
12
3
(
24
)
16
5
(
24
)
95
(
22
)
38
3
(
24
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
71
(
13
)
52
(
8
)
24
(
5
)
14
7
(
9
)
48
(
9
)
41
(
6
)
16
(
4
)
10
5
(
6
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
主 観 的 規 範
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
(主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               53
表
9　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
強
く
そ
う
思
う
12
1
(
22
)
13
2
(
20
)
11
9
(
27
)
37
2
(
23
)
0.
1
29
10
8
(
21
)
14
9
(
22
)
12
6
(
30
)
38
3
(
24
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
28
4
(
52
)
38
5
(
58
)
23
2
(
52
)
90
1
(
55
)
30
6
(
59
)
42
2
(
63
)
25
7
(
60
)
98
5
(
61
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
10
6
(
20
)
12
1
(
18
)
71
(
16
)
29
8
(
18
)
75
(
15
)
78
(
12
)
33
(
8
)
18
6
(
11
)
中
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
21
(
4
)
16
(
2
)
19
(
4
)
56
(
3
)
19
(
4
)
18
(
3
)
8
(
2
)
45
(
3
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
9
(
2
)
10
(
2
)
5
(
1
)
24
(
1
)
9
(
2
)
7
(
1
)
3
(
1
)
19
(
1
)
強
く
そ
う
思
う
67
(
12
)
69
(
10
)
83
(
19
)
21
9
(
13
)
＜
0.
00
1
58
(
11
)
63
(
9
)
65
(
15
)
18
6
(
11
)
0.
00
2
ま
あ
そ
う
思
う
26
0
(
48
)
37
0
(
56
)
24
3
(
54
)
87
3
(
53
)
低
vs
.高
27
1
(
52
)
41
5
(
62
)
25
1
(
59
)
93
7
(
58
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
17
6
(
33
)
18
5
(
28
)
99
(
22
)
46
0
(
28
)
中
vs
.高
14
1
(
27
)
14
9
(
22
)
82
(
19
)
37
2
(
23
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
28
(
5
)
31
(
5
)
15
(
3
)
74
(
4
)
39
(
8
)
40
(
6
)
28
(
7
)
10
7
(
7
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
10
(
2
)
9
(
1
)
6
(
1
)
25
(
2
)
8
(
2
)
7
(
1
)
1
(
0
)
16
(
1
)
強
く
そ
う
思
う
51
(
9
)
39
(
6
)
50
(
11
)
14
0
(
8
)
＜
0.
00
1
21
(
4
)
26
(
4
)
36
(
8
)
83
(
5
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
22
0
(
41
)
31
2
(
47
)
22
7
(
51
)
75
9
(
46
)
低
vs
.高
19
9
(
38
)
32
2
(
48
)
20
9
(
49
)
73
0
(
45
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
で
も
な
い
21
2
(
39
)
26
0
(
39
)
13
8
(
31
)
61
0
(
37
)
中
vs
.高
21
1
(
41
)
25
0
(
37
)
14
7
(
34
)
60
8
(
38
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
47
(
9
)
42
(
6
)
25
(
6
)
11
4
(
7
)
73
(
14
)
65
(
10
)
34
(
8
)
17
2
(
11
)
中
vs
.高
全
く
そ
う
思
わ
な
い
11
(
2
)
11
(
2
)
6
(
1
)
28
(
2
)
13
(
3
)
11
(
2
)
1
(
0
)
25
(
2
)
強
く
そ
う
思
う
33
(
6
)
35
(
5
)
57
(
13
)
12
5
(
8
)
＜
0.
00
1
27
(
5
)
38
(
6
)
45
(
11
)
11
0
(
7
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
22
9
(
42
)
32
4
(
49
)
22
5
(
50
)
77
8
(
47
)
低
vs
.高
21
4
(
41
)
35
6
(
53
)
23
7
(
56
)
80
7
(
50
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
で
も
な
い
20
4
(
38
)
23
5
(
35
)
12
8
(
29
)
56
7
(
34
)
中
vs
.高
18
1
(
35
)
19
9
(
30
)
11
2
(
26
)
49
2
(
30
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
54
(
10
)
53
(
8
)
30
(
7
)
13
7
(
8
)
76
(
15
)
70
(
10
)
31
(
7
)
17
7
(
11
)
中
vs
.高
全
く
そ
う
思
わ
な
い
21
(
4
)
17
(
3
)
6
(
1
)
44
(
3
)
19
(
4
)
11
(
2
)
2
(
0
)
32
(
2
)
強
く
そ
う
思
う
40
(
7
)
39
(
6
)
53
(
12
)
13
2
(
8
)
＜
0.
00
1
23
(
4
)
38
(
6
)
38
(
9
)
99
(
6
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
21
2
(
39
)
29
9
(
45
)
21
4
(
48
)
72
5
(
44
)
低
vs
.高
22
2
(
43
)
34
3
(
51
)
24
0
(
56
)
80
5
(
50
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
で
も
な
い
21
7
(
40
)
25
5
(
38
)
13
9
(
31
)
61
1
(
37
)
中
vs
.高
19
2
(
37
)
22
1
(
33
)
11
7
(
27
)
53
0
(
33
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
48
(
9
)
56
(
8
)
35
(
8
)
13
9
(
8
)
65
(
13
)
62
(
9
)
30
(
7
)
15
7
(
10
)
中
vs
.高
全
く
そ
う
思
わ
な
い
24
(
4
)
15
(
2
)
5
(
1
)
44
(
3
)
15
(
3
)
10
(
1
)
2
(
0
)
27
(
2
)
H
L
得
点
平
均
¶
中
央
値
（四
分
位
範
囲
）
3.
6
3.
8
4.
0
3.
8
＜
0.
00
1
3.
6
3.
8
4.
0
3.
8
＜
0.
00
1
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
、
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
§
世
帯
収
入
区
分
は
、
低
：3
00
万
円
未
満
、
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
、
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
。
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
、
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）。
¶ 回
答
肢
の
「全
く
そ
う
思
わ
な
い
（1
点
）」
、
「あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（2
点
）」
、
「ど
ち
ら
で
も
な
い
（3
点
）」
、
「ま
あ
そ
う
思
う
（4
点
）」
、
「強
く
そ
う
思
う
（5
点
）」
の
5段
階
で
配
点
し
、
H
L
尺
度
の
尺
度
得
点
は
平
均
得
点
（範
囲
：1
～
5点
）を
尺
度
得
点
と
し
た
。
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
(3
.4
-4
.2
)
(3
.2
-4
.2
)
(3
.0
-4
.0
)
(3
.2
-4
.0
)
(3
.2
-4
.2
)
(3
.0
-4
.0
)
(3
.0
-4
.0
)
(3
.2
-4
.0
)
ヘ ル ス リ テ ラ シ ー
新
聞
，
本
，
テ
レ
ビ
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
，
い
ろ
い
ろ
な
情
報
源
か
ら
情
報
を
集
め
ら
れ
る
た
く
さ
ん
あ
る
情
報
の
中
か
ら
，
自
分
の
求
め
る
情
報
を
選
び
出
せ
る
情
報
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る
か
を
判
断
で
き
る
情
報
を
理
解
し
，
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
改
善
の
た
め
の
計
画
や
行
動
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
n＝
54
1
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
               54
表
10
　
性
別
，
世
帯
収
入
別
に
お
け
る
周
囲
か
ら
の
支
援
お
よ
び
食
環
境
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
い
つ
も
協
力
的
13
7
(
25
)
18
4
(
28
)
19
7
(
44
)
51
8
(
31
)
＜
0.
00
1
13
1
(
25
)
17
6
(
26
)
14
0
(
33
)
44
7
(
28
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
協
力
的
18
6
(
34
)
31
3
(
47
)
17
7
(
40
)
67
6
(
41
)
低
vs
.中
20
5
(
40
)
31
4
(
47
)
18
4
(
43
)
70
3
(
43
)
低
vs
.高
あ
ま
り
協
力
的
で
は
な
い
10
9
(
20
)
11
1
(
17
)
54
(
12
)
27
4
(
17
)
低
vs
.高
11
0
(
21
)
12
8
(
19
)
78
(
18
)
31
6
(
20
)
ま
っ
た
く
協
力
的
で
は
な
い
10
9
(
20
)
56
(
8
)
18
(
4
)
18
3
(
11
)
中
vs
.高
71
(
14
)
56
(
8
)
25
(
6
)
15
2
(
9
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
50
(
9
)
70
(
11
)
71
(
16
)
19
1
(
12
)
＜
0.
00
1
63
(
12
)
88
(
13
)
77
(
18
)
22
8
(
14
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
14
9
(
28
)
25
1
(
38
)
21
4
(
48
)
61
4
(
37
)
低
vs
.中
17
5
(
34
)
32
7
(
49
)
23
4
(
55
)
73
6
(
45
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
20
7
(
38
)
24
3
(
37
)
11
4
(
26
)
56
4
(
34
)
低
vs
.高
16
9
(
33
)
18
3
(
27
)
85
(
20
)
43
7
(
27
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
60
(
11
)
66
(
10
)
30
(
7
)
15
6
(
9
)
中
vs
.高
77
(
15
)
56
(
8
)
22
(
5
)
15
5
(
10
)
中
vs
.高
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
75
(
14
)
34
(
5
)
17
(
4
)
12
6
(
8
)
33
(
6
)
20
(
3
)
9
(
2
)
62
(
4
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
22
(
4
)
42
(
6
)
35
(
8
)
99
(
6
)
＜
0.
00
1
34
(
7
)
42
(
6
)
41
(
10
)
11
7
(
7
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
10
1
(
19
)
16
7
(
25
)
17
1
(
38
)
43
9
(
27
)
低
vs
.中
12
4
(
24
)
23
1
(
34
)
15
6
(
37
)
51
1
(
32
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
25
9
(
48
)
31
2
(
47
)
17
3
(
39
)
74
4
(
45
)
低
vs
.高
22
7
(
44
)
27
5
(
41
)
16
2
(
38
)
66
4
(
41
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
83
(
15
)
94
(
14
)
46
(
10
)
22
3
(
14
)
中
vs
.高
78
(
15
)
82
(
12
)
48
(
11
)
20
8
(
13
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
76
(
14
)
49
(
7
)
21
(
5
)
14
6
(
9
)
54
(
10
)
44
(
7
)
20
(
5
)
11
8
(
7
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
34
(
6
)
39
(
6
)
44
(
10
)
11
7
(
7
)
＜
0.
00
1
44
(
9
)
59
(
9
)
55
(
13
)
15
8
(
10
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
16
7
(
31
)
24
0
(
36
)
19
3
(
43
)
60
0
(
36
)
低
vs
.高
18
3
(
35
)
33
1
(
49
)
21
6
(
51
)
73
0
(
45
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
23
0
(
43
)
27
3
(
41
)
16
6
(
37
)
66
9
(
41
)
中
vs
.高
20
1
(
39
)
20
7
(
31
)
12
5
(
29
)
53
3
(
33
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
57
(
11
)
76
(
11
)
31
(
7
)
16
4
(
10
)
52
(
10
)
54
(
8
)
22
(
5
)
12
8
(
8
)
中
vs
.高
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
53
(
10
)
36
(
5
)
12
(
3
)
10
1
(
6
)
37
(
7
)
23
(
3
)
9
(
2
)
69
(
4
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
98
(
18
)
88
(
13
)
69
(
15
)
25
5
(
15
)
0.
0
35
11
2
(
22
)
13
8
(
20
)
12
0
(
28
)
37
0
(
23
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
13
7
(
25
)
21
4
(
32
)
16
0
(
36
)
51
1
(
31
)
16
0
(
31
)
23
0
(
34
)
16
0
(
37
)
55
0
(
34
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
17
6
(
33
)
21
0
(
32
)
14
2
(
32
)
52
8
(
32
)
12
0
(
23
)
14
1
(
21
)
68
(
16
)
32
9
(
20
)
中
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
70
(
13
)
90
(
14
)
46
(
10
)
20
6
(
12
)
71
(
14
)
88
(
13
)
38
(
9
)
19
7
(
12
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
60
(
11
)
62
(
9
)
29
(
7
)
15
1
(
9
)
54
(
10
)
77
(
11
)
41
(
10
)
17
2
(
11
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
22
(
4
)
34
(
5
)
28
(
6
)
84
(
5
)
＜
0.
00
1
20
(
4
)
39
(
6
)
39
(
9
)
98
(
6
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
81
(
15
)
16
6
(
25
)
14
8
(
33
)
39
5
(
24
)
低
vs
.中
13
1
(
25
)
23
9
(
35
)
16
7
(
39
)
53
7
(
33
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
23
4
(
43
)
29
1
(
44
)
18
7
(
42
)
71
2
(
43
)
低
vs
.高
21
1
(
41
)
26
8
(
40
)
16
1
(
38
)
64
0
(
40
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
10
1
(
19
)
10
6
(
16
)
59
(
13
)
26
6
(
16
)
中
vs
.高
94
(
18
)
93
(
14
)
44
(
10
)
23
1
(
14
)
中
vs
.高
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
10
3
(
19
)
67
(
10
)
24
(
5
)
19
4
(
12
)
61
(
12
)
35
(
5
)
16
(
4
)
11
2
(
7
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
20
(
4
)
32
(
5
)
27
(
6
)
79
(
5
)
＜
0.
00
1
28
(
5
)
32
(
5
)
29
(
7
)
89
(
6
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
96
(
18
)
16
1
(
24
)
15
7
(
35
)
41
4
(
25
)
低
vs
.中
11
1
(
21
)
21
9
(
32
)
17
4
(
41
)
50
4
(
31
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
28
4
(
52
)
32
5
(
49
)
20
3
(
46
)
81
2
(
49
)
低
vs
.高
25
2
(
49
)
30
9
(
46
)
15
9
(
37
)
72
0
(
44
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
76
(
14
)
10
4
(
16
)
42
(
9
)
22
2
(
13
)
中
vs
.高
80
(
15
)
85
(
13
)
50
(
12
)
21
5
(
13
)
中
vs
.高
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
65
(
12
)
42
(
6
)
17
(
4
)
12
4
(
8
)
46
(
9
)
29
(
4
)
15
(
4
)
90
(
6
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
25
(
5
)
23
(
3
)
19
(
4
)
67
(
4
)
＜
0.
00
1
31
(
6
)
36
(
5
)
39
(
9
)
10
6
(
7
)
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
81
(
15
)
14
1
(
21
)
12
1
(
27
)
34
3
(
21
)
低
vs
.中
11
7
(
23
)
19
6
(
29
)
13
3
(
31
)
44
6
(
28
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
25
3
(
47
)
32
1
(
48
)
21
3
(
48
)
78
7
(
48
)
低
vs
.高
23
4
(
45
)
27
4
(
41
)
16
8
(
39
)
67
6
(
42
)
中
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
93
(
17
)
10
6
(
16
)
59
(
13
)
25
8
(
16
)
中
vs
.高
84
(
16
)
10
1
(
15
)
61
(
14
)
24
6
(
15
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
89
(
16
)
73
(
11
)
34
(
8
)
19
6
(
12
)
51
(
10
)
67
(
10
)
26
(
6
)
14
4
(
9
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
22
(
4
)
27
(
4
)
21
(
5
)
70
(
4
)
＜
0.
00
1
17
(
3
)
33
(
5
)
25
(
6
)
75
(
5
)
0.
02
6
や
や
当
て
は
ま
る
75
(
14
)
12
9
(
19
)
98
(
22
)
30
2
(
18
)
低
vs
.中
82
(
16
)
12
4
(
18
)
97
(
23
)
30
3
(
19
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
17
8
(
33
)
23
2
(
35
)
16
3
(
37
)
57
3
(
35
)
低
vs
.高
16
3
(
32
)
19
7
(
29
)
11
7
(
27
)
47
7
(
29
)
中
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
82
(
15
)
11
3
(
17
)
77
(
17
)
27
2
(
16
)
10
2
(
20
)
12
7
(
19
)
81
(
19
)
31
0
(
19
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
18
4
(
34
)
16
3
(
25
)
87
(
20
)
43
4
(
26
)
15
3
(
30
)
19
3
(
29
)
10
7
(
25
)
45
3
(
28
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 世
帯
収
入
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
世
帯
収
入
区
分
は
，
低
：3
00
万
円
未
満
，
中
：3
00
～
70
0万
円
未
満
，
高
：7
00
万
円
以
上
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
世
帯
収
入
差
‡§
||
男
性
女
性
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
世
帯
収
入
差
‡§
||
n＝
66
4
n＝
44
6
n＝
16
51
n＝
51
7
n＝
67
4
n＝
42
7
n＝
16
18
30
0万
円
未
満
30
0～
70
0
万
円
未
満
70
0万
円
以
上
全
体
n＝
54
1
情 報 へ の ア ク セ ス
家
族
や
友
人
か
ら
，
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
身
近
な
飲
食
店
や
食
品
売
り
場
，
外
食
施
設
な
ど
は
，
カ
ロ
リ
ー
な
ど
の
栄
養
成
分
表
示
が
整
っ
て
い
る
食 の ソ ー シ ャ ル
キ ャ ピ タ ル
こ
の
地
域
で
は
，
食
の
文
化
や
伝
統
，
季
節
性
な
ど
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
こ
の
地
域
で
は
，
お
裾
分
け
な
ど
，
お
互
い
に
食
べ
物
を
気
軽
に
交
換
し
合
う
関
係
が
あ
る
周 囲 か ら
の 支 援
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
家
族
や
周
囲
の
人
は
協
力
的
か
食 物 へ の ア ク セ ス
あ
な
た
の
家
庭
で
は
い
つ
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
身
近
な
飲
食
店
や
食
料
品
売
り
場
，
職
場
の
給
食
施
設
，
食
堂
な
ど
で
は
，
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
得
て
い
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
物
が
適
当
な
値
段
で
入
手
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
日
常
の
買
い
物
は
自
宅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
範
囲
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
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表
11
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
対
象
者
の
属
性
お
よ
び
健
康
行
動
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
北
海
道
16
(
4
)
17
(
6
)
47
(
5
)
80
(
5
)
0.
00
2
33
(
8
)
29
(
5
)
17
(
3
)
79
(
5
)
＜
0.
00
1
東
北
27
(
6
)
22
(
8
)
38
(
4
)
87
(
5
)
36
(
8
)
33
(
5
)
24
(
4
)
93
(
6
)
関
東
15
7
(
37
)
95
(
36
)
42
0
(
45
)
67
2
(
41
)
13
4
(
32
)
24
0
(
38
)
27
0
(
50
)
64
4
(
40
)
北
陸
21
(
5
)
8
(
3
)
28
(
3
)
57
(
4
)
9
(
2
)
21
(
3
)
8
(
1
)
38
(
2
)
中
部
52
(
12
)
33
(
12
)
10
0
(
11
)
18
5
(
11
)
58
(
14
)
78
(
12
)
41
(
8
)
17
7
(
11
)
近
畿
81
(
19
)
45
(
17
)
16
7
(
18
)
29
3
(
18
)
80
(
19
)
12
5
(
20
)
10
0
(
18
)
30
5
(
19
)
中
国
18
(
4
)
19
(
7
)
52
(
6
)
89
(
5
)
21
(
5
)
31
(
5
)
20
(
4
)
72
(
5
)
四
国
16
(
4
)
3
(
1
)
16
(
2
)
35
(
2
)
15
(
4
)
14
(
2
)
16
(
3
)
45
(
3
)
九
州
41
(
10
)
25
(
9
)
60
(
6
)
12
6
(
8
)
39
(
9
)
55
(
9
)
46
(
8
)
14
0
(
9
)
結
婚
し
て
い
な
い
（未
婚
・離
死
別
）
25
5
(
59
)
12
9
(
48
)
38
6
(
42
)
77
0
(
47
)
＜
0.
00
1
17
0
(
40
)
18
8
(
30
)
18
2
(
34
)
54
0
(
34
)
0.
00
4
結
婚
し
て
い
る
17
4
(
41
)
13
8
(
52
)
54
2
(
58
)
85
4
(
53
)
低
vs
.中
25
5
(
60
)
43
8
(
70
)
36
0
(
66
)
10
53
(
66
)
低
vs
.中
低
vs
.高
一
人
暮
ら
し
94
(
22
)
61
(
23
)
22
8
(
25
)
38
3
(
24
)
0.
54
65
(
15
)
57
(
9
)
82
(
15
)
20
4
(
13
)
0.
00
2
そ
れ
以
外
33
5
(
78
)
20
6
(
77
)
70
0
(
75
)
12
41
(
76
)
36
0
(
85
)
56
9
(
91
)
46
0
(
85
)
13
89
(
87
)
低
vs
.中
中
vs
.高
就
業
あ
り
34
0
(
83
)
23
1
(
90
)
83
4
(
92
)
14
05
(
89
)
＜
0.
00
1
22
6
(
54
)
33
5
(
55
)
34
2
(
65
)
90
3
(
58
)
0.
00
1
就
業
な
し
72
(
17
)
26
(
10
)
77
(
8
)
17
5
(
11
)
19
2
(
46
)
27
4
(
45
)
18
8
(
35
)
65
4
(
42
)
低
vs
.高
低
vs
.高
中
vs
.高
世
帯
収
入
30
0万
円
未
満
20
4
(
48
)
89
(
33
)
23
7
(
26
)
53
0
(
33
)
＜
0.
00
1
18
8
(
44
)
18
5
(
30
)
13
2
(
24
)
50
5
(
32
)
＜
0.
00
1
30
0～
70
0万
円
未
満
16
4
(
38
)
12
2
(
46
)
36
7
(
40
)
65
3
(
40
)
低
vs
.中
18
5
(
44
)
27
5
(
44
)
20
2
(
37
)
66
2
(
42
)
低
vs
.中
70
0万
円
以
上
61
(
14
)
56
(
21
)
32
4
(
35
)
44
1
(
27
)
低
vs
.高
52
(
12
)
16
6
(
27
)
20
8
(
38
)
42
6
(
27
)
低
vs
.高
中
vs
.高
中
vs
.高
喫
煙
習
慣
す
っ
て
い
な
い
28
3
(
66
)
18
7
(
70
)
70
1
(
76
)
11
71
(
72
)
0.
00
1
34
1
(
80
)
54
4
(
87
)
49
6
(
92
)
13
81
(
87
)
＜
0.
00
1
す
っ
て
い
る
14
6
(
34
)
80
(
30
)
22
7
(
24
)
45
3
(
28
)
低
vs
.高
84
(
20
)
82
(
13
)
46
(
8
)
21
2
(
13
)
低
vs
.中
低
vs
.高
中
vs
.高
飲
酒
習
慣
飲
ん
で
い
な
い
14
7
(
34
)
71
(
27
)
23
4
(
25
)
45
2
(
28
)
0.
00
2
22
5
(
53
)
31
4
(
50
)
25
1
(
46
)
79
0
(
50
)
0.
12
飲
ん
で
い
る
28
2
(
66
)
19
6
(
73
)
69
4
(
75
)
11
72
(
72
)
低
vs
.高
20
0
(
47
)
31
2
(
50
)
29
1
(
54
)
80
3
(
50
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 就
業
の
有
無
に
お
け
る
あ
り
の
内
訳
は
，
会
社
員
・役
員
／
自
営
業
／
専
門
職
／
公
務
員
／
パ
ー
ト
／
ア
ル
バ
イ
ト
／
フ
リ
ー
タ
ー
，
就
業
な
し
の
内
訳
は
学
生
／
専
業
主
婦
・専
業
主
夫
／
無
職
・定
年
退
職
で
あ
る
．
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
居
住
地
域
婚
姻
状
況
居
住
形
態
就
業
の
有
無
¶
属 性 健 康 行 動
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表
12
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
健
康
状
態
お
よ
び
食
関
連
Q
O
L
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
健
康
で
あ
る
32
(
7
)
17
(
6
)
99
(
11
)
14
8
(
9
)
＜
0.
00
1
41
(
10
)
65
(
10
)
74
(
14
)
18
0
(
11
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
健
康
で
あ
る
23
4
(
55
)
16
9
(
63
)
56
6
(
61
)
96
9
(
60
)
低
vs
.高
25
6
(
60
)
39
2
(
63
)
37
1
(
68
)
10
19
(
64
)
低
vs
.高
あ
ま
り
健
康
で
な
い
12
9
(
30
)
66
(
25
)
22
2
(
24
)
41
7
(
26
)
95
(
22
)
13
9
(
22
)
83
(
15
)
31
7
(
20
)
中
vs
.高
健
康
で
な
い
34
(
8
)
15
(
6
)
41
(
4
)
90
(
6
)
33
(
8
)
30
(
5
)
14
(
3
)
77
(
5
)
と
て
も
し
て
い
る
38
(
9
)
27
(
10
)
11
4
(
12
)
17
9
(
11
)
0.
02
5
36
(
8
)
57
(
9
)
60
(
11
)
15
3
(
10
)
0.
00
2
ま
あ
ま
あ
し
て
い
る
24
1
(
56
)
15
2
(
57
)
54
6
(
59
)
93
9
(
58
)
低
vs
.高
24
6
(
58
)
36
7
(
59
)
34
9
(
64
)
96
2
(
60
)
低
vs
.高
あ
ま
り
し
て
い
な
い
11
9
(
28
)
65
(
24
)
21
0
(
23
)
39
4
(
24
)
11
2
(
26
)
17
0
(
27
)
11
5
(
21
)
39
7
(
25
)
中
vs
.高
全
然
し
て
い
な
い
31
(
7
)
23
(
9
)
58
(
6
)
11
2
(
7
)
31
(
7
)
32
(
5
)
18
(
3
)
81
(
5
)
と
て
も
し
て
い
る
72
(
17
)
54
(
20
)
18
2
(
20
)
30
8
(
19
)
0.
08
0
10
7
(
25
)
15
3
(
24
)
14
8
(
27
)
40
8
(
26
)
0.
36
ま
あ
ま
あ
し
て
い
る
26
3
(
61
)
15
6
(
58
)
59
2
(
64
)
10
11
(
62
)
25
4
(
60
)
39
0
(
62
)
32
9
(
61
)
97
3
(
61
)
あ
ま
り
し
て
い
な
い
82
(
19
)
48
(
18
)
12
8
(
14
)
25
8
(
16
)
55
(
13
)
72
(
12
)
58
(
11
)
18
5
(
12
)
全
然
し
て
い
な
い
12
(
3
)
9
(
3
)
26
(
3
)
47
(
3
)
9
(
2
)
11
(
2
)
7
(
1
)
27
(
2
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
健 康 状 態
あ
な
た
は
普
段
ご
自
分
で
健
康
だ
と
思
い
ま
す
か
食 関 連 Q O L
食
生
活
満
足
度
お
い
し
く
食
事
を
し
て
い
る
か
               57
表
13
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
食
物
摂
取
状
況
質
問
項
目
¶
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
日
に
2食
以
上
24
2
(
56
)
17
0
(
64
)
52
8
(
57
)
94
0
(
58
)
0.
29
23
1
(
54
)
34
1
(
54
)
27
2
(
50
)
84
4
(
53
)
0.
13
日
に
1食
13
5
(
31
)
61
(
23
)
31
2
(
34
)
50
8
(
31
)
14
8
(
35
)
22
9
(
37
)
19
7
(
36
)
57
4
(
36
)
週
に
4，
5回
26
(
6
)
25
(
9
)
58
(
6
)
10
9
(
7
)
23
(
5
)
31
(
5
)
45
(
8
)
99
(
6
)
そ
れ
以
下
26
(
6
)
11
(
4
)
30
(
3
)
67
(
4
)
23
(
5
)
25
(
4
)
28
(
5
)
76
(
5
)
日
に
2食
以
上
91
(
21
)
62
(
23
)
25
2
(
27
)
40
5
(
25
)
＜
0.
00
1
11
8
(
28
)
20
9
(
33
)
19
7
(
36
)
52
4
(
33
)
＜
0.
00
1
日
に
1食
15
8
(
37
)
10
3
(
39
)
39
6
(
43
)
65
7
(
40
)
低
vs
.高
18
1
(
43
)
28
2
(
45
)
25
0
(
46
)
71
3
(
45
)
低
vs
.中
週
に
4，
5回
78
(
18
)
53
(
20
)
15
6
(
17
)
28
7
(
18
)
72
(
17
)
88
(
14
)
63
(
12
)
22
3
(
14
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
10
2
(
24
)
49
(
18
)
12
4
(
13
)
27
5
(
17
)
54
(
13
)
47
(
8
)
32
(
6
)
13
3
(
8
)
日
に
2食
以
上
83
(
19
)
58
(
22
)
24
7
(
27
)
38
8
(
24
)
＜
0.
00
1
12
9
(
30
)
25
0
(
40
)
23
0
(
42
)
60
9
(
38
)
＜
0.
00
1
日
に
1食
16
1
(
38
)
10
4
(
39
)
36
5
(
39
)
63
0
(
39
)
低
vs
.高
17
5
(
41
)
26
1
(
42
)
21
7
(
40
)
65
3
(
41
)
低
vs
.中
週
に
4，
5回
76
(
18
)
52
(
19
)
17
4
(
19
)
30
2
(
19
)
69
(
16
)
75
(
12
)
64
(
12
)
20
8
(
13
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
10
9
(
25
)
53
(
20
)
14
2
(
15
)
30
4
(
19
)
52
(
12
)
40
(
6
)
31
(
6
)
12
3
(
8
)
ほ
ぼ
毎
日
52
(
12
)
40
(
15
)
13
6
(
15
)
22
8
(
14
)
0.
00
1
57
(
13
)
10
4
(
17
)
10
4
(
19
)
26
5
(
17
)
0.
00
2
週
に
4，
5回
13
6
(
32
)
78
(
29
)
36
1
(
39
)
57
5
(
35
)
低
vs
.高
15
4
(
36
)
25
3
(
40
)
21
9
(
40
)
62
6
(
39
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
18
6
(
43
)
12
2
(
46
)
36
1
(
39
)
66
9
(
41
)
17
6
(
41
)
22
0
(
35
)
18
8
(
35
)
58
4
(
37
)
そ
れ
以
下
55
(
13
)
27
(
10
)
70
(
8
)
15
2
(
9
)
38
(
9
)
49
(
8
)
31
(
6
)
11
8
(
7
)
ほ
ぼ
毎
日
24
(
6
)
13
(
5
)
53
(
6
)
90
(
6
)
0.
00
1
12
(
3
)
25
(
4
)
34
(
6
)
71
(
4
)
0.
09
0
週
に
4，
5回
61
(
14
)
40
(
15
)
18
5
(
20
)
28
6
(
18
)
低
vs
.高
62
(
15
)
94
(
15
)
90
(
17
)
24
6
(
15
)
週
に
2，
3回
20
6
(
48
)
13
9
(
52
)
47
9
(
52
)
82
4
(
51
)
22
7
(
53
)
34
1
(
54
)
28
0
(
52
)
84
8
(
53
)
そ
れ
以
下
13
8
(
32
)
75
(
28
)
21
1
(
23
)
42
4
(
26
)
12
4
(
29
)
16
6
(
27
)
13
8
(
25
)
42
8
(
27
)
ほ
ぼ
毎
日
67
(
16
)
43
(
16
)
14
7
(
16
)
25
7
(
16
)
0.
31
69
(
16
)
10
7
(
17
)
95
(
18
)
27
1
(
17
)
0.
91
週
に
4，
5回
93
(
22
)
64
(
24
)
23
1
(
25
)
38
8
(
24
)
93
(
22
)
14
3
(
23
)
13
0
(
24
)
36
6
(
23
)
週
に
2，
3回
18
4
(
43
)
11
9
(
45
)
40
1
(
43
)
70
4
(
43
)
19
9
(
47
)
27
6
(
44
)
22
4
(
41
)
69
9
(
44
)
そ
れ
以
下
85
(
20
)
41
(
15
)
14
9
(
16
)
27
5
(
17
)
64
(
15
)
10
0
(
16
)
93
(
17
)
25
7
(
16
)
ほ
ぼ
毎
日
61
(
14
)
39
(
15
)
17
0
(
18
)
27
0
(
17
)
0.
00
2
88
(
21
)
12
5
(
20
)
13
1
(
24
)
34
4
(
22
)
0.
01
5
週
に
4，
5回
83
(
19
)
60
(
22
)
21
8
(
23
)
36
1
(
22
)
低
vs
.高
10
2
(
24
)
15
2
(
24
)
15
0
(
28
)
40
4
(
25
)
中
vs
.高
週
に
2，
3回
17
8
(
41
)
10
9
(
41
)
37
2
(
40
)
65
9
(
41
)
17
4
(
41
)
26
3
(
42
)
20
3
(
37
)
64
0
(
40
)
そ
れ
以
下
10
7
(
25
)
59
(
22
)
16
8
(
18
)
33
4
(
21
)
61
(
14
)
86
(
14
)
58
(
11
)
20
5
(
13
)
ほ
ぼ
毎
日
11
1
(
26
)
67
(
25
)
32
3
(
35
)
50
1
(
31
)
＜
0.
00
1
17
4
(
41
)
31
1
(
50
)
28
2
(
52
)
76
7
(
48
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
64
(
15
)
47
(
18
)
15
9
(
17
)
27
0
(
17
)
低
vs
.高
59
(
14
)
92
(
15
)
10
1
(
19
)
25
2
(
16
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
10
5
(
24
)
82
(
31
)
23
1
(
25
)
41
8
(
26
)
中
vs
.高
10
6
(
25
)
12
1
(
19
)
10
1
(
19
)
32
8
(
21
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
14
9
(
35
)
71
(
27
)
21
5
(
23
)
43
5
(
27
)
86
(
20
)
10
2
(
16
)
58
(
11
)
24
6
(
15
)
ほ
ぼ
毎
日
8
(
2
)
9
(
3
)
42
(
5
)
59
(
4
)
0.
00
6
14
(
3
)
27
(
4
)
35
(
6
)
76
(
5
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
48
(
11
)
29
(
11
)
12
1
(
13
)
19
8
(
12
)
低
vs
.高
44
(
10
)
99
(
16
)
88
(
16
)
23
1
(
15
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
18
8
(
44
)
13
3
(
50
)
44
0
(
47
)
76
1
(
47
)
21
1
(
50
)
31
9
(
51
)
27
4
(
51
)
80
4
(
50
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
18
5
(
43
)
96
(
36
)
32
5
(
35
)
60
6
(
37
)
15
6
(
37
)
18
1
(
29
)
14
5
(
27
)
48
2
(
30
)
ほ
ぼ
毎
日
49
(
11
)
31
(
12
)
13
2
(
14
)
21
2
(
13
)
＜
0.
00
1
57
(
13
)
12
3
(
20
)
11
7
(
22
)
29
7
(
19
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
44
(
10
)
32
(
12
)
12
9
(
14
)
20
5
(
13
)
低
vs
.高
57
(
13
)
77
(
12
)
91
(
17
)
22
5
(
14
)
低
vs
.中
週
に
2，
3回
10
5
(
24
)
75
(
28
)
28
1
(
30
)
46
1
(
28
)
91
(
21
)
16
1
(
26
)
14
4
(
27
)
39
6
(
25
)
低
vs
.高
そ
れ
以
下
23
1
(
54
)
12
9
(
48
)
38
6
(
42
)
74
6
(
46
)
22
0
(
52
)
26
5
(
42
)
19
0
(
35
)
67
5
(
42
)
中
vs
.高
食
物
摂
取
頻
度
得
点
中
央
値
（四
分
位
範
囲
）
16
.0
16
.0
16
.0
16
.0
0.
42
1
14
.0
15
.0
14
.5
15
.5
0.
10
4
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 食
物
摂
取
状
況
は
、
主
要
食
品
10
品
目
か
ら
な
る
日
常
的
な
食
物
摂
取
頻
度
を
調
べ
、
10
品
目
ご
と
に
最
も
多
い
頻
度
に
3点
、
以
下
2、
1、
0点
を
配
点
し
、
食
物
摂
取
頻
度
得
点
（3
0点
満
点
、
最
低
0点
）を
算
出
し
た
。
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
高
校
・中
学
男
性
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
果
物
(1
2.
0-
19
.0
)
(1
3.
0-
19
.0
)
(1
3.
0-
20
.0
)
(1
3.
0-
20
.0
)
(1
0.
0-
18
.0
)
食 物 摂 取 状 況
ご
飯
緑
黄
色
野
菜
そ
の
他
の
野
菜
肉 魚 卵 大
豆
・大
豆
製
品
牛
乳
・乳
製
品
い
も
類
(1
0.
0-
18
.0
)
(1
1.
0-
18
.0
)
(1
0.
8-
18
.0
)
               58
表
14
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
食
行
動
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
気
を
つ
け
て
い
る
19
(
4
)
8
(
3
)
57
(
6
)
84
(
5
)
＜
0.
00
1
17
(
4
)
44
(
7
)
51
(
9
)
11
2
(
7
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
気
を
つ
け
て
い
る
98
(
23
)
77
(
29
)
32
1
(
35
)
49
6
(
31
)
低
vs
.高
15
7
(
37
)
25
8
(
41
)
24
5
(
45
)
66
0
(
41
)
低
vs
.中
す
こ
し
気
を
つ
け
て
い
る
14
1
(
33
)
86
(
32
)
28
9
(
31
)
51
6
(
32
)
中
vs
.高
13
2
(
31
)
20
8
(
33
)
15
9
(
29
)
49
9
(
31
)
低
vs
.高
あ
ま
り
気
を
つ
け
て
い
な
い
91
(
21
)
61
(
23
)
14
9
(
16
)
30
1
(
19
)
86
(
20
)
89
(
14
)
50
(
9
)
22
5
(
14
)
ほ
と
ん
ど
気
を
つ
け
て
い
な
い
40
(
9
)
25
(
9
)
65
(
7
)
13
0
(
8
)
15
(
4
)
16
(
3
)
23
(
4
)
54
(
3
)
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
40
(
9
)
10
(
4
)
47
(
5
)
97
(
6
)
18
(
4
)
11
(
2
)
14
(
3
)
43
(
3
)
い
つ
も
し
て
い
る
26
(
6
)
17
(
6
)
72
(
8
)
11
5
(
7
)
＜
0.
00
1
37
(
9
)
67
(
11
)
91
(
17
)
19
5
(
12
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
11
1
(
26
)
81
(
30
)
33
7
(
36
)
52
9
(
33
)
低
vs
.高
14
9
(
35
)
25
8
(
41
)
24
0
(
44
)
64
7
(
41
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
20
1
(
47
)
12
5
(
47
)
38
8
(
42
)
71
4
(
44
)
18
1
(
43
)
23
3
(
37
)
16
8
(
31
)
58
2
(
37
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
91
(
21
)
44
(
16
)
13
1
(
14
)
26
6
(
16
)
58
(
14
)
68
(
11
)
43
(
8
)
16
9
(
11
)
中
vs
.高
ほ
ぼ
毎
日
14
(
3
)
12
(
4
)
63
(
7
)
89
(
5
)
＜
0.
00
1
4
(
1
)
7
(
1
)
15
(
3
)
26
(
2
)
＜
0.
00
1
週
に
4，
5回
46
(
11
)
35
(
13
)
13
3
(
14
)
21
4
(
13
)
低
vs
.高
16
(
4
)
26
(
4
)
37
(
7
)
79
(
5
)
低
vs
.高
週
に
2，
3回
64
(
15
)
43
(
16
)
20
0
(
22
)
30
7
(
19
)
中
vs
.高
42
(
10
)
82
(
13
)
98
(
18
)
22
2
(
14
)
中
vs
.高
そ
れ
以
下
30
5
(
71
)
17
7
(
66
)
53
2
(
57
)
10
14
(
62
)
36
3
(
85
)
51
1
(
82
)
39
2
(
72
)
12
66
(
79
)
ほ
ぼ
毎
日
24
(
6
)
11
(
4
)
38
(
4
)
73
(
4
)
0.
77
4
(
1
)
17
(
3
)
14
(
3
)
35
(
2
)
0.
62
週
に
4，
5回
56
(
13
)
36
(
13
)
14
5
(
16
)
23
7
(
15
)
41
(
10
)
39
(
6
)
42
(
8
)
12
2
(
8
)
週
に
2，
3回
12
6
(
29
)
91
(
34
)
25
6
(
28
)
47
3
(
29
)
11
3
(
27
)
16
8
(
27
)
15
2
(
28
)
43
3
(
27
)
そ
れ
以
下
22
3
(
52
)
12
9
(
48
)
48
9
(
53
)
84
1
(
52
)
26
7
(
63
)
40
2
(
64
)
33
4
(
62
)
10
03
(
63
)
ほ
ぼ
毎
日
25
7
(
60
)
15
6
(
58
)
58
3
(
63
)
99
6
(
61
)
0.
09
1
30
8
(
72
)
47
3
(
76
)
40
3
(
74
)
11
84
(
74
)
0.
53
週
に
4，
5日
42
(
10
)
29
(
11
)
11
5
(
12
)
18
6
(
11
)
35
(
8
)
51
(
8
)
45
(
8
)
13
1
(
8
)
週
に
2，
3日
35
(
8
)
19
(
7
)
78
(
8
)
13
2
(
8
)
29
(
7
)
30
(
5
)
33
(
6
)
92
(
6
)
週
に
1日
程
度
13
(
3
)
11
(
4
)
27
(
3
)
51
(
3
)
7
(
2
)
9
(
1
)
10
(
2
)
26
(
2
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
82
(
19
)
52
(
19
)
12
5
(
13
)
25
9
(
16
)
46
(
11
)
63
(
10
)
51
(
9
)
16
0
(
10
)
ほ
ぼ
毎
日
95
(
22
)
57
(
21
)
21
0
(
23
)
36
2
(
22
)
0.
09
1
13
6
(
32
)
22
3
(
36
)
20
6
(
38
)
56
5
(
35
)
0.
15
週
に
4，
5日
35
(
8
)
20
(
7
)
76
(
8
)
13
1
(
8
)
34
(
8
)
52
(
8
)
48
(
9
)
13
4
(
8
)
週
に
2，
3日
42
(
10
)
29
(
11
)
14
8
(
16
)
21
9
(
13
)
48
(
11
)
63
(
10
)
61
(
11
)
17
2
(
11
)
週
に
1日
程
度
35
(
8
)
25
(
9
)
82
(
9
)
14
2
(
9
)
35
(
8
)
58
(
9
)
28
(
5
)
12
1
(
8
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
22
2
(
52
)
13
6
(
51
)
41
2
(
44
)
77
0
(
47
)
17
2
(
40
)
23
0
(
37
)
19
9
(
37
)
60
1
(
38
)
ほ
ぼ
毎
日
16
1
(
38
)
88
(
33
)
29
2
(
31
)
54
1
(
33
)
0.
76
23
7
(
56
)
34
7
(
55
)
27
9
(
51
)
86
3
(
54
)
0.
25
週
に
4，
5日
60
(
14
)
39
(
15
)
12
8
(
14
)
22
7
(
14
)
49
(
12
)
10
2
(
16
)
80
(
15
)
23
1
(
15
)
週
に
2，
3日
52
(
12
)
54
(
20
)
19
2
(
21
)
29
8
(
18
)
39
(
9
)
70
(
11
)
73
(
13
)
18
2
(
11
)
週
に
1日
程
度
20
(
5
)
15
(
6
)
77
(
8
)
11
2
(
7
)
24
(
6
)
21
(
3
)
21
(
4
)
66
(
4
)
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
13
6
(
32
)
71
(
27
)
23
9
(
26
)
44
6
(
27
)
76
(
18
)
86
(
14
)
89
(
16
)
25
1
(
16
)
い
つ
も
し
て
い
る
22
(
5
)
14
(
5
)
70
(
8
)
10
6
(
7
)
＜
0.
00
1
46
(
11
)
74
(
12
)
81
(
15
)
20
1
(
13
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
11
6
(
27
)
77
(
29
)
32
2
(
35
)
51
5
(
32
)
低
vs
.高
14
9
(
35
)
26
4
(
42
)
26
1
(
48
)
67
4
(
42
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
17
7
(
41
)
10
9
(
41
)
35
7
(
38
)
64
3
(
40
)
中
vs
.高
15
4
(
36
)
19
9
(
32
)
15
0
(
28
)
50
3
(
32
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
11
4
(
27
)
67
(
25
)
17
9
(
19
)
36
0
(
22
)
76
(
18
)
89
(
14
)
50
(
9
)
21
5
(
13
)
中
vs
.高
い
つ
も
し
て
い
る
13
(
3
)
13
(
5
)
41
(
4
)
67
(
4
)
＜
0.
00
1
17
(
4
)
43
(
7
)
54
(
10
)
11
4
(
7
)
＜
0.
00
1
と
き
ど
き
し
て
い
る
10
2
(
24
)
64
(
24
)
31
8
(
34
)
48
4
(
30
)
低
vs
.高
16
3
(
38
)
27
7
(
44
)
25
6
(
47
)
69
6
(
44
)
低
vs
.中
あ
ま
り
し
な
い
18
4
(
43
)
12
5
(
47
)
36
2
(
39
)
67
1
(
41
)
16
8
(
40
)
21
3
(
34
)
18
0
(
33
)
56
1
(
35
)
低
vs
.高
ま
っ
た
く
し
な
い
13
0
(
30
)
65
(
24
)
20
7
(
22
)
40
2
(
25
)
77
(
18
)
93
(
15
)
52
(
10
)
22
2
(
14
)
中
vs
.高
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
男
性
女
性
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
15
93
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
食 べ る 行 動
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）
食
べ
て
い
ま
す
か
食
物
摂
取
状
況
_外
食
食
物
摂
取
状
況
_中
食
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
食 情 報 交 換 ・
活 用 行 動
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
               59
表
15
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
食
生
活
の
行
動
変
容
段
階
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
維
持
期
¶
25
7
(
60
)
17
4
(
65
)
55
8
(
60
)
98
9
(
61
)
0.
16
25
0
(
59
)
37
6
(
60
)
29
6
(
55
)
92
2
(
58
)
0.
22
実
行
期
¶
9
(
2
)
11
(
4
)
37
(
4
)
57
(
4
)
13
(
3
)
13
(
2
)
19
(
4
)
45
(
3
)
準
備
期
¶
71
(
17
)
40
(
15
)
16
4
(
18
)
27
5
(
17
)
65
(
15
)
13
0
(
21
)
12
2
(
23
)
31
7
(
20
)
熟
後
期
¶
16
(
4
)
13
(
5
)
32
(
3
)
61
(
4
)
14
(
3
)
19
(
3
)
16
(
3
)
49
(
3
)
前
熟
後
期
¶
76
(
18
)
29
(
11
)
13
7
(
15
)
24
2
(
15
)
83
(
20
)
88
(
14
)
89
(
16
)
26
0
(
16
)
維
持
期
14
8
(
34
)
11
0
(
41
)
35
4
(
38
)
61
2
(
38
)
0.
07
9
16
5
(
39
)
22
9
(
37
)
20
3
(
37
)
59
7
(
37
)
0.
72
実
行
期
24
(
6
)
17
(
6
)
52
(
6
)
93
(
6
)
23
(
5
)
24
(
4
)
17
(
3
)
64
(
4
)
準
備
期
12
1
(
28
)
68
(
25
)
26
1
(
28
)
45
0
(
28
)
12
2
(
29
)
20
4
(
33
)
16
9
(
31
)
49
5
(
31
)
熟
後
期
45
(
10
)
34
(
13
)
10
4
(
11
)
18
3
(
11
)
61
(
14
)
99
(
16
)
74
(
14
)
23
4
(
15
)
前
熟
後
期
91
(
21
)
38
(
14
)
15
7
(
17
)
28
6
(
18
)
54
(
13
)
70
(
11
)
79
(
15
)
20
3
(
13
)
維
持
期
15
2
(
35
)
10
9
(
41
)
38
9
(
42
)
65
0
(
40
)
0.
00
5
17
3
(
41
)
28
4
(
45
)
25
6
(
47
)
71
3
(
45
)
0.
09
4
実
行
期
23
(
5
)
17
(
6
)
53
(
6
)
93
(
6
)
低
vs
.中
19
(
4
)
28
(
4
)
22
(
4
)
69
(
4
)
準
備
期
11
2
(
26
)
73
(
27
)
24
7
(
27
)
43
2
(
27
)
低
vs
.高
11
6
(
27
)
16
9
(
27
)
13
9
(
26
)
42
4
(
27
)
熟
後
期
47
(
11
)
37
(
14
)
10
3
(
11
)
18
7
(
12
)
57
(
13
)
73
(
12
)
58
(
11
)
18
8
(
12
)
前
熟
後
期
95
(
22
)
31
(
12
)
13
6
(
15
)
26
2
(
16
)
60
(
14
)
72
(
12
)
67
(
12
)
19
9
(
12
)
維
持
期
13
8
(
32
)
91
(
34
)
33
9
(
37
)
56
8
(
35
)
0.
07
0
15
8
(
37
)
26
3
(
42
)
24
4
(
45
)
66
5
(
42
)
0.
01
8
実
行
期
24
(
6
)
16
(
6
)
53
(
6
)
93
(
6
)
25
(
6
)
36
(
6
)
30
(
6
)
91
(
6
)
低
vs
.高
準
備
期
11
6
(
27
)
71
(
27
)
26
2
(
28
)
44
9
(
28
)
12
1
(
28
)
17
3
(
28
)
15
1
(
28
)
44
5
(
28
)
熟
後
期
52
(
12
)
46
(
17
)
11
5
(
12
)
21
3
(
13
)
59
(
14
)
86
(
14
)
60
(
11
)
20
5
(
13
)
前
熟
後
期
99
(
23
)
43
(
16
)
15
9
(
17
)
30
1
(
19
)
62
(
15
)
68
(
11
)
57
(
11
)
18
7
(
12
)
維
持
期
12
9
(
30
)
84
(
31
)
33
9
(
37
)
55
2
(
34
)
0.
00
1
17
1
(
40
)
30
6
(
49
)
29
3
(
54
)
77
0
(
48
)
＜
0.
00
1
実
行
期
23
(
5
)
20
(
7
)
77
(
8
)
12
0
(
7
)
低
vs
.高
36
(
8
)
35
(
6
)
36
(
7
)
10
7
(
7
)
低
vs
.中
準
備
期
14
1
(
33
)
86
(
32
)
28
6
(
31
)
51
3
(
32
)
12
3
(
29
)
17
6
(
28
)
14
1
(
26
)
44
0
(
28
)
低
vs
.高
熟
後
期
49
(
11
)
42
(
16
)
11
0
(
12
)
20
1
(
12
)
55
(
13
)
75
(
12
)
43
(
8
)
17
3
(
11
)
前
熟
後
期
87
(
20
)
35
(
13
)
11
6
(
13
)
23
8
(
15
)
40
(
9
)
34
(
5
)
29
(
5
)
10
3
(
6
)
維
持
期
14
5
(
34
)
99
(
37
)
41
2
(
44
)
65
6
(
40
)
0.
00
1
21
9
(
52
)
37
7
(
60
)
35
4
(
65
)
95
0
(
60
)
＜
0.
00
1
実
行
期
25
(
6
)
23
(
9
)
64
(
7
)
11
2
(
7
)
低
vs
.高
32
(
8
)
30
(
5
)
29
(
5
)
91
(
6
)
低
vs
.中
準
備
期
11
2
(
26
)
73
(
27
)
20
0
(
22
)
38
5
(
24
)
81
(
19
)
11
8
(
19
)
86
(
16
)
28
5
(
18
)
低
vs
.高
熟
後
期
55
(
13
)
29
(
11
)
94
(
10
)
17
8
(
11
)
40
(
9
)
44
(
7
)
26
(
5
)
11
0
(
7
)
前
熟
後
期
92
(
21
)
43
(
16
)
15
8
(
17
)
29
3
(
18
)
53
(
12
)
57
(
9
)
47
(
9
)
15
7
(
10
)
維
持
期
96
(
22
)
53
(
20
)
26
7
(
29
)
41
6
(
26
)
0.
00
3
12
8
(
30
)
23
4
(
37
)
22
0
(
41
)
58
2
(
37
)
0.
00
4
実
行
期
25
(
6
)
22
(
8
)
63
(
7
)
11
0
(
7
)
低
vs
.高
38
(
9
)
40
(
6
)
48
(
9
)
12
6
(
8
)
低
vs
.高
準
備
期
13
0
(
30
)
89
(
33
)
27
5
(
30
)
49
4
(
30
)
12
9
(
30
)
18
1
(
29
)
14
0
(
26
)
45
0
(
28
)
熟
後
期
67
(
16
)
43
(
16
)
14
0
(
15
)
25
0
(
15
)
57
(
13
)
80
(
13
)
66
(
12
)
20
3
(
13
)
前
熟
後
期
11
1
(
26
)
60
(
22
)
18
3
(
20
)
35
4
(
22
)
73
(
17
)
91
(
15
)
68
(
13
)
23
2
(
15
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 行
動
変
容
段
階
：維
持
期
＝
6か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
食
べ
て
い
る
，
実
行
期
＝
食
べ
て
い
る
が
，
食
べ
始
め
て
か
ら
6カ
月
未
満
で
あ
る
，
準
備
期
＝
時
々
食
べ
て
い
る
，
ま
た
は
1カ
月
以
内
に
は
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
，
熟
後
期
＝
食
べ
て
い
な
い
が
，
6か
月
以
内
に
は
，
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
，
前
熟
後
期
＝
食
べ
て
い
な
い
し
，
6か
月
以
内
に
も
、
食
べ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
．
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
男
性
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
15
93
行 動 変 容 段 階
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
ま
た
は
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
（主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               60
表
16
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
食
生
活
の
結
果
期
待
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
大
切
で
あ
る
11
1
(
26
)
72
(
27
)
20
2
(
22
)
38
5
(
24
)
0.
31
12
9
(
30
)
16
2
(
26
)
13
5
(
25
)
42
6
(
27
)
0.
18
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
11
8
(
28
)
71
(
27
)
29
5
(
32
)
48
4
(
30
)
12
2
(
29
)
22
6
(
36
)
17
0
(
31
)
51
8
(
33
)
少
し
大
切
で
あ
る
94
(
22
)
78
(
29
)
21
9
(
24
)
39
1
(
24
)
91
(
21
)
11
8
(
19
)
11
9
(
22
)
32
8
(
21
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
71
(
17
)
36
(
13
)
13
4
(
14
)
24
1
(
15
)
66
(
16
)
85
(
14
)
78
(
14
)
22
9
(
14
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
12
(
3
)
3
(
1
)
29
(
3
)
44
(
3
)
10
(
2
)
16
(
3
)
23
(
4
)
49
(
3
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
23
(
5
)
7
(
3
)
49
(
5
)
79
(
5
)
7
(
2
)
19
(
3
)
17
(
3
)
43
(
3
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
90
(
21
)
63
(
24
)
22
0
(
24
)
37
3
(
23
)
0.
25
14
3
(
34
)
21
5
(
34
)
16
7
(
31
)
52
5
(
33
)
0.
10
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
16
6
(
39
)
98
(
37
)
35
7
(
38
)
62
1
(
38
)
16
3
(
38
)
27
8
(
44
)
23
0
(
42
)
67
1
(
42
)
少
し
大
切
で
あ
る
10
6
(
25
)
80
(
30
)
25
7
(
28
)
44
3
(
27
)
96
(
23
)
11
1
(
18
)
11
8
(
22
)
32
5
(
20
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
45
(
10
)
19
(
7
)
57
(
6
)
12
1
(
7
)
18
(
4
)
11
(
2
)
16
(
3
)
45
(
3
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
12
(
3
)
2
(
1
)
11
(
1
)
25
(
2
)
3
(
1
)
5
(
1
)
7
(
1
)
15
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
10
(
2
)
5
(
2
)
26
(
3
)
41
(
3
)
2
(
0
)
6
(
1
)
4
(
1
)
12
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
94
(
22
)
66
(
25
)
23
5
(
25
)
39
5
(
24
)
0.
32
15
6
(
37
)
24
3
(
39
)
20
6
(
38
)
60
5
(
38
)
0.
22
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
15
3
(
36
)
91
(
34
)
32
6
(
35
)
57
0
(
35
)
15
0
(
35
)
25
2
(
40
)
21
7
(
40
)
61
9
(
39
)
少
し
大
切
で
あ
る
11
4
(
27
)
78
(
29
)
24
3
(
26
)
43
5
(
27
)
90
(
21
)
95
(
15
)
85
(
16
)
27
0
(
17
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
44
(
10
)
27
(
10
)
81
(
9
)
15
2
(
9
)
20
(
5
)
24
(
4
)
22
(
4
)
66
(
4
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
9
(
2
)
1
(
0
)
14
(
2
)
24
(
1
)
7
(
2
)
4
(
1
)
9
(
2
)
20
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
15
(
3
)
4
(
1
)
29
(
3
)
48
(
3
)
2
(
0
)
8
(
1
)
3
(
1
)
13
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
85
(
20
)
56
(
21
)
21
0
(
23
)
35
1
(
22
)
0.
39
15
3
(
36
)
22
3
(
36
)
19
4
(
36
)
57
0
(
36
)
0.
71
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
14
7
(
34
)
92
(
34
)
31
0
(
33
)
54
9
(
34
)
15
1
(
36
)
23
5
(
38
)
21
5
(
40
)
60
1
(
38
)
少
し
大
切
で
あ
る
12
1
(
28
)
75
(
28
)
27
8
(
30
)
47
4
(
29
)
92
(
22
)
11
9
(
19
)
10
6
(
20
)
31
7
(
20
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
55
(
13
)
35
(
13
)
89
(
10
)
17
9
(
11
)
23
(
5
)
35
(
6
)
20
(
4
)
78
(
5
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
6
(
1
)
2
(
1
)
15
(
2
)
23
(
1
)
5
(
1
)
4
(
1
)
4
(
1
)
13
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
15
(
3
)
7
(
3
)
26
(
3
)
48
(
3
)
1
(
0
)
10
(
2
)
3
(
1
)
14
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
10
6
(
25
)
70
(
26
)
26
6
(
29
)
44
2
(
27
)
0.
17
18
1
(
43
)
29
9
(
48
)
25
5
(
47
)
73
5
(
46
)
0.
01
4
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
15
4
(
36
)
98
(
37
)
33
4
(
36
)
58
6
(
36
)
14
6
(
34
)
23
6
(
38
)
21
5
(
40
)
59
7
(
37
)
低
vs
.中
少
し
大
切
で
あ
る
11
3
(
26
)
72
(
27
)
23
6
(
25
)
42
1
(
26
)
83
(
20
)
71
(
11
)
58
(
11
)
21
2
(
13
)
低
vs
.高
あ
ま
り
大
切
で
な
い
41
(
10
)
21
(
8
)
61
(
7
)
12
3
(
8
)
12
(
3
)
12
(
2
)
12
(
2
)
36
(
2
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
4
(
1
)
2
(
1
)
11
(
1
)
17
(
1
)
1
(
0
)
2
(
0
)
0
(
0
)
3
(
0
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
11
(
3
)
4
(
1
)
20
(
2
)
35
(
2
)
2
(
0
)
6
(
1
)
2
(
0
)
10
(
1
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
80
(
19
)
50
(
19
)
20
0
(
22
)
33
0
(
20
)
0.
17
14
0
(
33
)
21
8
(
35
)
19
4
(
36
)
55
2
(
35
)
0.
19
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
13
8
(
32
)
81
(
30
)
31
2
(
34
)
53
1
(
33
)
14
7
(
35
)
24
7
(
39
)
21
2
(
39
)
60
6
(
38
)
少
し
大
切
で
あ
る
12
3
(
29
)
89
(
33
)
25
6
(
28
)
46
8
(
29
)
10
0
(
24
)
11
1
(
18
)
82
(
15
)
29
3
(
18
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
57
(
13
)
33
(
12
)
92
(
10
)
18
2
(
11
)
26
(
6
)
33
(
5
)
35
(
6
)
94
(
6
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
16
(
4
)
5
(
2
)
23
(
2
)
44
(
3
)
6
(
1
)
5
(
1
)
9
(
2
)
20
(
1
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
15
(
3
)
9
(
3
)
45
(
5
)
69
(
4
)
6
(
1
)
12
(
2
)
10
(
2
)
28
(
2
)
と
て
も
大
切
で
あ
る
65
(
15
)
42
(
16
)
17
1
(
18
)
27
8
(
17
)
0.
23
10
3
(
24
)
16
9
(
27
)
14
9
(
27
)
42
1
(
26
)
0.
30
ま
あ
ま
あ
大
切
で
あ
る
12
2
(
28
)
67
(
25
)
26
9
(
29
)
45
8
(
28
)
14
1
(
33
)
19
8
(
32
)
18
6
(
34
)
52
5
(
33
)
少
し
大
切
で
あ
る
14
1
(
33
)
10
5
(
39
)
29
1
(
31
)
53
7
(
33
)
11
4
(
27
)
16
9
(
27
)
13
7
(
25
)
42
0
(
26
)
あ
ま
り
大
切
で
な
い
65
(
15
)
38
(
14
)
12
9
(
14
)
23
2
(
14
)
55
(
13
)
70
(
11
)
53
(
10
)
17
8
(
11
)
ほ
と
ん
ど
大
切
で
な
い
20
(
5
)
8
(
3
)
37
(
4
)
65
(
4
)
7
(
2
)
8
(
1
)
11
(
2
)
26
(
2
)
ま
っ
た
く
大
切
で
な
い
16
(
4
)
7
(
3
)
31
(
3
)
54
(
3
)
5
(
1
)
12
(
2
)
6
(
1
)
23
(
1
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
52
4
n＝
15
93
結 果 期 待
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
（主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               61
表
17
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
セ
ル
フ
・エ
フ
ィ
カ
シ
ー
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
自
信
が
あ
る
11
0
(
26
)
62
(
23
)
20
4
(
22
)
37
6
(
23
)
0.
91
94
(
22
)
14
7
(
23
)
13
0
(
24
)
37
1
(
23
)
0.
28
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
88
(
21
)
63
(
24
)
23
9
(
26
)
39
0
(
24
)
10
1
(
24
)
16
5
(
26
)
13
1
(
24
)
39
7
(
25
)
少
し
自
信
が
あ
る
87
(
20
)
67
(
25
)
21
1
(
23
)
36
5
(
22
)
71
(
17
)
12
0
(
19
)
89
(
16
)
28
0
(
18
)
あ
ま
り
自
信
が
な
い
83
(
19
)
38
(
14
)
16
3
(
18
)
28
4
(
17
)
96
(
23
)
11
7
(
19
)
12
1
(
22
)
33
4
(
21
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
26
(
6
)
20
(
7
)
44
(
5
)
90
(
6
)
27
(
6
)
31
(
5
)
36
(
7
)
94
(
6
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
35
(
8
)
17
(
6
)
67
(
7
)
11
9
(
7
)
36
(
8
)
46
(
7
)
35
(
6
)
11
7
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
35
(
8
)
29
(
11
)
11
1
(
12
)
17
5
(
11
)
0.
00
2
37
(
9
)
65
(
10
)
71
(
13
)
17
3
(
11
)
0.
47
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
65
(
15
)
39
(
15
)
20
5
(
22
)
30
9
(
19
)
低
vs
.高
99
(
23
)
13
6
(
22
)
10
9
(
20
)
34
4
(
22
)
少
し
自
信
が
あ
る
12
6
(
29
)
82
(
31
)
23
0
(
25
)
43
8
(
27
)
86
(
20
)
14
4
(
23
)
11
7
(
22
)
34
7
(
22
)
あ
ま
り
自
信
が
な
い
12
3
(
29
)
72
(
27
)
24
5
(
26
)
44
0
(
27
)
12
9
(
30
)
19
0
(
30
)
16
3
(
30
)
48
2
(
30
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
32
(
7
)
24
(
9
)
62
(
7
)
11
8
(
7
)
41
(
10
)
53
(
8
)
43
(
8
)
13
7
(
9
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
48
(
11
)
21
(
8
)
75
(
8
)
14
4
(
9
)
33
(
8
)
38
(
6
)
39
(
7
)
11
0
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
31
(
7
)
23
(
9
)
10
7
(
12
)
16
1
(
10
)
0.
00
1
32
(
8
)
74
(
12
)
76
(
14
)
18
2
(
11
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
66
(
15
)
40
(
15
)
18
4
(
20
)
29
0
(
18
)
低
vs
.高
92
(
22
)
12
9
(
21
)
13
1
(
24
)
35
2
(
22
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
12
0
(
28
)
81
(
30
)
24
4
(
26
)
44
5
(
27
)
92
(
22
)
16
4
(
26
)
12
7
(
23
)
38
3
(
24
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
12
7
(
30
)
77
(
29
)
25
5
(
27
)
45
9
(
28
)
13
5
(
32
)
17
8
(
28
)
15
1
(
28
)
46
4
(
29
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
39
(
9
)
25
(
9
)
68
(
7
)
13
2
(
8
)
42
(
10
)
44
(
7
)
26
(
5
)
11
2
(
7
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
46
(
11
)
21
(
8
)
70
(
8
)
13
7
(
8
)
32
(
8
)
37
(
6
)
31
(
6
)
10
0
(
6
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
26
(
6
)
21
(
8
)
95
(
10
)
14
2
(
9
)
＜
0.
00
1
29
(
7
)
73
(
12
)
83
(
15
)
18
5
(
12
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
63
(
15
)
34
(
13
)
18
0
(
19
)
27
7
(
17
)
低
vs
.高
93
(
22
)
12
4
(
20
)
12
7
(
23
)
34
4
(
22
)
低
vs
.高
少
し
自
信
が
あ
る
11
0
(
26
)
84
(
31
)
24
0
(
26
)
43
4
(
27
)
10
7
(
25
)
15
8
(
25
)
12
6
(
23
)
39
1
(
25
)
中
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
14
4
(
34
)
78
(
29
)
27
2
(
29
)
49
4
(
30
)
12
7
(
30
)
19
1
(
31
)
15
1
(
28
)
46
9
(
29
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
38
(
9
)
28
(
10
)
71
(
8
)
13
7
(
8
)
44
(
10
)
43
(
7
)
26
(
5
)
11
3
(
7
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
48
(
11
)
22
(
8
)
70
(
8
)
14
0
(
9
)
25
(
6
)
37
(
6
)
29
(
5
)
91
(
6
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
35
(
8
)
24
(
9
)
11
0
(
12
)
16
9
(
10
)
＜
0.
00
1
45
(
11
)
90
(
14
)
99
(
18
)
23
4
(
15
)
＜
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
58
(
14
)
36
(
13
)
17
4
(
19
)
26
8
(
17
)
低
vs
.高
10
0
(
24
)
15
3
(
24
)
15
8
(
29
)
41
1
(
26
)
低
vs
.高
少
し
自
信
が
あ
る
11
2
(
26
)
78
(
29
)
25
1
(
27
)
44
1
(
27
)
中
vs
.高
10
0
(
24
)
16
2
(
26
)
11
7
(
22
)
37
9
(
24
)
中
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
14
3
(
33
)
73
(
27
)
26
3
(
28
)
47
9
(
29
)
12
0
(
28
)
15
1
(
24
)
12
7
(
23
)
39
8
(
25
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
37
(
9
)
37
(
14
)
61
(
7
)
13
5
(
8
)
33
(
8
)
40
(
6
)
16
(
3
)
89
(
6
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
44
(
10
)
19
(
7
)
69
(
7
)
13
2
(
8
)
27
(
6
)
30
(
5
)
25
(
5
)
82
(
5
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
71
(
17
)
48
(
18
)
20
9
(
23
)
32
8
(
20
)
＜
0.
00
1
10
2
(
24
)
18
3
(
29
)
16
7
(
31
)
45
2
(
28
)
0.
00
1
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
56
(
13
)
31
(
12
)
17
4
(
19
)
26
1
(
16
)
低
vs
.高
98
(
23
)
15
0
(
24
)
15
0
(
28
)
39
8
(
25
)
低
vs
.中
少
し
自
信
が
あ
る
96
(
22
)
77
(
29
)
23
0
(
25
)
40
3
(
25
)
中
vs
.高
83
(
20
)
13
1
(
21
)
90
(
17
)
30
4
(
19
)
低
vs
.高
あ
ま
り
自
信
が
な
い
11
0
(
26
)
61
(
23
)
17
9
(
19
)
35
0
(
22
)
77
(
18
)
94
(
15
)
87
(
16
)
25
8
(
16
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
51
(
12
)
30
(
11
)
50
(
5
)
13
1
(
8
)
28
(
7
)
31
(
5
)
16
(
3
)
75
(
5
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
45
(
10
)
20
(
7
)
86
(
9
)
15
1
(
9
)
37
(
9
)
37
(
6
)
32
(
6
)
10
6
(
7
)
と
て
も
自
信
が
あ
る
36
(
8
)
20
(
7
)
11
8
(
13
)
17
4
(
11
)
＜
0.
00
1
54
(
13
)
10
6
(
17
)
10
1
(
19
)
26
1
(
16
)
0.
00
6
ま
あ
ま
あ
自
信
が
あ
る
54
(
13
)
28
(
10
)
16
1
(
17
)
24
3
(
15
)
低
vs
.高
86
(
20
)
11
8
(
19
)
12
7
(
23
)
33
1
(
21
)
低
vs
.高
少
し
自
信
が
あ
る
99
(
23
)
73
(
27
)
22
0
(
24
)
39
2
(
24
)
中
vs
.高
82
(
19
)
12
5
(
20
)
10
2
(
19
)
30
9
(
19
)
あ
ま
り
自
信
が
な
い
12
1
(
28
)
84
(
31
)
25
1
(
27
)
45
6
(
28
)
11
9
(
28
)
17
1
(
27
)
12
7
(
23
)
41
7
(
26
)
ほ
と
ん
ど
自
信
が
な
い
63
(
15
)
41
(
15
)
86
(
9
)
19
0
(
12
)
40
(
9
)
53
(
8
)
45
(
8
)
13
8
(
9
)
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
56
(
13
)
21
(
8
)
92
(
10
)
16
9
(
10
)
44
(
10
)
53
(
8
)
40
(
7
)
13
7
(
9
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
セ ル フ ・ エ フ ィ カ シ ー
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
(主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               62
表
18
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
食
生
活
の
主
観
的
規
範
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
と
て
も
そ
う
思
う
90
(
21
)
66
(
25
)
19
3
(
21
)
34
9
(
21
)
0.
06
8
10
2
(
24
)
14
1
(
23
)
12
3
(
23
)
36
6
(
23
)
0.
76
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
20
3
(
47
)
13
6
(
51
)
44
9
(
48
)
78
8
(
49
)
18
4
(
43
)
31
0
(
50
)
26
1
(
48
)
75
5
(
47
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
87
(
20
)
47
(
18
)
20
9
(
23
)
34
3
(
21
)
10
6
(
25
)
12
9
(
21
)
12
4
(
23
)
35
9
(
23
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
49
(
11
)
18
(
7
)
77
(
8
)
14
4
(
9
)
33
(
8
)
46
(
7
)
34
(
6
)
11
3
(
7
)
と
て
も
そ
う
思
う
81
(
19
)
60
(
22
)
19
1
(
21
)
33
2
(
20
)
0.
11
96
(
23
)
15
6
(
25
)
13
5
(
25
)
38
7
(
24
)
0.
64
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
23
0
(
54
)
15
0
(
56
)
52
1
(
56
)
90
1
(
55
)
23
6
(
56
)
33
3
(
53
)
29
8
(
55
)
86
7
(
54
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
82
(
19
)
44
(
16
)
15
4
(
17
)
28
0
(
17
)
74
(
17
)
10
0
(
16
)
88
(
16
)
26
2
(
16
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
36
(
8
)
13
(
5
)
62
(
7
)
11
1
(
7
)
19
(
4
)
37
(
6
)
21
(
4
)
77
(
5
)
と
て
も
そ
う
思
う
81
(
19
)
60
(
22
)
18
8
(
20
)
32
9
(
20
)
0.
02
1
10
0
(
24
)
15
7
(
25
)
14
1
(
26
)
39
8
(
25
)
0.
22
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
21
6
(
50
)
15
0
(
56
)
51
3
(
55
)
87
9
(
54
)
低
vs
.中
22
5
(
53
)
33
4
(
53
)
30
0
(
55
)
85
9
(
54
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
89
(
21
)
43
(
16
)
16
9
(
18
)
30
1
(
19
)
77
(
18
)
10
5
(
17
)
84
(
15
)
26
6
(
17
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
43
(
10
)
14
(
5
)
58
(
6
)
11
5
(
7
)
23
(
5
)
30
(
5
)
17
(
3
)
70
(
4
)
と
て
も
そ
う
思
う
77
(
18
)
52
(
19
)
17
6
(
19
)
30
5
(
19
)
0.
01
2
96
(
23
)
14
9
(
24
)
13
9
(
26
)
38
4
(
24
)
0.
14
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
20
5
(
48
)
15
0
(
56
)
51
8
(
56
)
87
3
(
54
)
低
vs
.高
22
6
(
53
)
32
9
(
53
)
29
7
(
55
)
85
2
(
53
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
10
2
(
24
)
49
(
18
)
17
3
(
19
)
32
4
(
20
)
81
(
19
)
11
3
(
18
)
88
(
16
)
28
2
(
18
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
45
(
10
)
16
(
6
)
61
(
7
)
12
2
(
8
)
22
(
5
)
35
(
6
)
18
(
3
)
75
(
5
)
と
て
も
そ
う
思
う
85
(
20
)
65
(
24
)
21
4
(
23
)
36
4
(
22
)
0.
02
4
10
9
(
26
)
17
3
(
28
)
17
3
(
32
)
45
5
(
29
)
0.
01
3
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
22
1
(
52
)
13
8
(
52
)
51
4
(
55
)
87
3
(
54
)
低
vs
.高
22
8
(
54
)
33
6
(
54
)
28
9
(
53
)
85
3
(
54
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
85
(
20
)
48
(
18
)
14
5
(
16
)
27
8
(
17
)
68
(
16
)
85
(
14
)
65
(
12
)
21
8
(
14
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
38
(
9
)
16
(
6
)
55
(
6
)
10
9
(
7
)
20
(
5
)
32
(
5
)
15
(
3
)
67
(
4
)
と
て
も
そ
う
思
う
75
(
17
)
55
(
21
)
18
3
(
20
)
31
3
(
19
)
0.
04
1
96
(
23
)
15
3
(
24
)
13
9
(
26
)
38
8
(
24
)
0.
38
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
19
9
(
46
)
12
7
(
48
)
48
0
(
52
)
80
6
(
50
)
低
vs
.高
21
6
(
51
)
31
7
(
51
)
27
4
(
51
)
80
7
(
51
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
10
5
(
24
)
67
(
25
)
18
2
(
20
)
35
4
(
22
)
84
(
20
)
11
2
(
18
)
10
4
(
19
)
30
0
(
19
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
50
(
12
)
18
(
7
)
83
(
9
)
15
1
(
9
)
29
(
7
)
44
(
7
)
25
(
5
)
98
(
6
)
と
て
も
そ
う
思
う
63
(
15
)
47
(
18
)
17
1
(
18
)
28
1
(
17
)
0.
01
4
74
(
17
)
13
7
(
22
)
12
3
(
23
)
33
4
(
21
)
0.
20
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
20
4
(
48
)
13
6
(
51
)
46
9
(
51
)
80
9
(
50
)
低
vs
.高
21
7
(
51
)
29
7
(
47
)
26
3
(
49
)
77
7
(
49
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
10
9
(
25
)
67
(
25
)
21
2
(
23
)
38
8
(
24
)
10
5
(
25
)
14
5
(
23
)
12
9
(
24
)
37
9
(
24
)
ま
っ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
53
(
12
)
17
(
6
)
76
(
8
)
14
6
(
9
)
29
(
7
)
47
(
8
)
27
(
5
)
10
3
(
6
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
主 観 的 規 範
ご
飯
（め
し
，
米
料
理
）を
1日
に
2回
以
上
食
べ
る
魚
料
理
を
肉
料
理
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
る
，
魚
料
理
を
多
く
食
べ
る
主
食
，
主
菜
，
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
1日
2回
以
上
食
べ
る
副
菜
(主
に
野
菜
や
い
も
を
主
原
料
と
し
た
料
理
）を
1日
に
2
回
以
上
食
べ
る
緑
の
濃
い
野
菜
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
牛
乳
・乳
製
品
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
果
物
を
1日
に
1回
以
上
食
べ
る
               63
表
19
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
強
く
そ
う
思
う
86
(
20
)
46
(
17
)
23
5
(
25
)
36
7
(
23
)
0.
05
7
10
2
(
24
)
15
3
(
24
)
12
4
(
23
)
37
9
(
24
)
0.
11
ま
あ
そ
う
思
う
24
2
(
56
)
15
7
(
59
)
48
8
(
53
)
88
7
(
55
)
23
4
(
55
)
39
3
(
63
)
34
1
(
63
)
96
8
(
61
)
ど
ち
ら
で
も
な
い
79
(
18
)
52
(
19
)
15
9
(
17
)
29
0
(
18
)
64
(
15
)
60
(
10
)
58
(
11
)
18
2
(
11
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
14
(
3
)
8
(
3
)
34
(
4
)
56
(
3
)
17
(
4
)
13
(
2
)
15
(
3
)
45
(
3
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
8
(
2
)
4
(
1
)
12
(
1
)
24
(
1
)
8
(
2
)
7
(
1
)
4
(
1
)
19
(
1
)
強
く
そ
う
思
う
47
(
11
)
32
(
12
)
13
7
(
15
)
21
6
(
13
)
0.
00
4
40
(
9
)
78
(
12
)
66
(
12
)
18
4
(
12
)
0.
01
2
ま
あ
そ
う
思
う
22
1
(
52
)
13
3
(
50
)
50
6
(
55
)
86
0
(
53
)
低
vs
.高
23
3
(
55
)
36
4
(
58
)
32
5
(
60
)
92
2
(
58
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
12
9
(
30
)
84
(
31
)
23
9
(
26
)
45
2
(
28
)
11
0
(
26
)
14
6
(
23
)
10
9
(
20
)
36
5
(
23
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
23
(
5
)
13
(
5
)
35
(
4
)
71
(
4
)
37
(
9
)
31
(
5
)
38
(
7
)
10
6
(
7
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
9
(
2
)
5
(
2
)
11
(
1
)
25
(
2
)
5
(
1
)
7
(
1
)
4
(
1
)
16
(
1
)
強
く
そ
う
思
う
29
(
7
)
18
(
7
)
92
(
10
)
13
9
(
9
)
0.
00
1
13
(
3
)
34
(
5
)
35
(
6
)
82
(
5
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
17
6
(
41
)
12
2
(
46
)
44
8
(
48
)
74
6
(
46
)
低
vs
.高
15
3
(
36
)
28
9
(
46
)
27
9
(
51
)
72
1
(
45
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
18
3
(
43
)
10
2
(
38
)
31
5
(
34
)
60
0
(
37
)
20
3
(
48
)
23
0
(
37
)
16
4
(
30
)
59
7
(
37
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
31
(
7
)
20
(
7
)
60
(
6
)
11
1
(
7
)
49
(
12
)
64
(
10
)
56
(
10
)
16
9
(
11
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
10
(
2
)
5
(
2
)
13
(
1
)
28
(
2
)
7
(
2
)
9
(
1
)
8
(
1
)
24
(
2
)
強
く
そ
う
思
う
22
(
5
)
14
(
5
)
87
(
9
)
12
3
(
8
)
0.
00
1
14
(
3
)
46
(
7
)
48
(
9
)
10
8
(
7
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
18
5
(
43
)
13
1
(
49
)
45
0
(
48
)
76
6
(
47
)
低
vs
.高
17
9
(
42
)
32
1
(
51
)
29
6
(
55
)
79
6
(
50
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
16
8
(
39
)
92
(
34
)
29
7
(
32
)
55
7
(
34
)
15
5
(
36
)
18
6
(
30
)
14
3
(
26
)
48
4
(
30
)
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
37
(
9
)
25
(
9
)
74
(
8
)
13
6
(
8
)
67
(
16
)
57
(
9
)
50
(
9
)
17
4
(
11
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
17
(
4
)
5
(
2
)
20
(
2
)
42
(
3
)
10
(
2
)
16
(
3
)
5
(
1
)
31
(
2
)
強
く
そ
う
思
う
25
(
6
)
18
(
7
)
86
(
9
)
12
9
(
8
)
0.
00
1
16
(
4
)
41
(
7
)
41
(
8
)
98
(
6
)
＜
0.
00
1
ま
あ
そ
う
思
う
16
9
(
39
)
11
2
(
42
)
43
3
(
47
)
71
4
(
44
)
低
vs
.高
17
1
(
40
)
32
3
(
52
)
30
0
(
55
)
79
4
(
50
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
で
も
な
い
17
9
(
42
)
11
2
(
42
)
31
0
(
33
)
60
1
(
37
)
17
4
(
41
)
19
6
(
31
)
14
9
(
27
)
51
9
(
33
)
低
vs
.高
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
39
(
9
)
19
(
7
)
80
(
9
)
13
8
(
8
)
52
(
12
)
56
(
9
)
47
(
9
)
15
5
(
10
)
全
く
そ
う
思
わ
な
い
17
(
4
)
6
(
2
)
19
(
2
)
42
(
3
)
12
(
3
)
10
(
2
)
5
(
1
)
27
(
2
)
H
L
得
点
平
均
¶
中
央
値
（四
分
位
範
囲
）
3.
6
3.
8
4.
0
3.
8
0.
00
1
3.
6
3.
8
4.
0
3.
8
＜
0.
00
1
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
¶ 回
答
肢
の
「全
く
そ
う
思
わ
な
い
（1
点
）」
、
「あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（2
点
）」
、
「ど
ち
ら
で
も
な
い
（3
点
）」
、
「ま
あ
そ
う
思
う
（4
点
）」
、
「強
く
そ
う
思
う
（5
点
）」
の
5段
階
で
配
点
し
、
H
L
尺
度
の
尺
度
得
点
は
平
均
得
点
（範
囲
：1
～
5点
）を
尺
度
得
点
と
し
た
。
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
(3
.4
-4
.0
)
(3
.2
-4
.0
)
n＝
42
9
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
(3
.0
-4
.0
)
(3
.2
-4
.0
)
(3
.2
-4
.2
)
(3
.0
-4
.0
)
(3
.0
-4
.0
)
(3
.2
-4
.0
)
ヘ ル ス リ テ ラ シ ー
新
聞
，
本
，
テ
レ
ビ
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
，
い
ろ
い
ろ
な
情
報
源
か
ら
情
報
を
集
め
ら
れ
る
た
く
さ
ん
あ
る
情
報
の
中
か
ら
，
自
分
の
求
め
る
情
報
を
選
び
出
せ
る
情
報
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る
か
を
判
断
で
き
る
情
報
を
理
解
し
，
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
改
善
の
た
め
の
計
画
や
行
動
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
男
性
女
性
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表
20
　
性
別
，
最
終
学
歴
別
に
お
け
る
周
囲
か
ら
の
支
援
お
よ
び
食
環
境
質
問
項
目
回
答
†
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
人
数
(
％
)
p値
い
つ
も
協
力
的
10
8
(
25
)
78
(
29
)
32
5
(
35
)
51
1
(
31
)
＜
0.
00
1
10
0
(
24
)
16
6
(
27
)
17
3
(
32
)
43
9
(
28
)
0.
00
3
と
き
ど
き
協
力
的
17
0
(
40
)
11
4
(
43
)
38
1
(
41
)
66
5
(
41
)
低
vs
.高
17
9
(
42
)
28
4
(
45
)
22
8
(
42
)
69
1
(
43
)
低
vs
.高
あ
ま
り
協
力
的
で
は
な
い
88
(
21
)
46
(
17
)
13
6
(
15
)
27
0
(
17
)
10
0
(
24
)
11
3
(
18
)
99
(
18
)
31
2
(
20
)
ま
っ
た
く
協
力
的
で
は
な
い
63
(
15
)
29
(
11
)
86
(
9
)
17
8
(
11
)
46
(
11
)
63
(
10
)
42
(
8
)
15
1
(
9
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
32
(
7
)
35
(
13
)
12
3
(
13
)
19
0
(
12
)
＜
0.
00
1
46
(
11
)
85
(
14
)
95
(
18
)
22
6
(
14
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
14
8
(
34
)
85
(
32
)
37
2
(
40
)
60
5
(
37
)
低
vs
.高
16
8
(
40
)
30
1
(
48
)
25
3
(
47
)
72
2
(
45
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
16
4
(
38
)
10
3
(
39
)
28
3
(
30
)
55
0
(
34
)
14
2
(
33
)
15
7
(
25
)
13
1
(
24
)
43
0
(
27
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
44
(
10
)
26
(
10
)
85
(
9
)
15
5
(
10
)
53
(
12
)
58
(
9
)
42
(
8
)
15
3
(
10
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
41
(
10
)
18
(
7
)
65
(
7
)
12
4
(
8
)
16
(
4
)
25
(
4
)
21
(
4
)
62
(
4
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
20
(
5
)
18
(
7
)
61
(
7
)
99
(
6
)
0.
00
2
25
(
6
)
42
(
7
)
47
(
9
)
11
4
(
7
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
90
(
21
)
59
(
22
)
27
9
(
30
)
42
8
(
26
)
低
vs
.高
11
5
(
27
)
19
2
(
31
)
19
5
(
36
)
50
2
(
32
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
21
0
(
49
)
13
7
(
51
)
38
6
(
42
)
73
3
(
45
)
18
6
(
44
)
26
0
(
42
)
21
1
(
39
)
65
7
(
41
)
中
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
62
(
14
)
32
(
12
)
12
7
(
14
)
22
1
(
14
)
58
(
14
)
81
(
13
)
66
(
12
)
20
5
(
13
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
47
(
11
)
21
(
8
)
75
(
8
)
14
3
(
9
)
41
(
10
)
51
(
8
)
23
(
4
)
11
5
(
7
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
19
(
4
)
21
(
8
)
76
(
8
)
11
6
(
7
)
＜
0.
00
1
27
(
6
)
65
(
10
)
63
(
12
)
15
5
(
10
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
13
9
(
32
)
78
(
29
)
37
3
(
40
)
59
0
(
36
)
低
vs
.高
17
0
(
40
)
27
7
(
44
)
27
1
(
50
)
71
8
(
45
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
19
5
(
45
)
11
7
(
44
)
34
3
(
37
)
65
5
(
40
)
中
vs
.高
17
2
(
40
)
19
9
(
32
)
15
3
(
28
)
52
4
(
33
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
42
(
10
)
38
(
14
)
83
(
9
)
16
3
(
10
)
35
(
8
)
55
(
9
)
38
(
7
)
12
8
(
8
)
中
vs
.高
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
34
(
8
)
13
(
5
)
53
(
6
)
10
0
(
6
)
21
(
5
)
30
(
5
)
17
(
3
)
68
(
4
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
54
(
13
)
37
(
14
)
16
1
(
17
)
25
2
(
16
)
＜
0.
00
1
74
(
17
)
14
3
(
23
)
14
9
(
27
)
36
6
(
23
)
＜
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
12
0
(
28
)
66
(
25
)
31
3
(
34
)
49
9
(
31
)
低
vs
.高
12
2
(
29
)
22
3
(
36
)
19
6
(
36
)
54
1
(
34
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
15
0
(
35
)
10
0
(
37
)
27
0
(
29
)
52
0
(
32
)
中
vs
.高
11
5
(
27
)
11
3
(
18
)
94
(
17
)
32
2
(
20
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
56
(
13
)
38
(
14
)
10
9
(
12
)
20
3
(
13
)
64
(
15
)
73
(
12
)
55
(
10
)
19
2
(
12
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
49
(
11
)
26
(
10
)
75
(
8
)
15
0
(
9
)
50
(
12
)
74
(
12
)
48
(
9
)
17
2
(
11
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
16
(
4
)
16
(
6
)
51
(
5
)
83
(
5
)
0.
00
6
17
(
4
)
36
(
6
)
42
(
8
)
95
(
6
)
0.
00
1
や
や
当
て
は
ま
る
87
(
20
)
53
(
20
)
24
7
(
27
)
38
7
(
24
)
低
vs
.高
11
4
(
27
)
21
6
(
35
)
19
9
(
37
)
52
9
(
33
)
低
vs
.高
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
19
0
(
44
)
12
9
(
48
)
38
5
(
41
)
70
4
(
43
)
19
8
(
47
)
23
6
(
38
)
19
7
(
36
)
63
1
(
40
)
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
74
(
17
)
42
(
16
)
14
6
(
16
)
26
2
(
16
)
64
(
15
)
87
(
14
)
76
(
14
)
22
7
(
14
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
62
(
14
)
27
(
10
)
99
(
11
)
18
8
(
12
)
32
(
8
)
51
(
8
)
28
(
5
)
11
1
(
7
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
15
(
3
)
15
(
6
)
49
(
5
)
79
(
5
)
0.
00
7
20
(
5
)
33
(
5
)
32
(
6
)
85
(
5
)
0.
00
4
や
や
当
て
は
ま
る
88
(
21
)
55
(
21
)
26
3
(
28
)
40
6
(
25
)
低
vs
.高
10
5
(
25
)
20
5
(
33
)
18
6
(
34
)
49
6
(
31
)
低
vs
.中
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
22
9
(
53
)
14
3
(
54
)
42
7
(
46
)
79
9
(
49
)
20
8
(
49
)
27
7
(
44
)
22
6
(
42
)
71
1
(
45
)
低
vs
.高
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
56
(
13
)
34
(
13
)
12
8
(
14
)
21
8
(
13
)
63
(
15
)
76
(
12
)
74
(
14
)
21
3
(
13
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
41
(
10
)
20
(
7
)
61
(
7
)
12
2
(
8
)
29
(
7
)
35
(
6
)
24
(
4
)
88
(
6
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
11
(
3
)
11
(
4
)
45
(
5
)
67
(
4
)
0.
05
8
23
(
5
)
37
(
6
)
44
(
8
)
10
4
(
7
)
0.
44
や
や
当
て
は
ま
る
78
(
18
)
45
(
17
)
21
2
(
23
)
33
5
(
21
)
10
2
(
24
)
19
4
(
31
)
14
3
(
26
)
43
9
(
28
)
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
21
6
(
50
)
14
1
(
53
)
41
9
(
45
)
77
6
(
48
)
20
2
(
48
)
23
8
(
38
)
22
6
(
42
)
66
6
(
42
)
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
64
(
15
)
38
(
14
)
15
1
(
16
)
25
3
(
16
)
62
(
15
)
97
(
15
)
83
(
15
)
24
2
(
15
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
60
(
14
)
32
(
12
)
10
1
(
11
)
19
3
(
12
)
36
(
8
)
60
(
10
)
46
(
8
)
14
2
(
9
)
非
常
に
よ
く
当
て
は
ま
る
12
(
3
)
15
(
6
)
42
(
5
)
69
(
4
)
0.
59
21
(
5
)
24
(
4
)
29
(
5
)
74
(
5
)
0.
41
や
や
当
て
は
ま
る
79
(
18
)
39
(
15
)
17
9
(
19
)
29
7
(
18
)
74
(
17
)
12
9
(
21
)
96
(
18
)
29
9
(
19
)
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
15
8
(
37
)
11
1
(
42
)
29
6
(
32
)
56
5
(
35
)
14
8
(
35
)
16
8
(
27
)
15
3
(
28
)
46
9
(
29
)
や
や
当
て
は
ま
ら
な
い
70
(
16
)
44
(
16
)
15
7
(
17
)
27
1
(
17
)
75
(
18
)
11
5
(
18
)
11
4
(
21
)
30
4
(
19
)
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
11
0
(
26
)
58
(
22
)
25
4
(
27
)
42
2
(
26
)
10
7
(
25
)
19
0
(
30
)
15
0
(
28
)
44
7
(
28
)
† 未
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
扱
い
，
解
析
ご
と
に
除
外
し
た
．
な
お
，
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
の
割
合
は
，
未
回
答
者
を
除
い
た
割
合
を
示
し
た
．
‡ 最
終
学
歴
差
は
名
義
尺
度
に
χ
2 検
定
，
順
序
尺
度
に
K
ru
sk
al
-W
al
lis
の
検
定
を
用
い
た
．
§
最
終
学
歴
区
分
は
，
低
：中
学
・高
校
，
中
：高
専
・専
門
・短
大
，
高
：大
学
・大
学
院
と
し
た
．
|| B
on
fe
rr
on
iの
補
正
を
用
い
て
順
序
尺
度
に
お
い
て
は
M
an
n-
W
hi
tn
ey
の
U
検
定
，
名
義
尺
度
に
お
い
て
は
χ
2 検
定
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
（p
<0
.0
16
6=
0.
05
/3
）．
最
終
学
歴
差
‡§
||
男
性
女
性
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
最
終
学
歴
差
‡§
||
高
校
・中
学
高
専
・専
門
学
校
・短
大
大
学
院
・大
学
全
体
n＝
26
7
n＝
92
8
n＝
16
24
n＝
42
5
n＝
62
6
n＝
52
4
n＝
15
93
情 報 へ の ア ク セ ス
家
族
や
友
人
か
ら
，
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
身
近
な
飲
食
店
や
食
品
売
り
場
，
外
食
施
設
な
ど
は
，
カ
ロ
リ
ー
な
ど
の
栄
養
成
分
表
示
が
整
っ
て
い
る
周 囲 か ら
の 支 援
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
家
族
や
周
囲
の
人
は
協
力
的
か
食 物 へ の ア ク セ ス
あ
な
た
の
家
庭
で
は
い
つ
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
身
近
な
飲
食
店
や
食
料
品
売
り
場
，
職
場
の
給
食
施
設
，
食
堂
な
ど
で
は
，
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
得
て
い
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
物
が
適
当
な
値
段
で
入
手
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
日
常
の
買
い
物
は
自
宅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
範
囲
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
n＝
42
9
食 の ソ ー シ ャ ル
キ ャ ピ タ ル
こ
の
地
域
で
は
，
食
の
文
化
や
伝
統
，
季
節
性
な
ど
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
こ
の
地
域
で
は
，
お
裾
分
け
な
ど
，
お
互
い
に
食
べ
物
を
気
軽
に
交
換
し
合
う
関
係
が
あ
る
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表21　対象者の属性および健康行動
n＝ 3217 n＝ 1624 n＝ 1593
質問項目 回答† 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
性 男性 1624 50.5
女性 1593 49.5
年齢 30歳代 1098 34.1 557 34.3 541 34.0
40歳代 1145 35.6 583 35.9 562 35.3
50歳代 974 30.3 484 29.8 490 30.8
婚姻状況 結婚していない（未婚・離死別） 1310 40.7 770 47.4 540 33.9
結婚している 1907 59.3 854 52.6 1053 66.1
居住形態 一人暮らし 587 18.2 383 23.6 204 12.8
それ以外 2630 81.8 1241 76.4 1389 87.2
就業あり 2308 73.6 1405 88.9 903 58.0
就業なし 829 26.4 175 11.1 654 42.0
世帯収入 300万円未満 1035 32.2 530 32.6 505 31.7
300～700万円未満 1315 40.9 653 40.2 662 41.6
700万円以上 867 27.0 441 27.2 426 26.7
最終学歴 中学・高校 854 26.5 429 26.4 425 26.7
専門学校・高専・短大 893 27.8 267 16.4 626 39.3
大学・大学院 1470 45.7 928 57.1 524 34.0
喫煙習慣 すっていない
（以前から全くすわない／1年以上前にやめた／1年以内にやめた） 2552 79.3 1171 72.1 1381 86.7
すっている
（1本以上） 665 20.7 453 27.9 212 13.3
飲酒習慣 飲んでいない
（ほとんど飲まない／飲めない／1年以上前にやめた） 1242 38.6 452 27.8 790 49.6
飲んでいる
（月に1～3日／週1～2日／週3～4日／週5～6日／毎日） 1975 61.4 1172 72.2 803 50.4
†未回答は欠損値として扱い，解析ごとに除外した．なお，質問項目に対する回答人数の割合は，未回答者を除いた割合を示した．
‡就業の有無におけるありの内訳は，会社員・役員／自営業／専門職／公務員／パート／アルバイト／フリーター，就業なしの内訳は学生／専業主
婦・専業主夫／無職・定年退職である．
全体 男性 女性
属
性
就業の有無‡
健
康
行
動
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表22　対象者の食行動の分布
n＝ 3217 n＝ 1624 n＝ 1593
質問項目 回答† 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
とても気をつけている／まあまあ気をつけ
ている／少し気をつけている 2367 73.6 1096 67.5 1271 79.8
あまり気をつけていない／ほとんど気をつ
けていない／まったく気をつけていない 850 26.4 528 32.5 528 20.2
いつもしている／ときどきしている 1486 46.2 644 39.7 842 52.9
あまりしていない／まったくしていない 1731 53.8 980 60.3 751 47.1
朝食摂取頻度 ほぼ毎日 2180 67.8 996 61.3 1184 74.3
週に4，5日／週に2，3日／週に1日程度
／ほとんど食べない 1037 32.2 628 38.7 409 25.7
朝食共食頻度 ほぼ毎日 927 28.8 362 22.3 565 35.5
週に4，5日／週に2，3日／週に1日程度
／ほとんど食べない 2290 71.2 1262 77.7 1028 64.5
夕食共食頻度 ほぼ毎日 1404 43.6 541 33.3 863 54.2
週に4，5日／週に2，3日／週に1日程度
／ほとんど食べない 1813 56.4 1083 66.7 730 45.8
いつもしている／ときどきしている 1496 46.5 621 38.2 875 54.9
あまりしていない／まったくしていない 1721 53.5 1003 61.8 718 45.1
いつもしている／ときどきしている 1361 42.3 551 33.9 810 50.8
あまりしていない／まったくしていない 1856 57.7 1073 66.1 783 49.2
†未回答は欠損値として扱い，解析ごとに除外した．なお，質問項目に対する回答人数の割合は，未回答者を除いた割合を示した．
食
情
報
交
換
・
活
用
行
動
食料品を買うときや外食の時，店内の表
示やメニューのカロリー等の栄養成分表
示を参考にしていますか
食卓で家族や仲間と食事や料理，栄養
のことなどについて話をすることがありま
すか
全体 男性 女性
食
に
関
す
る
行
動
あなたは普段，自分の健康のために栄
養や食事について実際に気をつけてい
ますか
食
べ
る
行
動
毎日，野菜料理をたっぷり（1日小鉢5
皿，350g程度）食べていますか
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表23　食行動（7項目）と世帯収入および最終学歴の関連（二項ロジスティック回帰分析）
回答† p値 回答† p値
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
1.43 ( 1.16 - 1.75 ) 0.001 専門・高専・短大 1.37 ( 1.10 - 1.71 ) 0.006
700万円以上 1.98 ( 1.55 - 2.54 ) ＜0.001 大学・大学院 1.68 ( 1.37 - 2.05 ) ＜0.001
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
1.52 ( 1.25 - 1.83 ) ＜0.001 専門・高専・短大 1.22 ( 1.00 - 1.50 ) 0.049
700万円以上 1.79 ( 1.44 - 2.22 ) ＜0.001 大学・大学院 1.73 ( 1.43 - 2.08 ) ＜0.001
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
1.10 ( 0.90 - 1.34 ) 0.35 専門・高専・短大 0.99 ( 0.80 - 1.23 ) 0.95
700万円以上 0.94 ( 0.75 - 1.18 ) 0.59 大学・大学院 1.14 ( 0.94 - 1.39 ) 0.18
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
0.87 ( 0.70 - 1.08 ) 0.20 専門・高専・短大 1.01 ( 0.81 - 1.27 ) 0.93
700万円以上 0.73 ( 0.58 - 0.94 ) 0.012 大学・大学院 1.25 ( 1.01 - 1.54 ) 0.039
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
0.76 ( 0.62 - 0.94 ) 0.011 専門・高専・短大 0.89 ( 0.72 - 1.11 ) 0.31
700万円以上 0.51 ( 0.40 - 0.65 ) ＜0.001 大学・大学院 0.93 ( 0.76 - 1.14 ) 0.49
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
1.24 ( 1.03 - 1.50 ) 0.022 専門・高専・短大 1.18 ( 0.96 - 1.44 ) 0.11
700万円以上 1.63 ( 1.31 - 2.02 ) ＜0.001 大学・大学院 1.63 ( 1.35 - 1.96 ) ＜0.001
300万円未満 1.00 中学・高校 1.00
300～700万円未
満
1.10 ( 0.91 - 1.34 ) 0.33 専門・高専・短大 1.20 ( 0.98 - 1.48 ) 0.078
700万円以上 1.47 ( 1.18 - 1.83 ) 0.001 大学・大学院 1.69 ( 1.39 - 2.05 ) ＜0.001
†未回答は欠損値として扱い，解析ごとに除外した．
‡従属変数の食行動7項目は回答の分布を確認し，良好な回答を1，それ以外の回答を0とした．
従属変数‡
§独立変数はそれぞれ世帯収入，最終学歴とした．調整変数はいずれのモデルでも性，年齢区分，婚姻状況，同居形態，就業の有無
とした．¶OR（95％CI）：オッズ比（95％信頼区間）．世帯収入は300万円未満，最終学歴は中学・高校を基準とし，オッズ比が1より大きい
場合は各食行動が良好であることを示している．
食
事
に
気
を
つ
け
る
行
動
野
菜
摂
取
朝
食
摂
取
頻
度
朝
食
共
食
頻
度
夕
食
共
食
頻
度
栄
養
成
分
表
示
活
用
食
卓
で
の
会
話
世帯収入
　OR（95％CI）¶
最終学歴
　OR（95％CI）¶
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質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
32
0
(
86
)
37
9
(
55
)
3.
00
(
2.
10
-
4.
29
)
＜
0.
00
1
3.
01
(
2.
08
-
4.
36
)
＜
0.
00
1
2.
87
(
1.
97
-
4.
19
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
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け
て
い
な
い
54
(
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)
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(
45
)
ほ
ぼ
毎
日
26
1
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)
39
6
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)
0.
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38
)
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0.
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(
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65
-
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13
)
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36
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0.
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週
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／
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2，
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程
度
／
ほ
と
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ど
食
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な
い
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ほ
ぼ
毎
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3
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)
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44
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)
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11
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(
1.
03
-
2.
61
)
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9
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65
(
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02
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65
)
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04
0
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4，
5日
／
週
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2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
25
1
(
67
)
56
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(
82
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ぼ
毎
日
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1
(
51
)
22
7
(
33
)
1.
47
(
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01
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13
)
0.
04
5
1.
43
(
0.
93
-
2.
21
)
0.
10
1.
47
(
0.
95
-
2.
29
)
0.
09
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
18
3
(
49
)
45
7
(
67
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
23
1
(
62
)
19
3
(
28
)
2.
25
(
1.
65
-
3.
06
)
＜
0.
00
1
2.
29
(
1.
66
-
3.
16
)
＜
0.
00
1
2.
35
(
1.
69
-
3.
26
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
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3
(
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)
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1
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72
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つ
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／
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き
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(
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＜
0.
00
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＜
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＜
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1
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ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
14
5
(
39
)
55
7
(
81
)
† 質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
と
割
合
を
示
し
た
．
‡ モ
デ
ル
1は
全
て
の
独
立
変
数
を
同
時
に
投
入
し
，
食
行
動
間
の
影
響
を
調
整
し
た
．
モ
デ
ル
2の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
と
し
，
モ
デ
ル
3の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
，
最
終
学
歴
と
し
た
．
§
O
R
（9
5％
C
I）
：オ
ッ
ズ
比
（9
5％
信
頼
区
間
）．
そ
れ
以
外
の
回
答
を
オ
ッ
ズ
比
1と
し
，
オ
ッ
ズ
比
が
1よ
り
大
き
い
場
合
は
野
菜
の
摂
取
行
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
¶ モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
os
m
er
-L
am
es
ho
w
の
検
定
で
，
モ
デ
ル
1：
p
＝
0.
04
2，
モ
デ
ル
2：
p＝
0.
14
2，
モ
デ
ル
3：
p＝
0.
51
1で
あ
っ
た
．
表
24
　
世
帯
収
入
30
0万
円
未
満
に
お
け
る
野
菜
摂
取
と
他
の
食
行
動
と
の
関
連
（二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
）
独
立
変
数
従
属
変
数
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）食
べ
て
い
ま
す
か
†
モ
デ
ル
１
‡¶
モ
デ
ル
2‡
¶
モ
デ
ル
3‡
¶
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
n＝
37
4
n＝
68
4
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
な
い
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
1
1
1
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
1
1
1
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
1
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
1
1
11
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
1
1
1
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質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
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1
(
89
)
41
6
(
61
)
3.
08
(
2.
24
-
4.
23
)
＜
0.
00
1
3.
09
(
2.
24
-
4.
26
)
＜
0.
00
1
3.
06
(
2.
21
-
4.
24
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
71
(
11
)
27
0
(
39
)
ほ
ぼ
毎
日
50
3
(
77
)
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1
(
64
)
1.
10
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0.
82
-
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49
)
0.
53
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08
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0.
79
-
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47
)
0.
63
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04
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76
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41
)
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週
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5日
／
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3日
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程
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／
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と
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毎
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0.
74
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)
0.
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1.
02
(
0.
76
-
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37
)
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週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
29
6
(
45
)
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(
58
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い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
41
3
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63
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(
29
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1.
74
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＜
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77
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＜
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あ
ま
り
／
ま
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い
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／
と
き
ど
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く
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て
い
な
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† 質
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‡ モ
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質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
45
0
(
92
)
26
1
(
68
)
3.
82
(
2.
47
-
5.
91
)
＜
0.
00
1
3.
92
(
2.
50
-
6.
13
)
＜
0.
00
1
3.
87
(
2.
47
-
6.
07
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
37
(
8
)
12
5
(
32
)
ほ
ぼ
毎
日
34
9
(
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)
25
7
(
67
)
0.
86
(
0.
59
-
1.
25
)
0.
43
0.
76
(
0.
52
-
1.
12
)
0.
17
0.
76
(
0.
52
-
1.
12
)
0.
17
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
13
8
(
28
)
12
9
(
33
)
ほ
ぼ
毎
日
17
5
(
36
)
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(
25
)
1.
49
(
1.
01
-
2.
20
)
0.
04
6
1.
48
(
0.
99
-
2.
20
)
0.
05
6
1.
46
(
0.
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-
2.
18
)
0.
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5
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
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2
(
64
)
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0
(
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)
ほ
ぼ
毎
日
21
8
(
45
)
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3
(
37
)
0.
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(
0.
67
-
1.
32
)
0.
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0.
77
(
0.
54
-
1.
12
)
0.
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0.
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(
0.
54
-
1.
13
)
0.
18
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
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9
(
55
)
24
3
(
63
)
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つ
も
／
と
き
ど
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し
て
い
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2
(
70
)
13
4
(
35
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2.
47
(
1.
79
-
3.
41
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＜
0.
00
1
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1.
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-
3.
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)
＜
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00
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3.
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＜
0.
00
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ま
り
／
ま
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く
し
て
い
な
い
14
5
(
30
)
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2
(
65
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つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
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6
(
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)
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1
(
29
)
3.
74
(
2.
70
-
5.
19
)
＜
0.
00
1
3.
65
(
2.
62
-
5.
10
)
＜
0.
00
1
3.
62
(
2.
59
-
5.
07
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
14
1
(
29
)
27
5
(
71
)
† 質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
と
割
合
を
示
し
た
．
‡ モ
デ
ル
1は
全
て
の
独
立
変
数
を
同
時
に
投
入
し
，
食
行
動
間
の
影
響
を
調
整
し
た
．
モ
デ
ル
2の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
と
し
，
モ
デ
ル
3の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
，
最
終
学
歴
と
し
た
．
§
O
R
（9
5％
C
I）
：オ
ッ
ズ
比
（9
5％
信
頼
区
間
）．
そ
れ
以
外
の
回
答
を
オ
ッ
ズ
比
1と
し
，
オ
ッ
ズ
比
が
1よ
り
大
き
い
場
合
は
野
菜
の
摂
取
行
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
¶ モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
os
m
er
-L
am
es
ho
w
の
検
定
で
，
モ
デ
ル
1：
p
＝
0.
27
1，
モ
デ
ル
2：
p＝
0.
44
0，
モ
デ
ル
3：
p＝
0.
42
9で
あ
っ
た
．
表
26
　
世
帯
収
入
70
0万
円
以
上
に
お
け
る
野
菜
摂
取
と
他
の
食
行
動
と
の
関
連
（二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
）
独
立
変
数
従
属
変
数
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）食
べ
て
い
ま
す
か
†
モ
デ
ル
１
‡¶
モ
デ
ル
2‡
¶
モ
デ
ル
3‡
¶
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
n＝
48
7
n＝
38
6
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
な
い
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
1
1
1
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
1
1
1
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
1
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
1
1
11
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
1
1
1
               71
質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
27
1
(
84
)
29
3
(
55
)
2.
55
(
1.
75
-
3.
72
)
＜
0.
00
1
2.
70
(
1.
83
-
3.
97
)
＜
0.
00
1
2.
57
(
1.
74
-
3.
79
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
52
(
16
)
23
8
(
45
)
ほ
ぼ
毎
日
24
6
(
76
)
31
9
(
60
)
1.
19
(
0.
81
-
1.
75
)
0.
38
1.
14
(
0.
77
-
1.
70
)
0.
51
1.
12
(
0.
75
-
1.
67
)
0.
57
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
77
(
24
)
21
2
(
40
)
ほ
ぼ
毎
日
12
3
(
38
)
10
8
(
20
)
1.
88
(
1.
22
-
2.
89
)
0.
00
4
1.
89
(
1.
22
-
2.
94
)
0.
00
5
1.
96
(
1.
26
-
3.
06
)
0.
00
3
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
20
0
(
62
)
42
3
(
80
)
ほ
ぼ
毎
日
17
9
(
55
)
21
9
(
41
)
1.
13
(
0.
78
-
1.
64
)
0.
51
1.
04
(
0.
70
-
1.
55
)
0.
84
1.
09
(
0.
73
-
1.
63
)
0.
67
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
14
4
(
45
)
31
2
(
59
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
19
9
(
62
)
13
4
(
25
)
2.
66
(
1.
89
-
3.
74
)
＜
0.
00
1
2.
70
(
1.
90
-
3.
82
)
＜
0.
00
1
2.
70
(
1.
90
-
3.
83
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
12
4
(
38
)
39
7
(
75
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
18
9
(
59
)
10
6
(
20
)
2.
92
(
2.
06
-
4.
13
)
＜
0.
00
1
2.
76
(
1.
93
-
3.
95
)
＜
0.
00
1
2.
81
(
1.
96
-
4.
04
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
13
4
(
41
)
42
5
(
80
)
† 質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
と
割
合
を
示
し
た
．
‡ モ
デ
ル
1は
全
て
の
独
立
変
数
を
同
時
に
投
入
し
，
食
行
動
間
の
影
響
を
調
整
し
た
．
モ
デ
ル
2の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
と
し
，
モ
デ
ル
3の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
，
世
帯
収
入
と
し
た
．
§
O
R
（9
5％
C
I）
：オ
ッ
ズ
比
（9
5％
信
頼
区
間
）．
そ
れ
以
外
の
回
答
を
オ
ッ
ズ
比
1と
し
，
オ
ッ
ズ
比
が
1よ
り
大
き
い
場
合
は
野
菜
の
摂
取
行
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
¶ モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
os
m
er
-L
am
es
ho
w
の
検
定
で
，
モ
デ
ル
1：
p
＝
0.
30
4，
モ
デ
ル
2：
p＝
0.
32
3，
モ
デ
ル
3：
p＝
0.
13
0で
あ
っ
た
．
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
1
1
11
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
1
1
1
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
1
1
1
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
1
1
1
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
1
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
n＝
32
3
n＝
53
1
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
な
い
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
表
27
　
最
終
学
歴
中
学
・高
校
に
お
け
る
野
菜
摂
取
と
他
の
食
行
動
と
の
関
連
（二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
）
独
立
変
数
従
属
変
数
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）食
べ
て
い
ま
す
か
†
モ
デ
ル
１
‡¶
モ
デ
ル
2‡
¶
モ
デ
ル
3‡
¶
               72
質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
38
1
(
90
)
30
0
(
64
)
2.
79
(
1.
85
-
4.
20
)
＜
0.
00
1
2.
90
(
1.
90
-
4.
44
)
＜
0.
00
1
2.
61
(
1.
70
-
4.
02
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
42
(
10
)
17
0
(
36
)
ほ
ぼ
毎
日
31
9
(
75
)
31
0
(
66
)
1.
09
(
0.
75
-
1.
58
)
0.
65
1.
02
(
0.
70
-
1.
50
)
0.
91
1.
03
(
0.
70
-
1.
52
)
0.
87
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
10
4
(
25
)
16
0
(
34
)
ほ
ぼ
毎
日
15
8
(
37
)
12
2
(
26
)
1.
08
(
0.
72
-
1.
62
)
0.
71
1.
14
(
0.
75
-
1.
73
)
0.
55
1.
16
(
0.
76
-
1.
78
)
0.
49
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
26
5
(
63
)
34
8
(
74
)
ほ
ぼ
毎
日
23
1
(
55
)
20
4
(
43
)
1.
17
(
0.
82
-
1.
67
)
0.
38
0.
97
(
0.
67
-
1.
42
)
0.
88
1.
00
(
0.
68
-
1.
46
)
0.
99
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
19
2
(
45
)
26
6
(
57
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
28
5
(
67
)
14
4
(
31
)
2.
60
(
1.
90
-
3.
57
)
＜
0.
00
1
2.
77
(
2.
00
-
3.
85
)
＜
0.
00
1
2.
83
(
2.
03
-
3.
94
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
13
8
(
33
)
32
6
(
69
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
28
4
(
67
)
11
3
(
24
)
3.
83
(
2.
78
-
5.
27
)
＜
0.
00
1
3.
60
(
2.
58
-
5.
01
)
＜
0.
00
1
3.
54
(
2.
53
-
4.
94
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
13
9
(
33
)
35
7
(
76
)
† 質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
と
割
合
を
示
し
た
．
‡ モ
デ
ル
1は
全
て
の
独
立
変
数
を
同
時
に
投
入
し
，
食
行
動
間
の
影
響
を
調
整
し
た
．
モ
デ
ル
2の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
と
し
，
モ
デ
ル
3の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
，
世
帯
収
入
と
し
た
．
§
O
R
（9
5％
C
I）
：オ
ッ
ズ
比
（9
5％
信
頼
区
間
）．
そ
れ
以
外
の
回
答
を
オ
ッ
ズ
比
1と
し
，
オ
ッ
ズ
比
が
1よ
り
大
き
い
場
合
は
野
菜
の
摂
取
行
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
¶ モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
os
m
er
-L
am
es
ho
w
の
検
定
で
，
モ
デ
ル
1：
p
＝
0.
50
9，
モ
デ
ル
2：
p＝
0.
70
8，
モ
デ
ル
3：
p＝
0.
81
2で
あ
っ
た
．
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
1
1
11
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
1
1
1
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
1
1
1
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
1
1
1
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
1
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
n＝
42
3
n＝
47
0
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
な
い
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
表
28
　
最
終
学
歴
高
専
・専
門
・短
大
に
お
け
る
野
菜
摂
取
と
他
の
食
行
動
と
の
関
連
（二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
）
独
立
変
数
従
属
変
数
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）食
べ
て
い
ま
す
か
†
モ
デ
ル
１
‡¶
モ
デ
ル
2‡
¶
モ
デ
ル
3‡
¶
               73
質
問
項
目
回
答
肢
人
(
％
)
人
(
％
)
と
て
も
／
ま
あ
ま
あ
／
少
し
気
を
つ
け
て
い
る
67
5
(
91
)
44
7
(
61
)
4.
26
(
3.
08
-
5.
89
)
＜
0.
00
1
4.
10
(
2.
95
-
5.
70
)
＜
0.
00
1
4.
10
(
2.
95
-
5.
71
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ほ
と
ん
ど
／
ま
っ
た
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
65
(
9
)
28
3
(
39
)
ほ
ぼ
毎
日
53
3
(
72
)
45
3
(
62
)
0.
85
(
0.
64
-
1.
13
)
0.
27
0.
80
(
0.
60
-
1.
07
)
0.
14
0.
80
(
0.
60
-
1.
07
)
0.
14
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
20
7
(
28
)
27
7
(
38
)
ほ
ぼ
毎
日
26
9
(
36
)
14
7
(
20
)
1.
62
(
1.
17
-
2.
25
)
0.
00
3
1.
59
(
1.
14
-
2.
22
)
0.
00
6
1.
59
(
1.
14
-
2.
22
)
0.
00
6
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
47
1
(
64
)
58
3
(
80
)
ほ
ぼ
毎
日
34
4
(
46
)
22
7
(
31
)
1.
20
(
0.
90
-
1.
59
)
0.
21
1.
01
(
0.
75
-
1.
37
)
0.
94
1.
01
(
0.
74
-
1.
36
)
0.
96
週
に
4，
5日
／
週
に
2，
3日
／
週
1日
程
度
／
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
39
6
(
54
)
50
3
(
69
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
48
9
(
66
)
24
5
(
34
)
2.
03
(
1.
58
-
2.
61
)
＜
0.
00
1
2.
05
(
1.
59
-
2.
66
)
＜
0.
00
1
2.
06
(
1.
59
-
2.
67
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
25
1
(
34
)
48
5
(
66
)
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
49
7
(
67
)
17
2
(
24
)
4.
16
(
3.
23
-
5.
36
)
＜
0.
00
1
4.
15
(
3.
19
-
5.
38
)
＜
0.
00
1
4.
15
(
3.
20
-
5.
39
)
＜
0.
00
1
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
24
3
(
33
)
55
8
(
76
)
† 質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
人
数
と
割
合
を
示
し
た
．
‡ モ
デ
ル
1は
全
て
の
独
立
変
数
を
同
時
に
投
入
し
，
食
行
動
間
の
影
響
を
調
整
し
た
．
モ
デ
ル
2の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
と
し
，
モ
デ
ル
3の
調
整
変
数
は
，
性
，
年
齢
階
層
，
婚
姻
状
況
，
居
住
形
態
，
就
業
の
有
無
，
世
帯
収
入
と
し
た
．
§
O
R
（9
5％
C
I）
：オ
ッ
ズ
比
（9
5％
信
頼
区
間
）．
そ
れ
以
外
の
回
答
を
オ
ッ
ズ
比
1と
し
，
オ
ッ
ズ
比
が
1よ
り
大
き
い
場
合
は
野
菜
の
摂
取
行
動
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
¶ モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
os
m
er
-L
am
es
ho
w
の
検
定
で
，
モ
デ
ル
1：
p
＝
0.
11
7，
モ
デ
ル
2：
p＝
0.
20
5，
モ
デ
ル
3：
p＝
0.
31
7で
あ
っ
た
．
食
卓
で
家
族
や
仲
間
と
食
事
や
料
理
，
栄
養
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
1
1
1
食
料
品
を
買
う
と
き
や
外
食
の
時
，
店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
等
の
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
1
1
1
食 行 動
あ
な
た
は
普
段
，
自
分
の
健
康
の
た
め
に
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
実
際
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
1
1
1
あ
な
た
は
普
段
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
1
1
1
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
1
1
1
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
n＝
74
0
n＝
73
0
い
つ
も
／
と
き
ど
き
し
て
い
る
あ
ま
り
／
ま
っ
た
く
し
な
い
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
　
O
R
（9
5％
C
I）
§
p値
表
29
　
最
終
学
歴
大
学
・大
学
院
に
お
け
る
野
菜
摂
取
と
他
の
食
行
動
と
の
関
連
（二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
）
独
立
変
数
従
属
変
数
毎
日
，
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
（1
日
小
鉢
5皿
，
35
0g
程
度
）食
べ
て
い
ま
す
か
†
モ
デ
ル
１
‡¶
モ
デ
ル
2‡
¶
モ
デ
ル
3‡
¶
               74
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